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			必勝ダンジョン運営方法③

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第55掘　現状説明会

			第56掘　酷い違和感

			第57掘　お姫様はお嫁さん

			第58掘　レベルの認識

			第59掘　冒険者区始動

			第60掘　覚醒する聖女

			第61掘　ダンジョン制作開始

			第62掘　空気は読まない

			第63掘　説明会とご案内、そしてようこそ……!?

			第64掘　失くしたモノのために

			第65掘　えらい

			第66掘　おかねちょうだい？

			落とし穴３掘　仕事の後の一杯

			落とし穴４掘　夜食の定番

			第67掘　嫁はガチバトルを好む

			第68掘　大事な場所を守るため

			第69掘　地雷は踏み抜くもの

			第70掘　後始末

			落とし穴５掘　弱点

			第71掘　代表の忙しさ

			第72掘　軍部のお仕事

			第73掘　反省を活かす

			第74掘　冒険者ギルドの方針

			第75掘　わんわんおなめんな!!

			落とし穴６掘　住人問題

			落とし穴７掘　学校問題

			第76掘　重傷者多数色んな意味で

			第77掘　決闘だぁ!!

			番外編　お姫様の気持ち

		

	
		
			第55掘　現状説明会

			　

			　ｓｉｄｅ：エルジュ

			　本日のお勤めは終わりました。

			　昨日はデリーユさんがダンジョンに襲撃してきましたが、本日は穏やかに過ぎていきました。

			　ユキさんも、ルルア様の件はいまだ動きがなく、のんびりしておられたようです。

			　昨日の襲撃で多少遅れはしましたが、デリーユさんが入ったことにより、ダンジョン運営の予定は多少楽になりました。私とオリエルが表立って出られない分、デリーユさんの参加はとてもありがたいことです。

			　今は晩ご飯を食べ終わり、食後の一服。ユキさんとナールジアさんが、今後の相談をしています。

			「妖精族の皆には、今日はいろいろな施設の稼働方法を教えるために、何人かに分かれて活動してもらったけど、長老、そこら辺はどうですか？」

			「そうですね。思ったよりも好評ですよ。普段はものづくり一辺倒ですから、いろいろな経験をするのは楽しいみたいです」

			「さて、ロシュール国の３００人を受け入れるために、しばらくは今の人員配置でお願いしたいのですが……」

			「はい、私もそれでいいと思います。余程なことがない限りは、今の配置でよいかと。その３００人も後々、それぞれの仕事場につくのですから。まずは、施設をスムーズに動かすことを念頭に置くべきかと」

			「そう言ってもらえると助かります。で、各方面の状態はどうだ？　面倒だし、このままのんびり茶でも飲みながら会議にしよーや」

			　そう言ってユキさんが周囲に目を配ると、エリスさんが頷いて口を開きます。

			「訓練所はもう、ほとんど問題はありません。戸籍管理につきましては、57名ですので作り終えています。問題があるとすれば、誕生日を各々好き勝手に決めてることですね。妖精族には、日付なんてあってないようでして……。

			　私が担当の娯楽施設は、ナールジアさんがお風呂区画を引き受けてくれましたので、ほぼ、お任せ状態です。まあ、ナールジアさんもここに来て日が浅いので、手伝ってはいますが。他の娯楽施設は、まだ人手が足りないので未稼働です」

			「はい。お風呂担当のナールジアです。１回の使用料を銅貨５枚、人員は７名で稼働していますが、集客、稼働状態共に問題ありませんね。ああ、問題といえば、男子トイレを掃除するときに私たちだといろいろありますので、今後来る３００名から男の人員が欲しいですね」

			　ふむふむ、あの贅ぜい沢たくなお風呂は問題なく稼働中ですか。変装の魔術のおかげで私だってバレないはずですし、明日にでも行ってみましょう。

			「じゃ、次は私、ラッツの番ですね。訓練所はエリスが言った通り問題ありません。庁舎会計につきましては、この２日での金銭収入は１万２２３５フォル。白金貨12枚、金貨２枚、銀貨３枚、銅貨５枚ですね。収入源は商店が７割、購買が１割、お風呂の娯楽施設が２割ってところですね。このままだと、妖精族の財産がなくなりそうですがね。

			　ま、運がいいのは、これらの収入はすべてダンジョン直営店によるものですから、私たちで好きに使えるというところですかね。正直、どこかで妖精族に給与という形でお金を返さないと、干からびますよ、彼女たち」

			「……お恥ずかしい限りです。注意はしているのですが、馬鹿者どもは、ずっとあの森の奥にいたせいもあって、金銭感覚がないのです」

			「ま、訓練所にいる限りは、食うに困りはしませんが、嗜し好こう品ひんを指をくわえて見てるだけって状態は、あまりよろしくありません。まあ、さすがにこの２日間で懲こりてはいるでしょうから、しばらく様子を見てもいいと思います。普通に必要なだけ嗜好品を買う分には、散財とまではいきませんしね。主な原因は、珍しさからくる大人買いですから。

			　あ、合わせて商店報告ですが、金銭については明日書類で渡すとして、人員を10名いただけたので、稼働は楽になりましたね。レジについては簡単なので、数日もあれば慣れるでしょう。お金の受け渡しに関しては、算術ができる方を回していただいたので、今のところ問題はありません。というか、妖精族は身体が小さいし品出しなんかが大変かなと思ってたんですが、魔力による運搬が可能なので、私たちがやるより正確で速いですね。ある意味適した人材です」

			　はぁ～、あのお店では妖精族の方々が、その能力を発揮しているようです。

			　いろいろな職を与えることで、いろいろな可能性が分かるモノなのですね。

			「う～ん。その散財の件は、ラッツの言う通り様子を見よう。商店を動かして、まだ２日。１週間ほど様子を見よう。長老、頼めますか？」

			「はい、そこはお任せください。なんとしても、１か月の給与水準を守らせますとも……」

			「まあ、妖精族の方々が干からびてはあれですし。私が、給与計算で大変になるだけですから、そこら辺は、ある程度余裕を見ていいですよ？」

			「……絶対、守らせます」

			　族長としてはつらいところですね。身内の恥と言いましょうか……。

			　そこでラッツさんの報告は終わり、ミリーさんの番になりました。

			「じゃ、次は私ですね。といっても冒険者区はいまだ未稼働ですし、ダンジョン自体の制作も終わっていません。宿屋、商店、酒場の店舗はありますが、備品の展開も終えていません。人員も今回は来ていませんし、とりあえず何もなしですね。苦情受付に関しては、購買にもスーパーラッツの嗜し好こう品ひんを置いてくれと、多数意見がありますね。といっても購買はあのとおり小店舗ですし……どうするべきですかね？」

			「まあ、そこは苦情受付と同じようにアンケート箱でも置いて、人気上位のいくつかを店舗に置くみたいな感じでいいんじゃないか？　置き場所については、逆にいらない商品をアンケートで選んで外せばいい」

			「なるほど、それなら置き場所も確保できますね。ラッツ、そんなわけでアンケート箱を置いていい？」

			「構いませんよ。リエルがその件で、購買からスーパーラッツまで何度も買いに走ってきて、可哀想かわいそうでしたから」

			「うわー。私は、『スーパーラッツに行ってください』の一点張りにしたんだけど」

			「そりゃ、ミリーはギルド職員としての経験、私は商人としての経験がありますからね。リエルは冒険者ひと筋ですから、その類たぐいの対応は苦手でしょうよ」

			「２人とも、それでいいなら僕に早く言ってよ!!　今日なんて、何度往復したことか……」

			　リエルさん、可哀想に。真面目で好感はもてるのですが、なんというか空回りですね。

			　トーリさんの報告に移りましょう。

			「では、次は私ですね。警備関連は、人員を５名ほどいただきまして、各場所の警備を問題なく行っています。トラブルの際は、いただいたトランシーバーがよく機能して便利です。警備といっても、自由時間に迷子になった妖精族がいるぐらいですが。訓練所の警備は、主にリエルなので、そちらはリエルに」

			「はーい、訓練所内は、特に報告するようなことはないかなー。あ、でも電気のおかげで、夜遅くまで起きてる住人が結構いるから、朝は眠そうな子が多いかも。あと、こっちに回してもらった子３名は、夜勤は初めてだからいろいろ大変みたい」

			「警備仕事は、いろいろと無理を強いるところだからな。給与が多い分納得して欲しくはあるが、倒れても問題だ。体調が悪そうなら、無理させないようにな」

			「「はい」」

			　……お城にいた夜警の兵士さんも大変だったのでしょうね……。

			　そこで、カヤさんがおもむろに口を開きます。

			「……私ね。私も警備の一員だけど、今は仕事区の農地にかかりきり。２人ともごめんね。現在、人員を10名ほどもらって、ゴブリン、ダンゴムシ改と一緒に作物の世話と新しい農地開拓を進めているわ。特に、ダンゴムシ改のおかげで、畑を耕すのがとても楽になったわ。

			　ゴブリンに関しては、農地を作った当初から任せているからとても安心。妖精族たちは土いじりをしないのか、初めはオドオドしてたけど、作物を取って食べたりするうちに、自分で育てるのが楽しみになってきてるみたい」

			「そうですね。妖精族は魔力が原動力なので、基本飲食はしません。でも、まったく食べないわけではないのです。魔力だって消費しますからね。食べ物や飲み物で回復することもあります。果物や水以外の食生活にふれて、楽しいのでしょうね。その子たちが他の子を勧誘すれば、農地もいろいろ広がるんじゃないでしょうか？」

			「ナールジア、そこら辺は、強要することでもないし、本人たちに任せよう」

			　あの、大きいダンゴムシの魔物も役に立つのですね……。

			「わ、わたひゅ、から、ほ、ほうきょくを……」

			　ああ、可愛かわいいわ、フィーリア。

			　写真でその姿を激写して、部屋に沢山飾りたいわ。

			「フィーリア、落ち着け。誰も、怒ったりはしないから。大丈夫。ほら深呼吸」

			「は、はい。兄様。すぅー、はぁー。すぅー、はぁー……」

			　天使です。

			　誰が何と言おうと、アスリンとフィーリアは私の妹であり、天使なのです!!

			「……私から報告をします。鍛か冶じ場については、18名も人員が来てくれまして、昨日、今日で鉄の剣35本。そして、こちらが、試作した妖精族の手による……刀です。詳しくはナールジアさんに」

			「はい、ではお伝えいたします。鍛冶場の稼働状況は極めて良好です。慣れていない部分もありますが、設備が私たちの所とは比べものにならないほど洗練されていて、極めて使いやすいです。それに伴い、ユキさんにお聞きした刀というものを、私たち独自で仕上げてみました。よろしければ、ユキさん、お納おさめください」
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			　ナールジアさんが、綺き麗れいな鞘さやに納められた刀をユキさんに渡します。

			　しかし、あの鞘といい、普通なら１か月はかかりそうな精巧な物をわずか１日で仕上げてしまうとは、妖精族の鍛か冶じ能力はとんでもないですね。

			　ユキさんが刀を鞘から抜き放つと、とても綺麗な……緑の刀身が姿を現します。

			　え、緑？

			「見ての通り、緑という特殊な色の刀身になってます。ユキさんから聞いた合金の理論を独自に解釈して、いただいた玉たま鋼はがねとミスリル、魔鉱石を混ぜ合わせて私たちがエンチャントしました。結果、刀身がエンチャントの属性に染まりました。主なエンチャントは風、植物です」

			「……すまない。君の気持ちは嬉しいが、ダンジョンマスターとして受け取るわけにはいかない。なにせ、俺は代表の１人だからな。総合代表のラビリスに渡そうと思うけど、大丈夫でしょうか、長老？」

			　ナールジアさんは目を丸くしたあと、納得した様子で頷く。

			「これは失礼を致しました。確かに、ここの統括はラビリス様。これはラビリス様にお使いいただきたい」

			　そう言ってナールジアさんはラビリスちゃんに頭を下げ、ユキさんが刀を渡す。

			「……とても軽いわ。私でも振れる？」

			「はい、その刀は持ち主の能力や気持ちに応じて重さが変わります。切れ味は本場の刀とエンチャントを合わせてさらに鋭くなっているので、慣れないうちは、鞘さやに納めたまま練習するのがよろしいかと」

			「ラビリスには大きいからな。ちゃんと練習して振れるようにならないとな」

			「……もちろんよ」

			　ラビリスちゃんは嬉しそうに刀を抱いて、またユキさんの膝に座り込みました。

			　刀は刀身が70㎝、握りを含めて１ｍとちょっとなので、ラビリスちゃんの身長からすると、首辺りまで届く大刀。

			　本当に使えるようになるのかしら？

			「鍛か冶じ場の方は問題なさそうだな。じゃ、あとは、アスリンとラビリスだな」

			「はい。訓練所のお食事当番、お掃除は、当番を決めて手伝ってもらってるので、大丈夫です!!」

			「……私のところは、庁舎の担当として残りすべての人員をもらっているけど、やること、覚えることが多いから本人たちは大変ね。それでも、庁舎担当のみんなは助かってるって自覚があるんじゃないかしら？」

			　ラビリスちゃんがそう言うと、みんなが頷きます。

			「あ、忘れてた。エルジュの方はどうだ？」

			「ふぇ!?」

			　ああ、そう言えば、私も報告すべきことがありました。

			　最近、表立って動けないので、なんか忘れていました。

			「コホン。では、ご報告を。治療院は、いつでも診察、入院可能です。ですが、まだ人員が回ってきておりませんので、できるのは治療と診察だけですね。それに今は、訓練所の治療室に私が勤めていますから、治療院自体を使うのはまだ先になるでしょう」

			「そりゃ、そうだな。で、この数日怪け我が人とかは？」

			「います。ですが、転んで擦すり剥むいたりとか軽傷の人が主です。料理で軽く指を切ったというのが一番の怪我ですね」

			「そりゃいいことだな。でも、いつかは目を覆おおうような怪我人を扱うこともあるからな？」

			「はい、覚悟の上です」

			　これで、ひと通りの報告が終わりました。

			　最後は……。

			「じゃ、俺から、本当のダンジョンマスターとしての報告な。昨日のデリーユの侵入以降、ダンジョンへの侵入者はなし。そして、妖精族が来てから５日間で溜まったＤＰは……約８万ＤＰ。ここから、１日あたりの妖精族に分け与える５００ＤＰを差し引いて、７万９５００ＤＰの黒字ってところだな」

			「それはまた、凄すごい数字が集まりましたね。確かに、妖精族は１人あたり１０００ＭＰ以上あるので１時間で10ＤＰ。56人から吸収できますから、全体で５６０ＤＰ。24時間で１万３４４０ＤＰですね。最低でも。これは今後、夢が広がりますね～」

			「といっても、ＤＰはしばらく貯蓄する方向で行こうと思う。そこら辺の面倒くさくて詳しい計算は、計算ができて裏の内容も知っている人員が丁度、昨日入ったからな。彼女に任せようと思う」

			　デリーユさんに皆の視線が集まります。

			「ちょっと待てい!!　妾わらわは今日も変なフリフリの服を着て店員をして、お風呂場では、デッキブラシ持って掃除しておったんじゃぞ!?　これ以上妾を酷こく使ししたら、人としてどうかと思うぞ!?」

			「いえ、さすがにＤＰ計算などを任せるのでしたら、デリーユさんに今後、変な業務は回しませんよ？　数字を間違ってもらっては困るので」

			「お、おお!?　ラッツ殿、妾はその専属で他の仕事はしなくてよいのか!?」

			「ええ、しかし、ミスがあっては困りますので。しっかりやってもらわないと、他の部署に回ってもらうことになりますね」

			「ま、任せるがよい!!　高等な算術は、そうそう使える者がおらんからな!!　妾に適任ということじゃ!!」

			　なんだろう。デリーユさんは、激しく踏み込んではいけない地点へ踏み込んだ気がします。

			　皆の報告が終わると、お茶を飲みながらの雑談になりました。

			「しかしのう。その娘が件くだんの聖女エルジュとはな～。そして、皆が言うには、リテアの聖女までいたそうじゃの。魔王の妾わらわ、さらに、かの災さい厄やくのダンジョンマスターが治めると。まあ、珍妙な人物がよう集まったもんじゃ」

			　デリーユさんが、お茶を飲みながらつぶやきます。

			「そうですね～。絵本の物語より突飛な状態ですね。お兄さんがいると飽きませんね。まさか、魔王の知り合いができるとは思いませんでしたよ」

			「妾も自分の正体を知っていながら、普通に話せる人と会うようになるとは思わなんだ」

			「これも、数奇な運命ですね」

			　私が、そうつぶやくと、みんなしんみりお茶を飲……。

			「いや、全然、数奇な運命じゃないからな。この状況なら当然だからな」

			　いきなり、ユキさんに台無しにされました。

			「何を言っておるか、ユキ。これはどう見ても、数奇な運命じゃろう？」

			「はぁ～、デリーユ。まさか、俺に説教されて、正道に戻ったと思ってやがるな？」

			「うむ。妾はユキと話して、アスリンやフィーリア、あの子供たちと会っていろいろ思い直すことがあった。これは運命じゃろう」

			「それは、デリーユがそう勘違いしてるだけだからな」

			「どういうことじゃ？」

			「そもそも、俺が正しいなんて保証はどこからきてるんだよ？」

			「それは、ユキ。お主が説明してくれたじゃろ？」

			「その通り。俺は説明しただけだ。誰も俺の言うことが正しくて、お前は間違っているなんて、ひと言も言っちゃいねえぞ？」

			「確かに、ユキは否定はしなかったのう。妾がしてきたことを『己の正しさをもって』と言っていたか？　でも、そのあとに盛大に説教された気がするのじゃが？」

			「あれを説教と感じるなら、自分が間違っていると思ってるからだ。俺は最初から最後まで、デリーユの疑問に対する俺の考えしか言っていない」

			　確かに、私の時もユキさんは自分の意見を押し付けようとはせず、自分はこのやり方でヤルというだけでした。

			「俺は最初から『お前は間違っている。俺についてくれば大丈夫だ』なんて安易なことは言っていない。デリーユもエルジュも、ルルアも、ここの皆も自ら選んでこの場にいる。強いて言うなら、説得だな」

			　ユキさんが私たちの顔を見渡します。

			「俺は説教なんかした覚えはねえよ。俺的には必死に頭下げて、仲間になってくださいって言っただけだ。お前らを間違ってるなんて思う奴がいるなら、そりゃ視野が凄すごく狭せまいだろうな。俺がこれから失敗する可能性を無視してる。ま、なんとかそんなことにならないように、努力してるがな」

			「なんじゃ？　妾わらわのこれまでは、間違いではなかったというのか？」

			　デリーユさんは、驚いたようにユキさんを見つめています。

			　私も同じ気持ちです。私は、これからの人生を償つぐないのために生きようと思っているのですから。その償おうとしている過去の罪を、間違っていないとはどういうことでしょうか？

			「間違いなわけねーよ。それはデリーユの答えだ。お前がその拳を振るって、確かに何の罪もない人が死んだかもしれないが、逆に救われた人もいるんだよ。というか、こういう成否ってのは、俺たちが出すもんじゃねーよ。のちの歴史家が、勝手に評価するもんだ。大事なのは、自分の出した答えに最後まで自信をもっていけるってことだな。そこら辺に関してだけは、お前らは間違ってるだろうな」

			　いったんそこでひと息ついたユキさんが、私とデリーユさんを睨にらんで続けます。

			「まあ、俺の言葉でフラフラと意見を変えやがって。せめて、自分が出した答えの結果に誠実でいろ。謝るな。謝るぐらいなら、次に活かせ。ずっと頭を垂たれて生きていても、お前らの能力が発揮されないだけで迷惑だ。デリーユやエルジュが出した答えのために死んだ人が報われねえ。エルジュ、特にお前の周りの人は、そんな覚悟を持った人ばかりだったぞ」

			「え？」

			「まずは、セラリア。あいつは、決して頭が悪いわけじゃない。それでも戦いでは、自分のあり方を崩そうとはしない。まあ、それで俺に噛みついてきたがな。その理由は、きっと今までに斬り捨ててきた人のためだ。自分の目的のために奪った命に対して、最後までこのあり方で行くって決めてる。俺から言わせりゃ不器用だが、そう決めてるんなら口出しはできない」

			「ちぃ姉さまが……」

			「次に、アーリア。時期国王としての覚悟は相当なものだぞ。お前が死んだことを公に認めるなんて、そうそうできることじゃない。そして、最後にお前の親父さん。お前より国民を取った。さらに、憎むべきルルアと手を結んだ。きっと、多くの人を救う道だと信じてな。エルジュの家族は全員、清も濁も合わせ飲んでいる。それを認めて、活かしてる」

			　今、ちい姉さまやお姉さま、お父様が、私が何かをすると言ったときになぜ苦笑いしたのかが、分かりました。

			　何事にも結果は出るもの。動けばお腹が空くように。

			　私が人々を救ってきたということは、私に救われなかった人もいるということ。

			　選びました、被害の多い場所を。それは、つまり被害の少ない場所を見捨てるということ。

			　簡単に言えば大きいか小さいかの差だけ。それでも、私は出した答えに背を向けていました。

			　私は、人々を救っていくといいながら、ユキさんの説明に対して自分が正しいと……いえ、自分のやっていることに自信が持てませんでした。

			　自分の答えに対する、自分の行動がぐるぐると頭を巡ります。

			　なんて不誠実、なんて我わが儘まま。

			　自分が出した答えが間違っていたと、頭を下げるだけ。私は、私の答えのために亡くなった命に対して「あなた方の死は間違いでした」と無情に告げていただけです。

			　このままでは、私は間違ったまま、本当に亡くなった命に対して冒ぼう涜とくを続けていくことになります。

			「ま、今のデリーユもエルジュも、ここでそれなりの答えを見つけたんなら、今までのことに意味はあっただろうよ。というか、最終的な答えなんて、変わるはずはないと思うがな」

			「……はい。結局、私は癒いやすことをやめられませんでした。これが私の答えなのですね？」

			「知らねーよ。自信をもって言えるのは、エルジュ自身だけだからな」

			　ユキさんが苦笑しています。

			　ああ、まだ私は甘えているようです。

			「私は最後まで、人々のためにあると誓います!!」

			「エルジュがそれでいいなら、いいんじゃねえか？　まあ、とりあえず現在までの結果は、マイナスだけどな」

			「……酷ひどいです」

			　それでも、今までとは違って笑い返せます。

			　これが、お姉さまたちが言っていた自分を貫くというものなのでしょう。

			「ふむ、そういうことか。なら、妾わらわも今までの拳が間違っていたとは思わぬ。お主らとも会えたのじゃからな」

			「デリーユらしい答えでいいんじゃねえか？」

			　ユキさんとデリーユさんは、お互いに顔を見て笑い合っています。

			「さて、お２人の答えを何で今、説明、説教したか本題に入りましょうか」

			「え？」

			「意味もなく、説明なんぞしねーよ。ま、これで分かっただろう。自分の答えを持つ意味や覚悟が。そして、これからの面倒事は、お前らの答えや覚悟程度じゃキツイぞ？」

			「どういうことですか？」

			「今回の、争乱。エルジュが聖女になったから起こったってのが通説だが、なぜ、リテアがそんなことを画策したのかって問題がある」

			「それは、リテアが自国内を収めるためでは？」

			「なっはっは、可愛かわいい回答ありがとう。わざわざ同盟国の王女様を的にして、それで国内を収めるのは妙手じゃないだろう？　戦争になりかねないんだ。それなら、エルジュをリテア聖国に招いて、そこで適当な形だけの役職でもつくって、そこに収めればことが済む」

			「ちょっと、待ってください!?　その言い方じゃ、まるで……」

			「そうですよ？　この争乱はリテア聖国を手中に収めるためのモノですよ。分かりやすいよねー。エルジュを敵にすれば、自分に従わない勢力を明確に浮き彫りにできるし、仲のいいルルアに情報を流して、わざと単独でロシュールに行かせて適当な所で殺害。敵対勢力は、それで軒並み沈ちん黙もく。まあ、なんて分かりやすい乗っ取り計画でしょうか」

			「な、なんのために!?　ロワールのように権力が目的ですか!?」

			「いやー、全然、労働力に対して割が合わん。賢く生きるなら、適当に権力をもって個人のお金を稼ぐのが一番だろうな。ロワールだって、リテア聖国の支援があってようやくロシュール国転てん覆ぷくを狙ったんだから。どこの支援もなく、やる意味も成功率もなきゃ、あれだよな」

			「ならなんで!!　……もしや、さっきの答え云うん々ぬんですか？」

			　私がそう聞くと、ユキさんが楽しそうに口を歪ゆがめます。

			「ああ、いるぞ。そんな分かりやすい損得勘定なんかすっ飛ばして、今回起こった争乱で亡くなった人たち、そしてこれから起こるであろうことで亡くなる人たち、そのすべてを認めたうえで、自分の出した答えを貫いてくる奴が。その答えが、最後には正しいと、未来に繋がると信じた奴が」

			　ユキさんが言ったことは、真っ赤に染まる赤い道。

			　そんな、そんな答えは狂っている。

			「俺と同じぶっ壊れた奴か、それともただの狂信者か。どっちにしても、これだけのことを起こしたんだ。遊び半分とか、分かりやすい利益で動く奴じゃねーよ」

			　ユキさんがそう言い終わると、辺りが静かになります。

			「ということで、エリス」

			「はい！！？　な、なんですか!?」

			「明日からルルアと向こう側で暴れるから、俺の分の仕事はデリーユに任せてくれ」

			　空気が固まります。

			　ああ、こういう人でしたね。

			「は!?　ちょっと待つのじゃ!?　さっき、妾わらわの仕事は１つだけになったはずじゃろうぅぅぅ!?」

			　明日からのお仕事、頑張ってください。

		

	
		
			第56掘　酷ひどい違和感

			　

			　ｓｉｄｅ：ルルア

			　今、私はちゃんと、笑顔を作れているでしょうか？

			　引き攣つった顔をしていないでしょうか？

			　そこが一番問題です。

			　え、何の話かって？

			「ありがとうございます!!　まさか、聖女様に救われるとは!!　お亡くなりになっていたわけではないのですね!!　どうか、このご恩を返させていただきたい!!　よろしければ、僕をリテアに戻るまで護ご衛えいとしてお使いください!!」

			「私たちの弟子を救っていただき、感謝の念に堪たえません。弟子一人では不安でしょう。なれば、私たちも護衛に加えてくださいますよう、お願いいたします。これでも、名の通った冒険者であります。聞けば、いろいろと込み入った様子。少しでも人手が欲しいのであれば、私たちをお使いください」

			　そう言って、ユキさんとカースさんが予定通り私に向かって頭を下げる。

			　モーブさんとライヤさんは、黙って膝をついて頭を垂たれるだけ。

			　違和感しかない。違和感しかありませんよ!?

			　でも、この違和感は当然、私たちにしか分からないので……。

			「ルルア様、この者たちはある意味、今回の件とは絶対関わりがありません。なので、人手が足りないわけですし、ルルア様の護ご衛えいはこの者たちに任せるのが、一番よいのでは？」

			　当代聖女アルシュテールは、名案とばかりに、ユキさんたちを護衛に推してくる。

			　ええ、アルシュテール様。貴女の言うように、誰が敵で味方か分からない今、関係ないと分かる、この冒険者を手駒に加えるのは妙手でしょう。

			　ありがたいことに、アルシュテール様は私が進言せずともその事実に気が付いて、ユキさんたちを手駒として加えようと言ってくれた。

			　……予定通りなんですよ、アルシュテール様？

			　そこの、ユキさんとカースさんの描いたシナリオ通り……。

			「そう……ですね。アルシュテール様の言う通りです。よろしければ、道中などではなく、ある程度ことが済むまで護衛として雇いたいのですが、どうでしょう？」

			「雇うなどと……」

			「待つんだ、私たちも貯たくわえが多いわけではない。ルルア様のご厚意にあずかろうではないか」

			「しかし……」

			「私たちが空腹で、護衛ができない方が問題だとは思わないか？」

			「……」

			　……ユキさんとカースさん、ああ、その芝居やめてください。

			　芝居以外で何をどうやれば、ユキさんが、沈ちん黙もくするような状況ができ上がるのですか!?

			　普段のあの人は、傍ぼう若じやく無ぶ人じん。空気なんぞ読みません。ただ、己が道を行く人です。

			「当代のリテア聖女であるこのアルシュテールが、貴方方を護ご衛えいとして雇いましょう。そこのカース殿の言う通り、いざという時、動けないのでは、護衛をつける意味などないでしょう。ユキと申しましたね？　貴方の志こころざしはとても心地のよいもの。それは、今の状況ではとても心強い。なれば、恩を返したいと思うのであれば、この話を受けていただきたい」

			「はい、当代聖女様にそう言われては、否もありません!!　喜んで護衛の任を仕事として受けさせていただきます!!」

			　ユキさんは嬉しそうに、アルシュテール様にお礼を言う。

			　……ああ、気絶しそう。

			「ルルア様、彼らを巻き込むのを心苦しく思うのは分かりますが、この状況を打破するには、多くの人手が必要です。どうか納得を……」

			「……いえ、アルシュテール様の言う通りです。ここまできて、いまさら無血で済むとは思っていません。彼らは、ある意味信用できます。いい手札になってくれるでしょう」

			「はい、彼らが冒険者であるのが幸いです。どう考えても、強硬派と繋がってる理由がない。ルルア様に襲い掛からなかった事実もありますし。彼らの使い方如何いかんで、我らも有利に動けることでしょう。ルルア様の言う通り、良い手札です」

			　アルシュテール様、いい手札どころか、彼ら……ユキさんは、止めの一撃になると思います。

			　彼女と今後の予定を詰めながら、この状況が始まる前のことを思い出していた……。

			　

			「ういーす。帰ってきたぞ」

			「ただいま戻りました」

			　私たちが現在借りている宿に、モーブさんとキユさんが戻ってきました。宿で待機していたカースさんが声をかけます。

			「どうだ、キユ。手加減の仕方は分かったか？」

			「いやー、なんとかって感じですね。どうでしょうか、新人に見えますかね？」

			　キユさんはそう言って、不自然に剣を持ちます。

			　今まで堂々と持っていたときとは違う、まだ慣れていないような持ち方。

			「う～ん。少し違和感があるが、キユの背格好なら新人って見られるんじゃないか？」

			「ですね。まあ、中身はこの中で一番凶悪ですが」

			「しかし、新人訓練じゃなくて新人に見せるための訓練とか。変なことしてるよな、俺たちも」

			　そう。２人はキユを新人の冒険者に見せるための訓練をしてきたのです。その訓練として、クエストを消化するという。

			　討とう伐ばつ対象の魔物には迷惑な話でしょう。

			「キユさん、ユキさんたちは？」

			「ダンジョンの方で問題が起きたそうで、対処に時間がかかっているようですよ」

			「問題ですか……」

			「あんまり心配しなくても大丈夫ですよ、ルルアさん。問題と言っても、侵入者を捕らえるために訓練予定がずれたくらいです。明日はこちらに来て、詳しよう細さいを詰めるようです。しかし、思ったよりも私たちが早く着きすぎましたね」

			「早馬で４日のところを半日だからな。おかげで、その場しのぎではなく演出も打ち合わせできるわけだし。キユのおかげで、聖女たちの位置も分かってるからな」

			「あの速度なら、早くて明後日の昼頃でしょうね。団体となると、移動速度はガクンと落ちますから。私たちとは違って車もないですし」

			　車のおかげで、私たちは思いのほか早くこの村に到着して、詳細を詰めて行動を起こす余裕ができました。

			「カースさん、その演出というのはどうするつもりですか？」

			「そうですね。ユキと話は詰めないといけませんが、大まかなところは変わらないので、皆に説明しときましょう」

			　カースさんの周囲に、私たちは集まります。

			「まず、今回の目標を確認しましょう。全体ではなく、この村での目標ですね。そうですね。コヴィル、分かるかい？」

			「んー、ルルアをアルシュテールって人と会わせるんでしょ？」

			「そうだ。だが、アルシュテールの周りには護ご衛えいがいる。そこには強硬派のメンバーも確実に加わっている。下手にルルア様が顔を出せば、アルシュテールに気付かれるまでに、対処されてしまう。それを何とかしないといけない」

			「でも、そのための私なんでしょう？」

			「ああ。でも、わざわざ戦闘する必要もない。こちらでひと芝居打つ。キユがクエスト途中で大怪け我がを負ってしまったという設定で、それを俺たちが担いで村に戻ってくる。当然、その時にはアルシュテールが村に着いて検分をしているが、まあ、タイミングは村に入ってすぐか、ルルア様の墓の地点かだな。そこでこう叫ぶんだ。『だれか、仲間を助けてください!!』ってな。

			　それでアルシュテールがどう動こうが、先にルルア様がやってきて、回復魔術でキユを救う。ある程度、回復魔術が使えるものなら、見ただけで、どの術を発動したかは分かるだろう。ですよね、ルルア様？」

			「はい。エクストラヒールなどは、とても分かりやすい回復魔術ですね」

			「じゃ、その回復魔術を使えば、周りは一ひと角かどの人物だと気付く。それを見たアルシュテールは、ルルア様に面会を求めるだろう。そこでコヴィルが出てきて、こう言うんだ。『早くリテアに戻らないといけないのに、お人よしなんだから!!』と。そう言えば、妖精族に協力してもらっているとアピールもできる。そこからはルルア様の交こう渉しよう次第だが、俺たちがそのままルルア様の護ご衛えいとして雇ってもらえる流れになれば、なお上出来だ」

			「なるほど。その過程で、私は生きていたと周りに宣伝できるうえに、アルシュテール様のお墨すみ付つきももらえる。こそこそ下手に面会を求めるより、表立って生きていると宣言すれば、強硬派も暗殺しにくくなるのですね？」

			「そういうことです。コヴィルもいますから、下手に暗殺などという手段は取れないでしょう」

			「んー。よく分からないけど、そうすれば、みんな一緒にルルアを苛いじめた奴をぶっ飛ばせるのよね？」

			　――そんな感じで、その後、ユキさんも含めて打ち合わせた結果が現在というわけです。

			　

			「アルシュテール様、あのような若造にルルア様の護衛を任せてもよいのでしょうか？」

			　苦言を呈する、リテアの近衛兵。

			「貴方も分かっているでしょう？　今、リテア内部は、ルルア様を暗殺しようとした愚おろか者どもが潜んでいます。酷ひどい言い方になりますが、あの若者は盾にさえなってくれればよいのです。少しでも時間を稼げれば、私たちがどうとでもできる。そうでしょう？」

			「なるほど。それには敵か味方か分からない者を配置するより、確実に味方だと分かり、扱いやすい若造が適任というわけですね？」

			「ええ。彼の師であるあの冒険者たちも、それなりの腕前。合わせて使えば便利でしょう」

			「なるほど。要らぬ進言、申し訳ありませんでした」

			「いえ、良いのです。これで、強硬派どもを黙らせることができます。さあ、ルルア様。早く聖国に戻り、かの者たちの横暴を止めましょう」

			「ええ、そのために私は戻ってきたのです」

			　アルシュテール様、利用しようとするのはよいですが、本当は利用されてます。

			　私はこれから起こるであろうことに頭を悩ませながら、馬車に揺られてリテアに向かいました。

		

	
		
			第57掘　お姫様はお嫁さん

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　本日はセラリアが到着する。

			　昨日の夜に連絡が来た。大体今日の10時頃らしい。

			　セラリアは、本当に軍人としては一流らしい。行軍なんて一日二日遅れるのが当たり前なんだが、移民を連れて予定通り15日で到着とは恐れ入る。

			　ああ。ルルアの方は、アルシュテールと合流して車が使えなくなった。

			　リテア聖国首都まで13日間、馬車揺られ確定。

			　俺の休暇は１日で終わってしまったというわけだ。

			　まあ、デリーユに仕事を押し付けてサボってもよかったのだが……。

			「もう、いやじゃ～。妾わらわは布団から出んぞ!!　このような扱い認められん。ストライキじゃ!!　あ、アスリン。バニラアイス取ってくれぬか？　ありがとう」

			　なんて具合にプチニートになりかけだったから、仕方なく戻ってきた。
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			「うむうむ。ユキがいると気持ちがよいのう。お互い不老じゃからかの？」

			　そんなことを言って、仕事の手伝いをしてくれる分、ほっとくよりはいい。

			　まあ、デリーユも自分だけが不老であることに、いろいろ思うところがあるんだろう。

			　だから、俺になついているのは不老仲間としてであって、恋愛方面ではないと……思う。

			　しかし、デリーユには個室があるのに、毎日俺の部屋に寝に来るんだよな。

			　朝気が付くと、俺の布団に潜り込んでいる。アスリンたちと違って、しっかり女の子な体型なので勘かん弁べんして欲しい。

			　俺の精神が持たない。デリーユに手を出したら、必然的にラビリスやラッツを抱かなくてはイケナイ。

			　気持ちは分かってますよ？

			　だけど、今の状況で彼女たちを妊娠させるわけにはいかんのです。

			　街作りの代表を女で固めている時点で反発があるのに、妊娠して不安定になれば、やっぱり女に代表なんか無理だと反発が上がるだろう。

			　そう、彼女たちのためにも、俺は賢者にならなくてはいけない。

			　最近はこの決意の賜たま物ものか、起床時も〝相棒〟が大人しくなっている。

			　……男として機能しなくなったわけじゃないよな？

			「どうしたのじゃ？　下なんか向いて？」

			　デリーユが、俺の行動を見て首を傾げている。

			「……いや、俺はよく耐えてるよなって思ってさ。デリーユは知らないと思うが、健康的な男は毎朝、困ることがあるんだが、俺はこの揺るぎない精神で今日まで乗り切ってきたんだ」

			「は？　何を言っておるんじゃ？　ユキのは毎日、妾わらわも混ざって……がふっ!?」

			　明後日あさつての方向を見ながら話していたら、いきなりデリーユから不思議な声が聞こえる。

			　デリーユの方を見ると、なぜか知らんが蹲うずくまっていた。

			「大丈夫か？　お腹痛いのか？」

			「……ユキ、心配いらないわ。私が間違ってちょっと刀をぶつけてしまったの。ごめんなさい、デリーユ」

			　ラビリスがそう言って、デリーユを助ける。

			「……黙ってなさい。……と……ぶらせないわよ」

			「……じゃ!?　……は絶対……んじゃ!!」

			「なら……言うことを……なさい」

			　会話は聞き取れないが、魔王としての矜きよう持じだろう。

			　本当は痛くても、ラビリスには見み栄えを張っているようだ。

			「ユキさん、そろそろ見えてくるはずです」

			　そんなことをしていると、エリスが声をかけてくる。

			「さあ、みんな忙しくなるぞ」

			　目の前にはセラリアが率いる直属部隊。

			　その、後方に今回の移民たちがいる。

			　さて、その前にダンジョンの外がどうなっているのか、教えていなかったな。

			　土地の権利を買い上げたあとは、外の制御も、もちろんできるようになる。

			　しかし、ＤＰ吸収効率は落ちるし、防衛に関しても難点が多いので、ここに街を作るのはやめておいたのだ。

			「セラリア様、お待ちしておりました。一同、セラリア様のご到着をお喜び申し上げます」

			　表立った代表のラビリスがそう宣言して、皆が頭を下げる。

			　あ、ちなみに、全員ダンジョンの外なんで〝偽物〟ですよ。

			　ここにいるのは各代表のドッペルゲンガー。安全策はとらないとね。

			「ラビリス、エルジュの遺志をついで、このダンジョンを維い持じしてくれたことを感謝するわ。そして、ユキ。貴方は今回のロワールの謀む反ほんを阻そ止しした功績により、貴族となったわ」

			「もったいなきお言葉です」

			「はっ、ありがたき幸せ。これからより一層、頑張らせていただきます」

			　まあ、そうくるだろうと思っていたよ。

			　俺が無名でいるのは非常に厄やつ介かいだろうからな。

			　首輪をつけたいロシュール国王としては、ユキを警戒してくれーって言っても、「ユキって誰？　そんな無名を警戒する必要ねーじゃん」って思う人が圧倒的だろう。なにせ、表には全然出てこないのだ。警戒しようにも相手がいないんじゃ、王の過剰反応になる。

			　そこで、適当に爵しやく位いでも与えて、俺を貴族にすればいいのだ。

			　だが、それにも無理がある。

			　だって、俺はロシュール国のために何もしてないから。いや、実際はしてるけどロシュール国の重鎮が知るところではない。

			　だから、いきなり貴族にするのは無理だと思ったが、それを抑えつけてきたか。

			「ユキの爵位は侯爵。そして公爵の私との婚姻が認められ、この場で私は貴方の妻となりましょう。これからよろしくね、あなた？」

			「ぶっ!?」

			　い、一番厄やつ介かいなことにしてきやがった。

			　適当に貴族に据えて、適当な見張り役の嫁さんでも押し付けてくると踏んでいたが、まさか、セラリアがその役でくるか。

			　待て、その前にラビリスたちが怒りますよ!?

			　そう思っていたのに、後ろのラビリスたちは……。

			「セラリア様、ご婚姻とご結婚、おめでとうございます！」

			　皆、なぜか笑顔で喜んでいる。

			　……なんでだ？

			　不思議なことに、セラリア直属部隊も諸手で祝ってくれている。

			　おいおい、ここは相応しくないといって反対するのが当然じゃね？

			　俺が辞退する流れが生まれないぞ!?

			「ええ、皆ありがとう。これから、彼とは仲良くやれそうよ。しかし、問題もあるわ。彼の子供を孕はらむのは、私一人では心こころ許もとない気がするの。私の子供は公爵として育てなければいけないし、ダンジョンの運営に永遠につかせるわけにはいかないの。だから、ユキにはそれなりに多くの側室を迎えてもらわないと困るわね」

			　そう言って、笑顔を作るセラリア。

			　……まさか。

			「夫の理想を叶かなえるためには、次代への教育が絶対に必要。そして、それには夫を支えてくれるよき仲間、いえ、愛して子を孕むぐらいの覚悟をもった人が欲しいわね。ラビリス、心当たりはあるかしら？」

			「はい、私を含め、ここにいる者のほとんどは、ユキの子を孕んでもよいと思っております。こんな我々を受け入れてくれますでしょうか？」

			「否などないわ。貴女たちがここで行ってきたことは耳に入っています。むしろ幸運。共に、夫を支えていきましょう」

			「はい、セラリア様」

			　……嵌はめられた!?

			　こいつらグルだ!?

			　だって、こっちをチラ見して笑ってやがるもん!!

			「……セラリア様、ご歓談のところ申し訳ないですが、移住者もいます。そろそろ……」

			「あら、あなた、そんな畏かしこまった口調で……。セラリアでいいのよ？　ま、そこはいいわ。あなたの言う通り、民を困らせるわけにはいかないものね」

			　ようやくセラリアが、打ち合わせ通りの行動に出る。

			「皆の者、今ここに、私、セラリアが、エルジュよりダンジョンの制御を預かったことを証明しよう!!」

			　そう言って、俺がこっそり設定しておいた、ダンジョン外の家屋を一気に配置させる。

			　まあ、外はそこまで立派でない。

			　外はあくまでもお飾りだから、木造の家屋が30軒ほどと、セラリアが外で仕事をするときの領主館が置かれる。

			「「「おおー!!」」」

			　これで、セラリアがちゃんとダンジョンを制御できると証明できたわけだ。

			「ここには部隊の半数を防衛にあてます。クアル、ここは任せるわ」

			「はっ!!　しかし、どうするのですか？　ほかに住めるような場所はございませんが？」

			「何を言っているの、クアル？　ダンジョンを制御しているのは私よ？　つまり、一番安全なのはダンジョンの中よ。中はここより整備が進んでいるわ。でも、外に何もないのでは、誰も寄り付かないでしょう？　だから、とりあえずこの場所をつくったのよ。ダンジョンの中に街があるなんて誰も信じないでしょうから、ここで説明と、不審な人物を中に入れないようにするわけ」

			「はっ!!」

			　セラリアの説明に納得がいったのか、クアルはその場で部下に指示を始める。

			「では、ラビリス。案内を頼むわ」

			「はい。では、こちらに」

			　移民者を連れて、ダンジョン内に入っていく。

			　なお、防衛用の１・２階層は、転移トラップを移動用に使うことで飛ばせる。

			　代表者以外は使えないが。

			　居住区まで来ると、セラリアを含めてここに初めて来た人たちは驚きを露わにした。

			「これは……予想以上ね」

			　セラリアがそう口にする。

			　そりゃ、この世界の建物は木造が主だからな。

			　コンクリート建築なんて理解できないだろう。

			「よくぞお越しくださいました。セラリア様ですね？　わたくし、この度、ラビリス様たちに受け入れてもらった妖精族の代表ナールジアと申します」

			　そして、極めつけの妖精族という住民。

			「コール画面ではお会いしていましたが、この場で改めて挨拶させていただきます。ロシュール国第二王女セラリアと申します。この度の災難、心よりお悔やみ申し上げます。そして、このダンジョンへの移住を心より歓迎いたします」

			「はい、これからよろしくお願いいたします」

			「我が部隊の者、そして移住者よ。これからは妖精族と共に生活をしていく。しかし、必要以上に畏かしこまる必要はない。私たちはここで共に生きるのだから」

			「はい、皆さんもこれからよろしくお願いいたします」

			　そうやって、妖精族一同との顔合わせが終わった後、訓練所に移動する。

			「はい、皆さん。こちらへ!!　席は十分にあります。お好きに座ってください。これから、このダンジョンの説明及び代表の挨拶がございます!!」

			　ミリーが声を張り上げて、移住者の誘導をしている。

			「ミリー？　ミリーなのか？」

			　そんななか、ミリーに声をかける人物がいた。

			「え、お、お父さん？　お母さん？　シェリーも？」

			　ミリーは目を丸くして、茫然としている。

			「ほら、行ってこい。ここは他の皆で大丈夫だ」

			　そう、声をかけてやるが、まごつくミリー。

			「あ、え、でも」

			「さあ、ミリー、ここは任せて」

			「さっさと行ってくださいな。そんなことに水を差しませんとも」

			　近場にいたエリスとラッツがさっさと行けと促うながし、他の皆もミリーへ顔を向けて頷いている。

			「あ」

			　ミリーは無意識に足を前へ踏み出す。

			　俺も、それを後押しするように背中を押す。

			「お、お姉ちゃん。お姉ちゃん!!」

			「ミリー、よかったわ。あなただけ、ずっとはぐれてしまっていたから」

			「よかった。よかった。弟のダブリクのようになったかと!!」

			　誰も、ミリーたちの再会に水を差すものはいなかった。

			　静かにその姿を見守っている。

			「……と、すまない。ミリーがここで案内をしているということは、セラリア様の部下ということか。仕事の邪魔をしてすまなかった」

			「ミリーの無事な姿が見られてよかったわ。ミリーも安心して、お勤めしなさい」

			「お姉ちゃん、また会えるよね？」

			「うん、分かったわ。お父さん、お母さん。シェリーも大丈夫。いつでも簡単に会えるわ」

			　親父さんは辺りの様子に気が付いたのか、ミリーに戻るように促うながす。

			　これはさっさと説明を終わらせて、ミリーにのんびりさせてやらないとな。

			「この光景だけでも、ここを作った意味があったのう」

			　デリーユはどこか寂しそうに、嬉しそうに目の前の光景を見つめている。

			　彼女には、もう二度と戻らないものだから……。

			「さて、あなた。私はそろそろ行くべきね？」

			「……そうだが、セラリア、いつまでその呼び方にするんだ？」

			「ユキって言われる方が好みだったかしら？」

			「はあ、好きにしろ」

			「じゃ、行ってくるわ。あ・な・た」

			　それから、妖精族を迎え入れたときと同様の演説と説明を行う。

			　人数の都合で、住む訓練所は二手に分けることになった。身分証の発行も、人数が多いので今日は後回しで明日からとなっている。

			　今は、少しでも早く休んでもらうのが大事というわけだ。

			　予定通り演説、説明、各代表の挨拶が終わり、各部屋の案内が終わると、食堂でささやかな歓迎の宴が開かれた。

			　移住者は涙を流して喜んでいた。

			「そりゃ、移住者なんて基本屋根なしで、食べるものも自分の手でだしね。ユキたちのことを言っても信じてくれないだろうから、私の方からは、着いたら自給自足としか説明してなかったし。しかし、この料理があなたから言えば普通なのよねー。お城の暮らしより、こっちの方がいいわよ。あ、そういえば外で警戒しているクアルたちにもいいかしら？」

			「それは当然。しかし、セラリアもついてきてくれよ？」

			「ええ、もちろんよ。私の部隊なんだから。でも、あなたもちゃんと部下の名前は憶えないとダメよ？　私の夫なら、第二指揮権が与えられるから」

			　歓迎の宴の後は、休息のために移住者たちには自由時間にしてもらった。

			　一応、妖精族の皆さんに、何かあったときの説明役としてお手伝いをお願いしている。

			　その間、俺たちは拠点の旅館に戻って、会議を開いた。

			　セラリアの護ご衛えいがついて来ると言ったが、セラリアがクアルだけでいいということで納得させた。

			　というか、キレていた。

			「夫との蜜月を邪魔するんじゃないわよ。クアルもフザケタことはしないでね」

			「もちろんです!!」

			　このひと言と睨にらみで、セラリアの部隊は黙った。

			　クアルも、額に脂汗を浮かべて敬礼していた。

			「……ということで、あれから子供が30名ほど加わったわ。それで合計３５５人ね。私たちの部隊は除いてだけど」

			　セラリアも和室には慣れているので、問題なく今の環境に溶け込んでいる。

			　露天風呂などの説明した時は、私が前にいた時より贅ぜい沢たくだとかなんとか言っていたが。

			「ふむふむ。セラリア様から連絡を受けたとおりですね。ありがとうございます」

			「いいのよ。そういえばラッツ、この場では〝様〟はいらないわ」

			「ああ、すいません。顔を合わせるのは初めてなので緊張していました。これからよろしく、セラリア」

			「ええ、よろしく。皆もそう固くならないで。この旅館では、私が一番下の立場よ。まあ、夫の件については譲らないけど。腰を振りたいときには言ってね。言わないと、基本、毎日私が独占するわ」

			「はっはっは。それはご冗談を。私が毎日腰振りますよ」

			　あー、何というか。こう女性同士で、ハッキリ言葉に出されると口出ししにくいよな。

			「ねえ、お兄ちゃん。ミリーお姉ちゃんがいないよ？」

			　アスリンが、セラリアの膝上から疑問を投げかけてくる。

			　なお現在、アスリンはセラリア、フィーリアはエルジュ、ラビリスは俺の膝上に座っている。

			　初対面だったが、セラリアもアスリン、フィーリアの可愛かわいさにメロメロのようだ。

			「ミリーは家族と会えたんだ。今日は訓練所で、家族とゆっくり過ごしてるよ」

			「そっか。ミリーお姉ちゃん、家族に会えたんだ。よかったね」

			「ああ、よかった」

			　セラリアが大事そうにアスリンの頭を撫なでる。

			「ねえ、アスリンは家族と会えなくて寂しい？」

			「私、家族のことを覚えてないんです」

			「……そう、ごめんなさい」

			「でも、寂しくないです」

			「？」

			「お兄ちゃんも、エルジュお姉ちゃんも、皆も、そしてセラリアお姉ちゃんもいますから!!　みんなが私の家族です!!　だめですか？」

			　そう言ってアスリンが、セラリアを覗き見る。

			「ダメなわけないじゃない!!　血の繋がりがなくとも、私たちは家族よ!!　そうですとも。アスリンを苛いじめるやつは、私が殺すわ!!　可愛い、可愛すぎるわ!!　コール画面で見るのとは段違いよ!!」

			「ふわぁぁああ!?」

			　セラリアはアスリンを抱きしめたまま、畳の上で転がる。

			　こうして、その日は賑にぎやかに過ぎていくのだった。

			「あのー、セラリア様。私の紹介をしてはくれないのですか？」

			　クアルの紹介は就寝直前に行われた。

		

	
		
			第58掘　レベルの認識

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「ハァ…ハァ……」

			　私は今、肩で息をしている。

			　珍しいことだ。

			　レベル63の私は、人の中では戦闘能力も高い方だ。しかも私は、女性の最上位戦闘職と言われているヴァルキュリア。それなのに、目の前の彼女に手も足も出ない。

			「よい、よいぞ。セラリアと言ったな。剣技は妾わらわより上じゃろう」

			　目の前に立つのは、私より幼く身長も低い、白い綺き麗れいなドレスを着たデリーユと言う女性。

			　私と同じ訓練用の剣を使っているのに、私の知らない剣術を用いてくる。

			　どこが、剣技なら私の方が上よ。

			　ことごとく、斬撃を撃ち返された。

			　綺麗な青い瞳ひとみとクリーム色の髪は、私のように汗で顔に張り付くようなこともない。

			　完全に実力が違う。

			「分からないという顔じゃな。妾のステータスが上なだけじゃ。純粋な剣術は、お主に劣るわ」

			「魔王というのは、冗談じゃないって……こと？」

			「無論、隠す必要もないからのう」

			　デリーユと顔を合わせたのは、このダンジョンに来てからだ。

			　なんと、妖精族の移住後にこのダンジョンに侵入したところを、ユキに捕ほ縛ばくされて……。

			　なぜか、ユキと一緒の布団で寝ていやがったので、ここまで連れてきて話を聞き、魔王だというので手合わせをしたわけだ。

			「レベルを聞いてもいいかしら？　私はレベル63のヴァルキュリアよ」

			「よかろう。といっても、ユキに負けたおかげで、久々に自分のステータスを見たのだがな。レベルは４１２じゃ」

			「それは……また、とんでもないわね」

			　嘘を言ってるようには見えないし、その実、私の攻撃を余裕で回避している。

			　３５０も差があるのだ。細かいステータスは、それ以上の差だろう。

			「よく、夫は勝てたわね……」

			　私はそう言いながら、こちらを観戦している夫を見る。

			「やめておけ。セラリアもユキと話して分かるじゃろう？」

			「ええ」

			「質が違う。妾やセラリアは、良くも悪くも戦うことを念頭にしているがのう。ユキはそうならんように布石を打っておる。夫なら、それぐらいは理解しておろう？」

			「分かっているわ。でも、デリーユほどのけた違いを、どうやったら相手にできるの？」

			「実際、やられたしのう。そこのスライムに」

			「スライム？」

			　デリーユが向けた視線の先には、変な形をしたスライムらしきものがアスリンの手に収まっている。

			「ぴきー」

			「やわらかいねー。フィーリアちゃん」

			「アスリン、私も抱きしめたいです!!」

			　うん、天使が２人いるわ。

			「……ふぅ。デリーユ、最後の一撃いいかしら？」

			「よかろう。全力で相手になろう」

			　全力で踏み込んで、全力で訓練用の剣を振るう。

			　デリーユはその剣を素手で受け止め、拳を私の顔の前で止めた。

			「……完敗よ」

			「よい、攻撃じゃったぞ」

			「もしかして、格闘が主なの？」

			「そうじゃよ。妾わらわは拳が一番やりやすい」

			　そう言って、お互い腕を下げる。

			「セラリアお姉ちゃんも、デリーユお姉ちゃんもすごかったよー!!」

			「すごいすー!!」

			「ありがとう。アスリン、フィーリア」

			「う、うむ」

			　私はアスリンを抱き上げて、撫なでまわす。

			　ああ、癒いやされるわー。

			　デリーユもフィーリアの頭を撫でている。

			　うん。魔王であっても、悪い人ではない。

			　だって、この天使たちを可愛かわいがる人に悪い人なんていないから!!

			　もし、こんな小さな子に欲情するような下げ種すがいたら、迷わず殺すわ。

			「アスリン、何か欲しい物とかないかしら？」

			「んー、欲しい物はみんながいるからないです。でも、なりたいものがあります」

			「何になりたいの？」

			「セラリアお姉ちゃんと一緒です!!　お兄ちゃんのお嫁さんになるんです!!　赤ちゃん産むんです!!」

			「あらあら。それはとてもいいことだわ」

			「おい!!」

			「何よ、あなた？　こんな可愛かわいらしいアスリンを、どこぞの馬の骨にやるわけないでしょう。まあ、結婚相手が、私を越える実力の持ち主だったら考えてもいいわね」

			「そりゃ無理だ」

			「ええ。でも、アスリンはあなたの妻になりたいと言ってる。それは素晴らしい回答ね。これで、私とアスリンはずっと一緒よ!!」

			「私も兄様のお嫁さんになります!!」

			「まあ、フィーリアも!!　これは素晴らしいわ、みんな一緒よ!!」

			　私は両手で２人を抱き上げて頬ほおずりする。

			　ああ、幸せ。

			「なあ、和んでるところ悪いが、２人にちょっと疑問に思ったことがあってな。聞いていいか？」

			「なにかしら？」

			「なんじゃ？」

			「レベルって、高いとそれに応じて強くなるよな？」

			「ええ。人によって差はあれど、弱くなるなんて聞いたことはないわね」

			「妾わらわもセラリアと同じ意見じゃな」

			「でもさ、セラリアはともかくキユもそうだが、デリーユの肌は触っても柔らかいよな。布団で抱きつかれた時は、しっかり柔らかかったし」

			「なんじゃ？　妾に欲情したか？　今からベッドにでも行くか？」

			「また今度な。俺が聞きたいのは、さっきセラリアの全力の攻撃を訓練用とはいえ、素手で止めたよな？」

			「ああ、そうじゃが？」

			「なんで、あの柔肌で受け止めて、何もないんだ？」

			「それは、防御力があるからじゃろ？」

			「ん～？　柔らかいってことは、しっかり衝しよう撃げきを受けるはずなんだがな？　いや、硬くても衝撃を受けるだろうし、ダメージという点については強弱はあれど体力が減りそうだが、減ってるか？」

			「いや、減っとらんぞ？」

			「「？？」」

			　夫とデリーユが首を傾げている。

			「なるほど。あなたは神の領域を知りたいのね？」

			「神の領域？」

			「ええ。レベルなんかのステータスの数字は、その人の強さを完全に数値化したもの。でも、人の防御力がどんなに上がろうが、柔らかさなどは変わらないわ。昔、あなたと同じように疑問を持った学者が調べたのだけど、結局は分からず仕舞い。これは人の理解の及ぶところではないということで、神の領域」

			「ふーん」

			「ちなみに、真相は謎でも、調べる過程で分かったこともあるわ」

			「なんだ？」

			「途方もない差。つまり、デリーユと私みたいに圧倒的な実力差がある場合は、今みたいに影響されないの。過去の伝説の英雄たちが、大人数相手に無傷で勝ったというのは、それが原因。私の国にもレベル１００超えの近この衛え隊長がいるけど。そうね……彼ならレベル20以内の攻撃力であれば、無傷で勝利を収めることができるわ」

			「途方もない差ねえ……ふむ」

			　夫は考えながら頷いている。

			　ふふっ、こういう顔もいいじゃない。

			　無理にでもクソ親父の意見を無視して、ユキのお嫁になった意味があるわね。

			　自国の利益？

			　バカにしないで。私は夫の妻に成るためだけに、この状況を作り出したのだから。

		

	
		
			第59掘　冒険者区始動

			　

			　ｓｉｄｅ：ミリー

			　昨日私は、再会した家族と一緒に過ごしました。

			　これは奇跡などではなく、ユキさんがこのダンジョンを人々のために使ったおかげです。

			　それがなければ、私と家族は一生顔を合わせることなく、奴ど隷れいとしての人生を過ごしていたでしょう。

			　彼は私を救い、家族を救ってくれました。

			　でも、優しい彼は、何も見返りを求めません。

			　いえ、彼曰いわく、もう見返りはもらっているというのですが、私からすればまだまだ返し足りません。

			　貴方は、こうした温かさを皆に分け与えた分、幸せにならないといけないんです。

			　いつも貴方は、気が付かないところで寂しそうにしています。

			　その原因が何なのか、今まで分かりませんでしたが、昨日家族と過ごして分かりました。

			　ユキさんは、心のどこかで家族を求めています。

			　それを自身でも分かっているのか、私たちを都合よく家族の代わりにしないように、自分の心を鎖でガチガチに固めているんです。

			「おはよう、ミリー。どうする？　このまま家族と一緒にいてもいいんだぞ？」

			　朝、訓練所で会ったユキさんは、私にそう聞きました。

			　やっぱり貴方はとても優しい。昨日、仕事より大事なことだと言って背中を押してくれた。

			　そして、今日も私を気遣うその温かさ。

			　だから私は決めました。

			　代わりではなく、ユキさんの本当の家族になると。

			　不老だろうが伝説のダンジョンマスターだろうが、関係ありません。

			　貴方は私が、周りの皆が絶対に幸せにするんです。

			　貴方はそれだけのことをしたんです。

			　もう、寂しい思いなんてさせません。

			　貴方がしてくれたように、私も全力でユキさんを愛します。

			　愛して、子供を産みます。

			「そうか、これからもよろしく。ミリー」

			「はい」

			　ああ……エルジュ様、ルルア様、貴方方を恨うらんでいるのは今も変わりません。

			　しかし、それがなければ、私はユキさんと出会うこともありませんでした。

			　亡くなった弟には申し訳なく思うけど、ユキさんと離れる方が私としては嫌でした。

			　だから見ていて。私が選んだ人がどれだけ凄すごいのかを、私がどれだけ幸せなのかを。

			　亡くなった弟のダブリクが見たら、きっと笑ってくれるような生き方をしてみせるから。

			「よし、ミリーも合流したことだし、今日の予定を話すぞ。今日は、新たに来た移住者３００名の訓練を開始する。妖精族のほとんどは、もう各々の仕事場に慣れたから、もう問題ないだろう。それにナールジアがまとめてくれているし、何かあればすぐに連絡もある」

			「はい、任せてください」

			　ナールジアさんが頷く。

			「俺たちは３００名への講義を開いて、妖精族と同様、ここに慣れるための訓練をしてもらう。でも、人数が人数だ。前のように上手くいかないことも多々あるだろう。焦あせらずじっくりやるんだ。特に、今日は身分証の発行をするからな。間違って発行漏もれがあれば、その人が困ることになる。早さより確実さを大事にな」

			　皆が揃って頷きます。

			　それは、当然ですね。身分証がないと、ほとんどの施設を利用できません。

			　それどころか、不法侵入者として処分される可能性もあるんです。

			「と、ミリーは、今日は別行動な」

			「え？」

			「ミリーは昨日、冒険者ギルドの面々と会わなかったか？」

			「はい、元同僚たちです。彼らは移住者ではなかったのですか？」

			「いや、移住者には違いない。だけど、彼らの仕事はもう決まってる。まあ、合わなければ別の職に就いても構わないんだが、ギルド職員希望ということで来たんだ。彼らの身分証の発行はもう済ませているから、ミリーは冒険者区の代表として、彼らを率いて冒険者区の整備を進めて欲しい。餅は餅屋ってな。俺たちが下手に口を出すより、上手くまとめてくれるだろう。まあ、報告書類は作ってもらわないといけないが」

			「……はい」

			　ちっ、ユキさんの傍そばにいられないなんて……。

			　今は、自分の前職が恨うらめしいです。

			　そんなことがあって、私は元同僚たちを連れて冒険者区へと向かっています。

			「いやー、ミリーも無事でよかったよ」

			「そうね。キナも無事でよかったわ」

			「でもさ、ミリーが私たちの上司って、なんか変な感じ」

			「おいおい。一応言っておくが、ミリーは俺たちよりも立場が上だからな。ちゃんとした対応しろよ」

			「うぇ!?　マジ!?」

			「ええ、本当よ。でも、ここの運営目的は聞いたでしょう？　これから皆の手を借りて皆で作り上げていくの。大事なのは意見よ。変に威張って皆を委縮させるつもりはないわ。ギルドマスターも、そのようにしてくれると嬉しいです」

			「しかし、ざっと目的は聞いたが、すべてこちらに任せるとは。そんなことをしていいのか？」

			　ギルドマスターが、不安気にこちらを窺うかがいます。

			「マスター、何が不満なんですか？　マスターだって、前に現場には現場のやり方があるって愚ぐ痴ちをこぼしてたじゃないですか。毎回、領主様との会見も揉めてましたし」

			「それは、そうなんだがな。揉めていたのは、お互いの主張があってこそだ。見ず知らずの俺らに区画の運営を任せるとはな。普通ならギルドの土地代を払って、運営費もこちらもち。街をいじる権利なんてないぞ？　そして、この街は異常だ。キナ、お前だって分かるだろう？　風呂や嗜し好こう品ひん……誰だって分かる。ここは宝の山だ」

			「そうですけど、何が問題なんです？　便利だし、嬉しいだけですよ？」

			「それだけじゃない。区画を任せるということは、俺たちはそんなつもりはないが、ミリーや他の代表を殺したり、人質にして言うことを聞かせて、財を自由にすることだってしやすい」

			「それは……」

			　ギルドマスターがユキさんも言っていた問題点を指摘する。

			　しっかり対策済みなんですけどね。

			「ギルドマスター。丁度、冒険者ギルドに使う予定の建物に着いたので、訓練場で久々に私に稽けい古こをつけてくださいな。それで、いろいろとお分かりになると思います」

			「はぁっ!?　で、でたらめだな。……その指定保護だっけか？　こっちの攻撃はすべて通らないのに、そっちの攻撃は通るとか」

			「まあ、私本来のレベルがあるので、逃げられてしまえば、ギルドマスターを倒すことはかないませんけどね」

			　それから、私は指定保護以外のダンジョン情報の把は握あく、武器の所持や使用の限定、各所の検問などについて説明していきます。

			「なるほどな。実質、各代表をどうこうしようってのは無理ってことだ」

			　でも、ユキさんの言ったように誘拐するなんて抜け道はあるんですけどね。

			「では、皆、席についてください。この冒険者区の説明を行います。知っての通り、ここは皆で作る街です。私は皆の意見を聞きます。というか、皆と一緒に頑張っていきたいと思っています。ですので、遠慮なく意見してください」

			　まずはそう言うと、冒険者区の地図のコピーを渡して、説明していきます。

			　わざと宿屋、商店、管理、治療と区を分けていることなどです。

			「なるほどな。なんで不自然に建物が離れているのか疑問だったが、今後の発展や、治安維い持じのための区画ってわけか」

			「はい。お昼は『管理区』や私たちがいるギルド、それに食べ物や必需品や武具を扱う『商店区』に人が集まります。夜は『宿屋区』や『商店区』の居酒屋に人が集まりますね」

			「警備は魔物を使役してるのか。素晴らしいな。人件費がかからないのがいい」

			「それはおいおい、人手に変わっていきますよ？　魔物は本来、このダンジョンの防衛、つまり軍部なんですから」

			「それはそうか。その分、住人は労働や雇用に使うんだな」

			「ええ。これから人が集まれば、土地を借りて商店や宿を開く商人も多数来るでしょう。それらの管理も私たち、冒険者ギルドを主体で行っていこうと思っています。そうですね。冒険者ギルド兼、冒険者統括所といったところですか。しっかり報告書を提出してもらいますが」

			「うえー。なんか凄すごいこと、次々に言ってる。ミリー、凄いねー」

			　キナは天井を向いて、疲れた様子だ。

			　私もユキさんや、エリスたちと一緒に勉強しなければ、キナと同じように頭を抱えていたでしょう。

			「なんでミリーを代表にと思いはしたが、なるほど。かなりいろいろ学んだようだな。セラリア様に感謝というところか」

			「では、次の説明へと移りたいのですが、その前に。ギルドマスター、こうした知識を教えてくれたのはユキさんですので、そこのところはお間違えなく」

			「え、あの代表の人？　セラリア様を颯さつ爽そうと助けた王子様？」

			「王子様？」

			「そうじゃない!!　あの陰いん謀ぼう渦巻くお城から、お姫様を助け出したのよ!!　で、そのユキさんとミリーはどういう関係なの？」

			「私はユキさんの側室よ」

			「うわー、玉の輿こしじゃない!!　うらやましい!!」

			「今の言葉は悪気がないから見逃すけど……。私が、権力やお金のために彼になびいたみたいな言い方をしたら、いくらキナでも、次はぶっ飛ばすわよ」

			「冗談、冗談。で、私も側室になれそう？」

			「それは、何とも言えないわ。キナがそのつもりなら、止めるつもりもない。でも、彼の権力やお金が目的なら、私を含めてセラリア様や他の側室が絶対阻そ止しするわ。キナも聞いていたでしょう、ここの運営目的を。私利私欲で権力を手に入れようとするなら許さない」

			「うーんそう言われると、よく分かんないや。ユキさんは悪い人には見えないけど、ミリーみたいにすべてを捧ささげようとも思わないしなー」

			「それは、会って間もないからでしょうね。ここでじっくり頑張ってれば、いろいろ分かってくるんじゃない？」

			「そっかなー。私が本気でユキさんを愛したいって言ったら、協力してくれる？」

			「それは、その時にならないと分からないわ」

			「ぶー。この幸せものめー!!」

			　そんな感じで、ひと通りの説明を終える。

			　丁度お昼を回った頃だったので、みんなで居住区のスーパーラッツへお弁当を買いに行くことにした。

			　あ、区画ごとにとてつもなく距離が離れているけど、ご心配なく。転移トラップを利用して、各階層の要所や区画は繋がっています。

			　検問に引っかからない限り、時間も距離も問題はないんです。

			「こ、こりゃすげー」

			「う、うわー、なにこれ、なにこれ!?」

			　皆が初めての大型店舗を見て、驚いています。

			　いえ。この程度の広さなら見たことはあるでしょうが、中身が段違いですからね。

			　自動ドアでびくびくしているのを見て、思わず笑ってしまいました。

			　ユキさんは、よく以前の私たちの反応に笑わず耐えていられましたね。

			　やっぱり、ユキさんは凄すごいです。とても優しいです。

			　無知を笑うのではなく、教え導く。大事なのは嘆くことではなく、進むことだと。

			　今日は、まだ３００名の移住者は訓練所での食事なので、こちらを利用するのは２日ほど先です。

			　今いるのは、お昼休みで来ている妖精族の皆さんです。

			「いらっしゃいませー」

			「あ、昨日来た移住者ですね。私、ナナといいます。これからよろしくお願いします」

			「あ、これはご丁てい寧ねいに。冒険者ギルド職員のギルドマスターを務めているロックといいます」

			　ギルドマスターを始め、皆、ナナと挨拶をしていきます。

			「あー、なるほど。ラッツさんが言っていた、冒険者ギルドの方々ですね。ということは商店の説明はミリーさんが？」

			「ええ、まだしていません。よろしければお願いできますか？」

			「はい、お任せください!!　では、スーパーラッツの説明をさせていただきますね」

			　そう言って、ナナがスーパーラッツ……というか商店自体の仕組みを説明していく。

			　レジを通さないとパラライズが発動するので、盗難の可能性がないということ、商品はカゴに適当に入れてレジに持っていけばいいということ、などなど。

			「ねぇねぇ!!　ミリー、これ何!?　冷たいよ!?　凍ってるよ!?　どう食べるの!?」

			「キナ、落ち着いて。それは冷凍食品といって、電子レンジで温めて食べるものなのよ」

			「へー!!　じゃ、私これと、これと……」

			「こら、キナ!!　これから仕事なんだから、食べる分だけにしておきなさい!!」

			　途中、そんなやり取りがあったのですが……。

			「……すまん」

			　ギルドマスターことロックさんを代表に、キナ以外の全員が私に頭を下げている。

			　両手には、袋いっぱいの買い物。

			「はぁ……とりあえず、冷蔵保存した方がいい物があるので、急ぎ足でギルドに戻りますよ」

			　慌てて私たちはギルドに戻り、冷蔵庫に買ってきたものを、ぶち込みました。

			「うわー、これ美味おいしいんですけど!!」

			「このウィスキーっていうやつ、凄すごいキツイな。でも、それがいい!!　ミリーも好きなんじゃねーか？」

			「あーもう!!　お酒なんか飲まないでくださいよ!!　仕事中ですよ、仕事中!!」

			　ああ、さっさと住民区の各自の部屋に案内しとけばよかったかな……。

			　このままじゃ、ギルドで雑ざ魚こ寝ねですよ……。

			　泊まり込み用の部屋を使うしかないですね……はぁ。ユキさんにどう説明したものか……。

			　まったく、お酒を飲むなんてダメですね!!

		

	
		
			第60掘　覚醒する聖女

			　

			　ｓｉｄｅ：ルルア

			「はぁ、ユキさん。何というか、暇ひまですね」

			「……すー」

			「……」

			　わざわざ、こっちに来て寝る理由をお教え願いたいですね……。

			　と思ってたら、モーブさんが教えてくれました。

			「ん、ああ。ユキのことはほっといてやれ。一昨日、セラリア一行が到着したらしいからな」

			「え、そうなんですか？　そう言えば、15日後とか言ってましたね？」

			「ルルアの嬢ちゃんを保護した件は、セラリアに黙ってるからな。こっちから迂う闊かつに連絡もできねえ。だから、こうやってユキが直接来てるわけだ」

			「そういうことですか。私を手助けしてることをセラリア様が知ったら……。一応、あのダンジョンはセラリア様の指揮下なので、彼女の責任問題になりかねませんね……」

			「そういうこった。ユキのやつは、セラリアへの対応、移住者の世話まであるからな。こっちの様子を見るのは、ひと苦労だろうぜ」

			　ユキさんは私の横で、頭をこっくり、こっくりさせています。

			　……とても疲れているのですね。

			「あっ」

			　顔を覗き込んでいると、馬車が揺れて、ユキさんが私の膝に頭を乗せる形で倒れ込んできました。

			「すー……すー……」

			「なんで、寝息も静かなんですかね。まったく、いろいろともう少し年相応でいいと思うのですが」

			　ユキさん自身の告白によると、年齢は18歳らしい。

			　だけど、その後なんか言いかけてやめたのが気になります。

			　何かあるのでしょうが、18歳というのはたぶん嘘です。

			　それよりも若いはずです。ユキさんは、きっと背伸びをしてるのです。

			　だって、今私の膝で静かに寝息を立てている彼の様子は、どう見ても青年というより少年なんですから。

			　無意識に彼の頭を撫なでます。

			　キユの頭なのに、私の感覚では、あの黒髪のユキさんを撫でているように感じます。

			　ユキさん、何をどうすれば、貴方のような聡そう明めいな子供が、私たちを救うようなことになったのですか？

			　私たちなどに関わらず、ダンジョンで静かに暮らしてく方法も取れたはず。なのに、とてもつらい茨の道を選んだのは、何が貴方をそうさせたのですか？

			　私のことだってそうです。なぜ、私の背を押すようなことを……。私を、そのまま欲情のはけ口にしてもよかっただろうに。それで邪魔になれば、皆の前から隠したり、酷ひどい目に遭わせて追いやればいいのに。なんでですか？

			　政治的な観点から見れば、甘すぎる措置。でも、どこか利益に繋がる点を見出して、誰にとってもいい状態を作り出す。

			　甘さを甘さとしない、無駄を無駄にしない、でしたっけ？

			　言うのは簡単、でもそれを行うのはとても難しい。

			「しかし、寝顔を見てると、俺たちのリーダーっぷりが嘘のようだな」

			「ええ」

			「嬢ちゃん、よければそのままにしてやってくれねえか？」

			「はい、大丈夫ですよ」

			　私は彼が起きるまでのあいだ、ずっと頭を撫なでながら、何をすれば彼にとっての恩返しになるのか考えていました――

			　……ゴトンッ。

			「ふぁ!?」

			　馬車の激しい揺れで意識が戻り、はっと頭をあげます。

			　どうやら、私も寝てしまっていたようです。

			「すー……すー……」

			「あっ」

			　いつの間にか、彼の頭を抱きかかえていたようです。

			　傍はたから見れば、恋人同士のように見えますかね？

			　彼の頭の半分は、私の大きな胸を枕にする形で隠れています。

			「今は、私は貴方の姉でしたね。今だけは、このままでいてくださいな」

			　この道中、姉弟と偽ってきたのを思い出して、今の状態を正当化してみます。

			　振り返ってみれば、ダンジョンにいた頃は、ラビリスやラッツさんのせいで彼の寝顔なんて見ることはありませんでした。

			　いえ、私自身の余裕がなかったのが真実でしょう。あの時は、生きるために彼に媚こびを売っていましたから。

			　ああ、なるほど。そんなことで、ただ体つきがいいだけの女性を抱くわけにはいきませんね。

			　あの時の私には、それほどの価値もなかったのです。

			　ユキさんを愛してもいない、子供が欲しいわけでもない、国のためでもない、仲間のためでもない、家族のためでもない、ダンジョンを繁栄させたいわけでもない。ただ、自分が生きたいだけという理由。

			　しかも、周りから提示されただけの条件。

			　そんなことで生まれた子供を、私が愛せるとはとても思えません。

			　子供に、生まれた理由を話すわけにはいきません。

			　いえ、子供を産む前に自殺していたかもしれませんね。あの状態の私なら。

			　そんなことを考えていると、胸の中のユキさんが動き出します。

			　自分に当たっている物を確かめるように、私の胸を手で揉みしだきました。
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			「あんっ!?」

			　ちょっと、自分でも恥ずかしい声が出てしまいました。

			「んー。あ、ルルアのおっぱいか。うん、揉み心地よし、張りもある。俺は好きだねー。とりあえず、ありがとな。ゆっくり寝れたよ」

			「……淑しゆく女じよの胸を、これだけ揉んで謝罪もなしですか？」

			「いや、抱え込んだのはルルアの方だろ。なら、それぐらい許容してくれ。そして、ちゃんと褒ほめただろう？　好きだって」

			「まあ、いいですけど。好きってことは、私の体に興味はあるのですね？」

			「そりゃ、立派な体だからな。特に胸。興味ない人の方が少ないだろうよ」

			「では、次会ったときは、抱いていただけますか？」

			「なんでそんな話になる？　もう、ルルアはダンジョンで保護もしていないし、あの時の話はなしになっている。ルルアを指定保護して出て来たおかげで、こっちの情報漏ろう洩えいはなし。今回の件が失敗しても秘密は守られるし、成功すれば、ルルアがダンジョンの支援をしてくれる。これで、貸し借りなしだ」

			　はい、確かにその通りです。

			　ですが……。

			「何を言ってるんですか？　私が支援をするということは、公にユキさんのダンジョンを認めるということです。無条件に物資を渡すなんてことはできません。せめて誰か、ダンジョンに常駐させて監視することになるでしょう」

			「そりゃ、そうだろうが」

			「適任者は、私しかいないと思っています。そうですね？」

			「まあ、こっちの内情を知ってる人が、常駐してくれる方がありがたい」

			　ユキさんの言う通り、あのダンジョンに新参者を送り込んでも面倒が増えるだけです。

			　しかも、他国の使者。ならば、そうした面倒事を考えずに済む人材がいれば便利です。

			　つまり、私。

			　提案者の私自らが先導して支援を行い、ダンジョンの監視という建前で常駐すれば、とても便利なはずです。その時には、私はそれなりの立場にいるはずですから。

			「でも、俺に抱かれる理由にはならんぞ？　別に、俺に媚こびを売る必要もない。ルルアが個人でやってくれれば済むことだ」

			「何を言っているんですか？　私は一応、エルジュ様を暗殺しようと……いえ、暗殺した国のトップだったのです。それがダンジョンに監視に来るとなれば、いろいろ軋あつ轢れきが生まれます。ですが、貴方に嫁入りして……そうですね。立場が一番下の妾めかけでもいいです。そうすれば、周りからどう見えますか？」

			「……リテア聖国からの謝罪だと受け取るだろうな。そして、ダンジョン……いや、ロシュール国としては人質を預かるのに等しいし、ダンジョンに監禁しているとも受け取れるか」

			「はい。リテア聖国としても元聖女が国内にい続けるのは、現聖女のアルシュテール様の指導のもとで国が動いている以上、いろいろ問題があります」

			「あー。ルルアがダンジョンに来ることで、上層部だけが知っているエルジュ暗殺に対する謝罪にもなるし、リテアを再び政争にしないための布石にもなるわけだ」

			「ええ。そして、止めの妊娠でもすれば、リテアやロシュールは、私がもう戻るつもりはないという意思表示として受け取るでしょう」

			「……この大陸の移動は困難だ。そこで妊娠なんてすれば、当分、その場所から動けなくなる。無論、国の政治にも口を出せなくなる。そんなのが、子供をある程度育てて戻ってきたとしても、『いまさらなんですか？』と言われるだろうしな」

			「はい。ですから、国を支える貴族たちは、首都で子を産み育てるのです」

			「そっちのいい分は分かったが、相手が俺である理由は……」

			「あんな姿を見せたのは、ユキさんが初めてです」

			　全裸で土下座して、彼に吸えとばかりに両手で胸を突き出しましたね……変態です。

			「……」

			「無論、政治的な観点だけではないです。ミリーさんやカヤさんとのわだかまりも解消したい。そして、ユキさんが目指す街の姿を、この目で見てみたい。エルジュ様との約束もありますしね。それともなんですか？　ダンジョンで生活するにあたって、私にロシュール国の見ず知らずの男を誘惑して番つがえと？　腰を振れと？」

			「……」

			「普通なら、婚姻相手なんて選べません。特に、私のような国のトップになった者は。ですが、今、私には選びたい人がいます。その人の子供なら、きっと心から愛せると思う人が。さあ、答えを聞かせてもらいましょうか？」

			「はぁ……好きにしてくれ。とりあえず、前提として腹部はしっかり守って帰って来いよ。こっちに来て、子供が産めない体になりましたってのは、アレだからな」

			「ええ。これは絶対、無事に生き残らなくてはいけませんね。ふふふ……やる気が湧わいてきました。無論、旦那様も助けてくれるのでしょう？」

			「気が早くね？　俺のどこがいいんだか……」

			「恋なんてのは理不尽なものです。でも、今の発言、ラビリスやラッツの前でしたら、ボコボコにされますよ？」

			「なんでだよ？」

			「そこは鈍感ですね。いえ、わざとですか？　『ユキさんのどこがいいのか』なんて聞いたら、彼女たちは絶対にある答えを言いますよ」

			「なんだ？」

			「貴方の全部が愛おしいと、それを否定するのは貴方でも許さないと」

			　ユキさんは、なんというか変な感じに目を泳がせています。

			「えーと。俺が女たらしみたいに聞こえるんですが……」

			「何をいまさら。とりあえず、私も許しませんので」

			「何を？」

			「貴方の全部が愛おしい。それを否定するのは、貴方でも許しません。私の背中を押してくれた人が、変なところで卑ひ屈くつにならないでくださいな!!」

			　私は思いっきり、ユキさんの頬を張りました。

			　あ、キユさんの体でしたね。ごめんなさい。

		

	
		
			第61掘　ダンジョン制作開始

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　ロシュール国からの移住者が来て、７日ほど経ちました。

			　人が多い分、トラブルはありましたが、今のところ、私たちに対する非難はありません。

			　トラブルといえば、訓練所での物資の奪い合いがありました。

			　どっちも自分の物だといって、２人で色付きのペンを取り合った結果、第三者の物。

			　バカですか。とりあえず、２人とも反省室へ移動。

			　罰として、当分トイレ掃除です。

			　細こま々ごまとしたところでは、いろいろありました。

			　洗濯所が狭せまいので、分担して誰かがまとめて洗濯することにしたり、トイレが朝並ぶので、注意を促うながしたり。妖精族の皆さんと同じように渡したお金をさっさと使い尽つくして、運営に要求してくるバカな人もいました。

			　あ、脅おどしてお金を奪い取るという行為は、奴ど隷れいの首輪でできないように命令してあります。

			　こういう便利な使い方もできるんですねー。

			　まあ、そんな感じで総勢３５５名。

			　そのうちの30名が、私の部署の警察に配属されました。

			　お試し期間ですが、ちゃんと説明を受けてこの場所を選んだわけです。頑張ってくれると嬉しいですね。

			　前任者の妖精族の方もいるので、実務や指導に関しては、慣れないところはあるものの問題なくやれています。

			　リエルの訓練所警備にも人数を割かなくてはいけませんが、なんとかやれる人数です。

			　私は一応、警察の代表なので、昼と夜勤のローテーション表を作ったり、給与の計算を部下にお願いしたり、必要な備品の確認をしたりと事務仕事がいろいろと大変です。

			　その分、リエルには、訓練所の警備以外にも手伝ってもらっていますが。カヤについては農地の仕事が忙しいので、まだこっちに来てもらうわけにもいきません。

			　人が増えて、一気にやることが増えましたね。警備箇所も、本格的に街が稼働したときを想定して、住人が移動できる地区にはくまなく人員配置していますし。今のところは、しっかり報告書をまとめるのが主ですが。

			　今後のことを考えながら今日も書類仕事を片付けていると、気付けばお昼を回っていました。

			「おーい、トーリ。今日は皆でお昼を食べようって言ってたから、一緒に行こうよ」

			　リエルが部屋に飛び込んできました。

			　そう言えば、今日は代表メンバーでお昼を食べて、そのまま会議でしたっけ？

			「ちょっと、待ってね。あとこれだけだから」

			　私はそう言って、本日最後の書類を片付けます。

			「じゃ、今日は代表の皆と食事のあと、そのまま会議なんで、皆は仕事が終わり次第ちゃんと帰ってくださいね。夜勤の人との入れ替わりは、しっかり確認を。何か問題があれば……」

			　机で仕事を続けている警察担当の移住者に声をかけて出ていく。

			「いやー、警察署長も大変だねー」

			「何言ってるのよ。リエルだって副署長なんだから、ちゃんと書類仕事があるでしょ？」

			「僕は、トーリやユキさんが用意した書類に書き込むだけだからなー。トーリほどじゃないよ」

			　そんな雑談をリエルとしていると、旅館に到着しました。

			「おお、２人とも来ましたね」

			「こっちですよ」

			「はぁ～。キナにこの場所がばれたら、私、糾きゆう弾だんされるわ」

			「ふぅ、いいお湯だった。あ、トーリにリエル、来たのね」

			　そうやって代表の皆と話をしながら席につきます。

			　座席の位置は、何度となく会議をするうちに気付けば各々決まっていました。

			「はーい。皆さん、お待たせしましたー!!」

			「アスリン、ゆっくりね」

			「兄様、兄様!!」

			「はいはい、俺はちゃんとついてきてるぞ」

			「……ユキ、私にも何か言って？」

			「何を言えと？」

			「……愛してるとか？」

			「それぐらいは言いなさいな。私の夫として、女性の扱いぐらい慣れてもらわないと」

			「……セラリアの言う通り」

			「なんだ。所構わず女引っかけろって話か？」

			　ユキさんはそう言ったあと、セラリア様とラビリスに頬をつねられたり、足をけられたりしてました。

			　傍はたから見ていると、子供を連れている親子のように見えます。

			「さて、今日は昼からちょっと重いが、ステーキだ。霜降りのな」

			　ユキさんが皆の前に、ステーキを並べていきます。

			　今まで何度かステーキを食べましたが、この大陸のステーキとはわけが違います。

			　ふんだんに香辛料を使って下味がつけてあり、ソースも抜群。

			　堪たまりません!!　素晴らしい美味おいしさです!!　しかも霜降りです!!　固くないんです!!　柔らかいんです!!　溶けるんです!!

			　分かりますか？　そんなお肉が存在するんですよ!!

			　そして、ステーキと一緒に食べる白いご飯。どんな食べ物にも合う万能食品!!

			　炒めてもよし、ソースに絡めてもよし、こんな風に、味の濃いものの口直しにもよし!!

			　このダンジョンには、食の極みが揃っているんです!!

			　というわけで、出されたステーキをガツガツと食べてしまいました。

			　ああ、幸せ。

			　さらに、脂っこいものやしつこいものを食べた後には、緑茶という渋いお茶を飲んで、ほっとひと息。

			　贅ぜい沢たくですね～。

			「いや～。しかし、いつもながら美味おいしいですね。ここのご飯は。外で暮らしていく自信がありませんよ。で、お兄さん。なんで、こんな晩ご飯に振る舞うような贅沢なものを、お昼に？」

			　呆けている私の代わりに、ラッツが大事な点を質問してくれました。

			「そりゃ、今日は晩ご飯抜きになる人が多いだろうから、昼を多めにしたんだよ」

			「どういうことですか？　何か仕事でも？」

			「おう。ミリーの冒険者区画が、今回の人員分けで本格的に動き始めた。だが、一番大事なものが抜けている。なあ、ミリー？」

			「はい。冒険者を引き寄せるためのダンジョンがありません。なので、皆さんには申し訳ないですが、いつかの会議で言っていたようにダンジョンを作ってもらいたいのです。無論、今日明日の話ではありませんが、早目にできればそれに越したことはないので。

			　エリスとラッツには悪いけど、私はギルドのメンバーと一緒に訓練用ダンジョンを作ることになったの。そっちは２人でお願いね？」

			「なるほど、そういうことですか。このダンジョンの目玉を作るわけですね。ミリーの話は分かりました。私たちは２人で問題ないですよ」

			「ええ。ミリーは自分の仕事をお願いね」

			「ありがとう」

			　なるほど。私たちもＤＰを使っていろいろするのに慣れてきたし、ＤＰでダンジョンも作ってしまおうという話ですね。いじりだすと結構楽しそうだから、ご飯を食べることも忘れそうです。

			「ま、そういうことだ。コールを通じて一応、晩ご飯の連絡はするが、忙しいなら断ってくれて構わない。だけど、22時までにはここに戻って来いよ。そうしないと、俺が自ら強制連行する。明日の仕事に支障をきたしても困るからな」

			「……強制……ね」

			「……お姫様抱っこかしら？」

			「……お兄さんの強制ですか……むしろご褒ほう美びなのですが、私にとっては……」

			　なにやら、ぶつぶつとセラリア様、ラビリス、ラッツが言っていますが、ほっときましょう。

			　それよりも、聞かないといけないことがあります。

			「ユキさん、ひとついいですか？　ダンジョンを適当に作ると、お互い広さとか場所がぶつかってしまいそうですが……」

			「「「あ」」」

			　皆、気付いていなかったのか、私の発言で目を丸くしています。

			「それも、もちろん考えてある。ミリーから説明してもらおう」

			「はい。今回、ダンジョンを多数作ることで、トーリの言ったように場所の問題が出てきます。そこでギルドで協議した結果、１個あたり、中ダンジョン規模でお願いすることにしました。具体的な距離は、２㎞四方ですね。ダンジョンを作るのはチームでお願いします。一応、この紙に注意事項やメンバーを書いていますので、目を通してください」

			　全員に、ダンジョン作製についての注意事項が配られました。

			「あ、今回のダンジョン制作にあたって、冒険者区の外壁を20㎞四方拡大した。広げた部分の地下に、各々作ってくれ。場所は、モーブやセラリアたちも入れて８か所だ。どの場所を使うかは、皆で話し合ってくれ。場所が決まれば転移陣は用意するから、そこで作業を開始な」

			「ん？　ああ、冒険者にもその転移陣を使わせるのですね。いくらなんでも20㎞四方の範囲を歩けとか、きつすぎますよね」

			「ラッツの言う通りですが、それは、そのダンジョンを見つけた人に限ります。最初は、自分の足で探してもらうようにしようと、ギルドでは決めています」

			「んー、選別ってやつですか？」

			「はい。最初からこちらが案内すると、舐めてかかって死人が多くなると考えました。無論、その……ダンジョン区とでも言いましょうか、そこの魔物には私たち指定保護以外の人を迎げい撃げきするように指示してあります。なので当然、実力が伴わなければ死にます」

			「たどり着けないのなら、元よりダンジョンに挑む資格なしって感じですかね？」

			「はい」

			　なるほど、さすがミリー。そこまで深く考えてなかった。案内すれば問題ないかと思っていました。

			　確かに、実力のない人に高レベルのダンジョンに潜られても困る。いい案だと思います。

			「と、すいません。私たちギルドが作るダンジョンの場所ですが、訓練用なので近場のこの位置をいただきたいです。よろしいですか？」

			「それは構いませんよ。訓練用のダンジョンなのに最奥とかだったら、バカですからね」

			　ラッツ以外の皆も問題ないようだ。

			「じゃ、皆で話し合って、まずはどこに作るか決めてくれ。あと、作ったダンジョンの収入ＤＰは自由に使っていい。ＤＰはダンジョンごとに保存されるようにしてあるから、妙な計算もいらない。だけど、ダンジョンのマップやトラップ、魔物の変更をした場合は連絡してくれ。それに応じて冒険者に伝える難易度も変わってくるから。

			　頑張れよー。最初から魔物が強かったりトラップが多かったりするのは論外として、宝物が最初から多くても冒険者は長く滞在しなくなるからな。バランスが大変だぞ」

			　むむ、ユキさんの言う通りです。

			　魔物が強ければ奥に進もうとも思いませんし、トラップが多くてもメンドクサイでしょう。

			　宝物が序盤から多ければ、奥に進む必要性も少なくなります。冒険者は生きるための職業なのですから、お金が安全に稼げるなら、無理して奥に行く必要がないし。

			「ねえねえ、トーリ、カヤ。頑張ってＤＰ稼ごうよ!!　私、『村正』が欲しいんだ!!」

			「……リエル。その刀って、確か10万ＤＰした気がする」

			「それ、なんに使うの？」

			「えー、２人とも興味ないの？　10万ＤＰの刀なんだよ？　きっと物もの凄すごいって!!」
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			「まあ、額が額だから、それはおいおいね」

			「……今はまず、場所を決めないと」

			　そうやって、私たちはダンジョン作りに没頭していくのでした。

		

	
		
			第62掘　空気は読まない

			　

			　ｓｉｄｅ：モーブ

			　世の中、理不尽ってのは沢山あるんだ。

			　その中でも極めつけは、目の前にいるこいつ。

			「あー、はいはい。発言いいですかね？」

			　そうやって、アルシュテール……現在のリアテ聖女の執務室に殴り込みをかけた強硬派に、ユキが声をかけている。

			　今現在、強硬派はほぼ壊滅している。

			　ユキが捕まえたリテア兵士に自白（穏やかな表現）をしてもらい、今回のルルア暗殺をけしかけた輩やからをアルシュテールが早急に調べたらしい。

			　そして、あっさり証拠が見つかった一方、ルルアは自分が生存していて暗殺されそうになった事実を公表。さらに、コヴィルもとい妖精族と親交を結ぶという大手柄も抱えてやってきたルルアに、手出ししようとする輩はいなかった。

			　ルルアに手を出せば、即座に妖精族との関係悪化に繋がるからな。

			　利益に目ざとい貴族の輩は、あっさりルルアに寝返ったってわけだ。

			　で、現在生き残りの強硬派が最後の望みをかけて、聖女２人を亡き者にしようと、殴り込みをかけてきたわけだ。

			　強硬派は現れるなり、なぜ今回のことを起こしたのか理由を語った。

			「貴女方の政策では、この聖国の国民も救えないではないですか!!　知っているのですか!?　今日、この日の食べ物もない子供が沢山いることを!!　お金がなくて、家族が死んでいくのをただ見守るしかないことを!!

			　今の信仰は大事なものを救えない。そんなモノはいらないんです!!　何が、この大陸の最大都市ですか!!　飢うえている人が１万人もいて、養えないのに人だけ集めて、信仰などと言って金をむしり取るだけ!!　なんのために彼らが寄付をしているのか、分かりませんか!?　あんたたちの食事を豪華にするためじゃない!!　贅ぜい沢たくをさせるためじゃない!!」

			　目の前の青年が叫ぶ。

			　まあ、お前の言う通りだとは思うけどな……。

			　それでも、巻き込まれた俺たちはたまったもんじゃねえよ。

			「……貴方の言い分は分かりました。しかし、エルジュ様とルルア様を暗殺しようとしたうえ、ロシュールとガルツがほぼ戦争状態へ陥おちいったのです。今は沈静化していますが、いったい幾百、幾千、幾万の血が流れたと思っているのですか？」

			「……それは理解している。しかし、今後ずっとこんな政策を続けられるよりはましだ。俺たちがここで争いを起こしてリテアを握れば、リテアだけでなく、他の国で失われる命も救える」

			「つまり、私たちのやり方は、争いを起こすことより命を奪っていると？」

			「その通りだ!!　今のままでは……いや、今もこの城下で飢うえて死んでいく子供が沢山いる。知ってるか？　配給に出される食べ物が、ほとんど出回ってないって？　どこかのバカ野郎が、自分の懐にため込んでやがる。自分の国さえまともにできないんだ。いらないだろ、そんな国のトップは」

			　ああ、こいつ……。

			「分かるか？　食いつなぐために必死で駆けずり回って、知らない男に腰振って子供まで孕はらんで、それでも俺を大事に育ててくれた姉貴は、寄付が少ないからって、そのまま子供と衰弱死だよ!!　姉貴、泣いてたんだよ!!　自分の子供も助けられないって!!　俺も必死に駆けずり回ったけど、ガキでさ、まともに仕事をもらえないんだよ!!」

			　……どこにでもあるお話の一つだが、聖女の２人は目を丸くして驚いてる。

			　そりゃ、温室育ちだからな。

			「姉貴と姉貴の子供の亡なき骸がらに縋すがり付いて泣いてたら、俺と同じような境きよう遇ぐうの奴らが集まって、手厚く葬ほうむってくれたよ。ああ、あんたたちのような立派な葬儀じゃない。けど、俺からすれば、それよりも立派な葬儀だったよ。でもな、そんな気のいい優しい連中も日を数えるごとに、少なくなっていくんだ。分かるか？　食い物がナインダヨ」

			「……」

			「黙るなよ!!　お前らは、その時、何をしてた!?　のうのうと暮らしてましたなんて言うなよ!!　こっちは、分ける食べ物すらなかったんだ!!　いまさら謝罪や改善なんていらねえ!!　その首を落として、皆の墓前に添えてやる。そして、俺が、俺たちが本当に皆のための国を作ってやる!!　じゃないと、なんで姉貴が、皆が、死んだか意味分からねぇ。……俺だけ生き残っちまった」

			　もう、止まれねえな。

			　俺は一歩前に進み出る。

			「お前の境きよう遇ぐうには同情する。が、俺もお前のせいで家族を亡くした身だ。後ろの嬢ちゃんたちは分からねーが、その理屈だと、俺がお前を殺そうとしてもいいよな？」

			「……ああ。でも、俺もここで死ぬわけにはいかねー。やらなきゃいけねーことがあるんだ。これから沢山。あんたの墓は、そいつらと違ってちゃんと建ててやる」

			　お互い剣を引き抜き、構える。

			　なるほど、こりゃスゲー。なんとなくだが、こいつ俺より強いぞ。

			　必死に、死にもの狂いでここまで来たんだろうな。

			　でもな、俺にも引けない理由がある。

			　お互い、隙を見計らって……。

			「あー、はいはい。発言いいですかね？」

			　ずっこけた。

			　こ、この野郎。

			　この空気で、なんでそんな軽いノリなんだ!?

			「つまりだ。今このリテアにいる難民を救えれば、ここで争う必要はないってことだよな？」

			　いや、それが無理だから、こうやってな……。

			「そんなことは不可能だ。ここで、そこの聖女たちが呼びかけても、精せい々ぜいもって２、３か月が限度だ。それぐらいの貯たくわえしか、この国庫にはない。俺たち……いや私たちが欲しいのは、安全に飢うえることのない幸せな国なんだ。理想なのは分かっている。でも、現状よりは上手くやってみせる」

			　あ、なんか真面目に返答してる。

			　やめとけ。ユキと話すと無茶苦茶になるぞ。

			　そこのアルシュテールは意味分からんって顔してるけど、ルルアに至っては気絶寸前だぞ。

			　ライヤやカースは、窓を眺めて現実逃避してやがる。

			　うわー、剣を構えてる手が震えてきてるんですけど？

			「お前、名前は？」

			「小僧のくせにお前呼ばわりか。まあいい。私はクラックだ。横の相方はデストだ」

			　殴りこんできてから微動だにしなかった男が、その時、初めて軽く頭を下げる。

			「そうか。とりあえず、お前らが俺の下につくなら、今言った問題は、時間はかかるが、お前らや聖女様たちがするよりも手早く片付けられるぞ？」

			　うわ、いやーな予感がしてきやがった。

			「どういうことだ？　そんなことはさっきも言ったが、不可能だ」

			「いやー。それが聞いてくださいよ、お兄さん。最近、好景気でしてね。ちょっと、人手が欲しい所があるんですよ。ご心配なく。お兄さんが言った人数でしたら、しっかり賄まかなえますよ。でも、１、２か月は準備がいるので、そちらの聖女様方にご協力願いたいんですが？」

			　ユキが、アルシュテールとルルアの嬢ちゃんに目を向ける。

			「ユ、ユキ、何をバカなことを。無論、先ほどの話を聞いて、民に対して何もしないわけがありません。しっかり、厳正に彼らを手助けしていきます。しかし、ユキ。貴方の言ってることは妄言です。第一、そんな場所があるとしても、移動するのに莫大な費用と時間がかかります。今の話では、民はそんな余力すらないでしょう」

			　アルシュテールが、当たり前のことを並べて異を唱える。

			　うん、そうだな。ユキを知らないと誰だってそう思うよな。

			「ルルアもそう思うかい？」

			　うわー。厭いやらしい顔で、そんな質問するかよ。

			「……あ、貴方はどこまで、お人よしなんですか？」

			　あ、お人よしって取るか？

			　ん、お人よしか、これ？

			　俺も最初はバカな選択だと思ったけど、よく考えたら、これ以上ないぐらいの妙手じゃないか？

			　今は、ロシュールからの移民が来て、毎日ＤＰががっぽがっぽ。

			　次に必要なのは、街を広げるための人手なわけだ。

			　でも、他所よそから引っ張ってこようにも、攫さらうわけにもいかない。

			　あれ、丁度いいなってわけだ。

			　理解できるけど、なんか納得いかねー。

			「ダメかい？　ルルア？」

			「……絶対に、あとで言うことを聞いてもらいますよ」

			「あいあい」

			　２人だけで会話が成立し、ルルアがひと呼吸おいて告げる。

			「ユキの発言は、このルルアが保証します。彼が協力してくれるのであれば、貴方が最も救いたい人々を助けられます。今もいるのでしょう？　この城下で必死に生きている仲間が」

			「そうだが……信じられない。だが、嘘を言っているようにも思えん……」

			　クラックが剣を下げるかどうか悩んでいると、いきなりその剣が折れた。

			「よし。もう面倒だから、この剣みたいになるか俺の言うことを信じてみるか、どっちか選べ。あと10秒な」

			「なっ!?」

			　クラックは驚いたまま、まったく剣を動かせない。

			　ああ、剣は折れたんだった。もちろん、ユキが折った。

			　でも方法が、握りつぶし。

			　もう、絶句だ。全員。

			「８…７……」

			　刻々とカウントダウンを始めるユキ。容よう赦しやなさすぎだろ。

			　コヴィルはプルプル震えて、ルルアに抱き着いてる。

			「５…４……」

			　５秒を過ぎた時点から建物が揺れ始め、クラックの鎧よろいにはヒビが入り始める。

			「おい、クラック、さっさと頷け!!　カウントダウン後はマジで木こつ端ぱ微み塵じんだぞ!!」

			　思わず声をかけてしまった。

			　もう、クラックは敵ではない。救い出さなければいけない被害者になっている。

			「わ、分かった!!　君の言うことを信じよう!!」

			　もう、主導権はクラック、聖女たちのどちらにもない。

			　それを握っているのは――

			「さて、じゃあゲートを作るから、ここをダンジョン化するわ」

			　暴虐非道のダンジョンマスターだった。

			　やべ、胃が痛くなってきやがった。

			　向こう戻ったら、キャベジ○飲まなきゃ。

		

	
		
			第63掘　説明会とご案内、そしてようこそ……!?

			　

			　ｓｉｄｅ：コヴィル

			　ユキってば、絶対におかしいよ。

			　だって、だって!!

			「はい、次の10ページをご覧ください。そこに、ダンジョン内におけるルール、規則、いえ法律ですね。ここでは自治権が認められていて……」

			　アルシュテールとクラック、デストにダンジョンのパンフ渡して説明してるんだよ!?

			　もう、絶対おかしい!!　意味不明!!

			　クラックとデストなんて、さっきまで、私たちと殺し合いをする寸前だったんだよ!?

			「ねぇ、モーブ、ユキに何か言いなさいよ」

			「何を言えばいいのか分からん」

			「何って……ほら、まずは……あの２人の処刑？」

			「今は矛を収めてるのにか？　しかも、今回の争いの元は確かにこいつらだが、こいつらを支援しつつ裏で私腹を肥やそうとしていた連中は、謀む反ほん者代表として処刑されている。それに、こいつらの主張には同情できる部分が大きいし……」

			「えーと、それじゃ、あの２人を殺しても……」

			「意味ねーな。というか、今の状況は結果だけ見れば、何も問題はないぞ。無血で和解……まではいかないが、クラックたちは言いたいことを伝えて、そして解決案も出てきた」

			「むき―――!!　なんか納得いかない!!」

			「世の中、道理が通じねえ奴がいるんだ。物理的にも精神的にも。その代表がアレな」

			　モーブはのんびり、コーラを飲みながらユキを指さす。

			　あ、今はもう、リテアの大聖堂の下に即席の移動用ゲートを設置したあとダンジョン作りも終わって、私たちはその中にいます。

			　机や椅子、説明用のホワイトボード、あとジュースサーバーなんかも適当に出して、のんびりしてる。

			　ちなみに、私はオレンジジュースを飲んでます。

			「まあ、コヴィルもジュース飲んでんだし、文句言うな。没収されるぞ」

			「むぐぐぐ……」

			　ユキってば恐ろしい子!!　私にもジュースを飲ませて、文句を言わせない気ね!!

			「……と、なるわけです。何か、ご質問などはございませんか？」

			「いえ、山ほどあるんですが……」

			「こちらもだ」

			　アルシュテールとクラックは、同じく疑問だらけの様子。

			　あ、アルシュテールは聖女なのに護ご衛えいがいなくてなんでかなって思ってたら、なんとクラックとデストが彼女の近衛だったらしい。

			　いやー、身内が敵だったって怖いよねー。

			　でも、おかげで少人数の説明会で済んでるわけだ。

			　他のリテア国の人がいたら、大騒動だろう。

			「あ、ちなみに言っておきますが、今からいろいろと実物を見せるので、説明で出てきた単語の意味が分からないと言われても、いちいち説明しません。後で聞いてくれ。それと、この綺き麗れいな紙と風景画はどうしたのか、なんてことも聞くなよ。原理を説明するのがめんどくさい」

			　言い方が雑になった。

			　ユキってば、ちゃんとお仕事しなさいよね!!

			「……一応、納得しておきましょう。しかし、これだけは聞かせてください。ユキがダンジョンマスターなのは分かり……」

			「いえ、代行ですよ？　そこのルルアもマスターの権限は使えるからね」

			「は？」

			「あと、先に突っ込んどくぞ。『なんで神聖なる大聖堂にダンジョンが作れんですか』って疑問は、知らんがな。というか神聖な大聖堂は、何か結界でも張ってあるのか？」

			「代行？　ルルア様も？　って、そうです。大聖堂は邪悪なるものは近寄れません!!　魔物しかり、ダンジョンしかり、ダンジョンマスターでさえも!!」

			「それ、実証実験したの？」

			「え？」

			「いや、俺、一応代行だけどダンジョンマスターの権限持ってるし、ルルアも……あ、邪悪じゃないからか？　つか、邪悪の定義ってなんだよ？」

			「う……」

			　あーあー。アルシュテールの顔が、どんどん涙目になってる。

			　そりゃそうよね。彼女が今まで積み上げてきたこと、全否定だし。

			「まあ、できちまったものは仕方がない。そういうことで納得しろ」

			　何という強引な理論。いや、論より証拠ってやつかな？

			「クラックの方は、何か質問あるか？」

			「あっ……っぐ。……まずは、君の言うその街を見てからにしよう」

			　おお、耐えた!!　耐えたよ。クラック、すご――い!!

			　君は将来、大人物になるよ!!　私が保証する!!

			「デストはどうだ？」

			「私は、君を信用する。だから、頼む。仲間を救ってくれ」

			「任せとけ」

			　デスト、無口かと思ったら仲間思いなのね。

			　うん、大丈夫。ユキなら、どうとでもしちゃうから!!

			「さて、質問は終わったな。いよいよ、ゲートを潜って向こうに行くぞ」

			　何を言ってるのよ。質問を全部握りつぶしたくせに!!

			　そして、尻込みしているアルシュテールを蹴けり飛ばして、ユキは中に入っていった。

			　……同情するわ、アルシュテール。

			「くっ!?　やはり罠わなか!!　しかし、ゴブリン如ごときで、無手であろうが後れはとらない!!」

			　私たちも中に入ると、クラックの威勢のいい声が聞こえてくる。

			　あ、なんだ。ゴブリンの巡回部隊じゃない。

			　わざわざ２階層に来たわけ？

			「ゴブ？　（なんすか、大将。この人）」

			　あれ、「ゴブ」しか言ってないのに、なぜか言っている意味が分かる。

			　いつの間に、ゴブリンの言語取得したっけ？

			　あ、クラックは今、ゴブリンアーミーリーダーのスティーブにあっさり捕まっている。

			「おお、スティーブ。どう？　こいつら、一応、モーブよりもレベルが上だぜ？」

			「ごぶ!?　（まじっすか!?　全然手ごたえないっすよ？）」

			「……」

			　クラックが泣いてる。

			　いいのよ、今、クラックは泣いていいの!!

			「と、本題がずれたな。これがさっき伝えたリテアの客人だ。一応、２階層の防衛機能も見せておこうと思ってな」

			「ゴブン……（ああ、なるほど。それなら丁度いいっすよ。今、グレネードランチャーの練習を……）」

			　スティーブがそう言い切る前に、目の前の荒野が吹き飛ぶ。

			　大轟音と共に、何度も……。

			　何!?　大魔法でも使ったの!?
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			「おー。まとめて広範囲に撃つと、それなりに派手だな。迫撃砲とかも欲しかったんだが……」

			「ごぶぶ……（なーに、言ってんすか。この前は、天井に大穴空けたんですよ。厚さがあったからいいものを、薄けりゃ上階が落ちてくるところだったっす）」

			　え、何それ怖い。

			「そこら辺は、ちょっと疑問だよな。ダンジョンにどこまで耐久力があるのか調べないとな。最悪、穴掘って攻められるかもしれねーしな」

			「ゴブ……（そんなアホなダンジョン攻略、大将しかしねーっす）」

			　うん。ユキ以外あり得ないわ。

			「まあ、いいや。スティーブはこのまま訓練がてら、巡回よろしく」

			「ゴブ（了解）」

			「というわけだ。これが我がダンジョンが誇ほこる防衛機能だ。凄すごいだろ。あれが説明パンフの15ページにある塹ざん壕ごうで、その……」

			「……」

			「……」

			「凄い、君は本当に凄い」

			　アルシュテールとクラックは、口を開けたまま何も言えない。

			　デストは、今の光景を心強いと前向きに捉えたみたい。

			　そのあとも、３階層の住民区の訓練所やスーパーラッツ、居住場所、いろいろ見て回った。

			　私も訓練所から外に一歩も出ずに、そのまま旅に出てたから見学するのは楽しかった。

			　４階層の仕事場も凄いのなんのって、便利な鍛か冶じ場があるからね～。

			　ほかの妖精族の皆も、張り切っていろいろな武具を作ってた。

			　５階層はまだ動いてるところは少ないけど、一番広いんじゃないかな？

			　冒険者区の先にダンジョン区ってのがあって、そこから先は死を覚悟して進めって!!

			　ワクワクするよね!!　ユキたちがダンジョン作ってるんだって!!

			　うわー、冒険者になるのもいいかも!!

			　で、アルシュテールとクラックは……。

			「夢……そう、これは白昼夢。私が民を救うために見た幻。これを目指せというのですね、リリーシュ様」

			「……はっ!?　何か、ゴブリンやスライムに負けた気がするが、気のせいか。気のせいだ!!　だって、私は生きている!!　魔物に敗北して生きているなど、あり得ない!!」

			　うん、ご愁傷様。理解の限界を超えたみたい。

			「さて、大体納得できたと思う。細かい説明はしないぞ。後で個人的に聞いてくれや。今はこのダンジョンに、リテアからの難民を受け入れる話をまとめないといけないからな」

			「……ぶつぶつ」

			「……気のせいだ、気のせいだ」

			「おいコラ、２人とも夢を見たいんなら、永遠に寝かせてやるぞ？」

			「はっ!?」

			「ん!?」

			　ひぃ～。キユの体で魔力全開にしないでよね！！？　怖すぎる!!

			「とりあえず、そこの転移トラップで総合庁舎に行くぞ。このダンジョンの各代表が集まってるから。話はそこでまとめるぞ」

			　そう言って、ユキは転移陣に入って消える。

			　さすがにアルシュテールも覚悟を決めたのか、それともユキに蹴けられるのが怖いのか、堂々とその中に入る。

			　私も後に続くと、そこでは、私が来たときに案内をしてくれた人たちが出迎えてくれた。

			「「「ようこそ!!　……」」」」

			「セントエルジュへ!!」

			「楽園へ!!」

			「ユキ共和国へ!!」

			「ダンジョン街へ!!」

			「安全な街へ!!」

			「ユキと愉快な仲間たち村へ!!」

			「……お揚あげ村」

			「あわわ……」

			「えーと、えーと、兄様村へ!!」

			「……名前、決めてなかったわね」

			「あらら、それは大変。これから沢山人が来るのだから、決めないと」

			　あ、名前決まってないのね。

		

	
		
			第64掘　失くしたモノのために

			　

			　ｓｉｄｅ：エルジュ

			　私は会議に参加しています。

			　もちろん、変装をした状態ですが。

			　クラックさんの話は聞きました。

			　結局、この争乱の根底にあったのは、誰かを救いたいという願い。

			　それが、きっと未来に繋がるはずだと信じて、犠牲者が出ることを知りながらも今を変えようとした。

			　今、会議を真剣に聞いているクラックさんとデストさんの２人には、力強い意志を感じます。

			　昔の、ただ流されていた私では、どうしようもなかったでしょう。

			　彼らに言いたいことは沢山あります。命も沢山失われました。

			　それでも、今やらなくてはいけないのは、復讐の炎に身を焦こがすのではなく――

			　救える命を救うこと。

			　ここなら、クラックさんが言ってた人々を救える。

			　ちょっと人数が多いので、今の人たちの教育と建物の増築を急がないといけませんが、やれないことじゃない。

			「いやー。お兄さんが直接外に出向いたのには、何か目的があると思いましたが、なるほど。合法的に人を集めるつもりでしたか」

			「別に合法もクソもないけどな。どこの国……いや、街にも住むところのないやつなんて、ごまんといる。ゴロツキなんかはごめんだが、必ず、働きたくても働けないっていうのが沢山いる。そういうのを勧誘するだけだ。ただ、それには選別が大変だから俺自ら行ったわけだが、丁度良く支援もしてくれそうな人がいたんで、リテアにお願いしてみたわけだ」

			「お願いですか～？　へぇ～」

			　ラッツさん、信じてないですね。

			　まあ、私も「お願いした」なんて言うユキさんの発言は、信じてません。

			　だって、こっちに来たのが、現リテアの聖女アルシュテール様ですから。

			　何をどうお願いすれば、国のトップがわざわざこちらに来て会議をするのですか。

			「まあ、ラッツ、そこはいったん置いておきましょう。問題は、今回、１万人規模の移住者が来るということです」

			「そうよ。３５５人の処理でもてんてこ舞いだったのに、１万人とか死ぬわよ」

			　エリスさん、ミリーさん。確かにそうなんです。

			　私も変装が可能になってから、ロシュール国からの移住者の身分証発行や、戸籍管理などを手伝いましたが、とんでもない忙しさでした。

			　それが１万人分。

			　とてもではありませんが、私たちで捌さばききれる量ではありません。

			「そこについては理解しております。ですので、２、３か月かけて徐々に受け入れていただきたい。その間、受け入れを待つ難民には、先ほど話に出たようにアルシュテール様が支援をしてくれるとのことです。国民を養えない愚おろか者が、他所よそに押し付けるわけです。２、３か月間ぐらい支援するは当然でしょう」

			　クラックさんがこちらの状況を理解したうえで、アルシュテール様の援助の下、移住を分けてすることを提案しています。

			　なるほど。一度に１万人を受け入れる必要はないですね。

			　徐々にこちらに来てもらって、先に来た人たちには、その後の移民の案内役をつとめてもらったりすることもできます。そうやって、私たちの負担を減らすことができるでしょう。

			　でも、少しアルシュテール様への言い方が、きつくありませんか？

			　気持ちは分からなくもないですが……。

			「……クラックの話に出た援助の件ですが、私としても援助を惜しみません。ルルア様を救ってくださり、なおかつ我が国民も助けていただける。その証拠も、この目で見せてもらいましたから。どうか、私たちの手では養いきれない人々を、よろしくお願いいたします」

			　アルシュテール様が深々と頭を下げた。

			　ルルア様の言う通り、真っ直ぐな方です。

			「援助の確約は確かにこちら側としては嬉しいですが、リテアの上層部には、どう説明するおつもりですかね？　ダンジョンの街に難民を移民させますって言うんですか？　それこそリテアが内乱で真っ二つになりますよ？　聖女様が乱心したーって。

			　たとえ事実、リテアが人々を養えていなくても、国としての面めん子つもありますからね。自分たちが養えないから他所よそにお任せしまーす、なんて言えるわけないですよ？　それに、うまく上層部が納得したところで、ダンジョンに介入してこられては困ります」

			　確かに……ラッツさんの言う通りです。

			　立場を利用して、ダンジョンへ要らぬ介入をしてくるリテアの輩やからが、必ずいるはずです。

			「かと言って、アルシュテール様とクラックさんたちが勝手にやるわけにもいけません。まあ、国庫のお金を使って難民とダンジョンの支援をするんですから、勝手にやるのは難しいでしょうけどね」

			「ラッツさん、よろしいですか？」

			「おや、ルルア様。何か妙案でも？」

			「はい、こちらは一応、ユキさんともお話ししたのですが、リテアに、私が命を救われた恩返し……いえ、正確にいえば、アルシュテール様の政敵になりうる危険分子を排除するという名目で、私をダンジョンへ駐留させるのです」

			「ほぉ。それはいい案ですね。今のルルア様は、真相はともかくリテア内では妖精族との交こう渉しよう権も握っていると思われています。今のリテアでは、相当重要なお立場として認識されているということで、間違いはありませんか？」

			　アルシュテール様が、ラッツさんに答える。

			「はい、ルルア様には事後処理が終わり次第、宰相の座についてもらおうと思っておりました。しかし、ルルア様がそのようなお考えだったとは……でしたら、ダンジョンへの支援事業の、リテア代表ということにいたしましょう。そうすれば、反対派なども文句は言えなくなるでしょう。というか、ルルア様が交渉可能な妖精族もここにお住まいの様子ですし」

			　なるほど。ルルア様が代表として来れば、下手なことはまず起こらないでしょう。

			「ということは、このダンジョンの存在を、公にするということになるのですね？」

			　エリスさんが確認を取るように聞く。

			「はい。リテアとしては、援助や支援をする相手を正体不明で通すには無理があります。国民への公表はかなり後になるでしょうが、上層部にはすぐにでも公開されるでしょう」

			「アルシュテール。公表するのは構わないわ。でも、ここは私、セラリアの領地。そして自治権も認められている。もしバカな貴族がこのダンジョンに来て騒ぎを起こしたりしたら、即刻、首を刎はねるわ。文句は言わせないわよ。というか、貴族へ特に厳命しておきなさい」

			「は、はひ!!」

			　アルシュテール様が裏返った声で返事をする。

			　ちぃ姉さま、本気で睨にらんでますね。

			「貴方たちも見たでしょう。ここは、私が治めているわけではないわ。ここに住む人すべてがここの代表であり、ここの意思。私たちは代表として一応、前面に出てるけど、彼らを蔑ないがしろにしているわけではないわ。覚えておきなさい。ここに住む住人が、貴女の国の貴族に被害を受けるようなことがあれば、ぶっ殺す」

			「ま、そんなことしても、結局は、騒ぎが起こるだろうがな」

			　ユキさんがのんびり答えます。

			「そ、そんなことはありません!!」

			　アルシュテール様が反論しますが……。

			「いや、私もユキ……殿の意見に賛成だ。多少の権力があるなら、ここの豊かさを見て少しでも利益に預かろうと画策する馬鹿貴族は沢山いるだろう」

			　クラックさんは、問題が起こるのは当たり前というふうに考えています。

			「そこでだ。解決案があるが、聞くか？」

			　ユキさんが、面白そうに悪わる巧だくみをしているような様子できり出します。

			　これは、きっとよくないことを考えています……。

			「あるのですか!?　ぜひ、お願いいたします!!　このままでは、セラリア様が我が貴族たちを斬って斬って、リテアとロシュールの同盟が……」

			「あら、アルシュテール。自分の部下の手た綱づなも上手く扱えない国とは、同盟しても無駄ではないかしら？」

			　ちぃ姉さま、遠慮なさ過ぎます……。

			「セラリア様、落ち着いてくださいませ!!　この同盟は前よりもより強固で、なおかつ失うわけにはいかないのです!!」

			「……何を言っているのかしら？」

			「この同盟はセラリア様の妹君、エルジュ様のご無念を晴らすためのもの!!　間違っても……」

			　アルシュテール様が、そう続けようとすると……。

			「それ以上、口を開くなぁあぁぁぁぁああぁ！！！！」

			　ちぃ姉さまが爆発した。

			　剣を抜き放って、アルシュテール様に向けている。

			「な、何か…間違ったことでも……」

			「黙れ。よりによって、魔王討とう伐ばつのためにできた同盟の件を持ち出してくるとはね」

			　ちぃ姉さまが本気で怒ってます。

			「アルシュテール。貴女が私に取れる行動は一つよ。跪ひざまずいて許しを請え。そうでなければ、この場で首を飛ばす。クラックよりも醜悪だわ」

			「意味がわ……」

			　遠慮なく、ちぃ姉さまは剣を振り抜きました。

			「まあまあ。落ち着け、セラリア。元は俺の言った案なんだから」

			　……あれ、アルシュテール様は生きています。

			　首を落とすはずだった剣が、ユキさんの行動で止められたようです。私にはユキさんが一瞬で何をしたのか、まったく分かりません。

			「……はぁっ!!　分かったわ。でも、さすがにこれは後でユキに代償を支払ってもらうわよ」

			「お手柔らかに。さて、アルシュテール。君は何で、エルジュが魔王に殺されたと言ったんだい？　知ってるよな？　真実を？」

			「!?」

			「そうそう。それって、こっちが用意した落としどころなんだわ。いちいち戦争を起こして国力を減らすわけにはいかないからな」

			「まさか…セラリア様は……」

			「知ってるぞ。リテアがエルジュを暗殺したってな」

			「……」

			「セラリアが怒った理由は分かるよな？」

			「……セラリア様。今回の件は、本当に申し訳ございませんでした」

			　その場で深々と頭を下げる、アルシュテール様。

			　ああ、私としては本当は生きているので、いまいちピンときませんが、ちぃ姉さまからすれば、のうのうと嘘をつくアルシュテール様にはとても許しがたいものがあったのでしょう。

			「……アルシュテール、上層部によく伝えておきなさい。エルジュの件は、こちらはすべて把は握あくしている。こちらに貴族なんぞ来たら、つい、首を切り落としそうだわ。なにせ、妹がそっちの騒動に巻き込まれたんだから」

			「……はい。皆に伝えておきます。しかし、これではルルア様は……」

			「はい。私は人質の役も担っております。そして、援助や支援の件は、リテアからロシュールへの賠ばい償しようという形でもあるのです」

			「真実を公表すれば、リテアの国境はたちまち敵だらけになるでしょうね。その時は、ロシュールが率先して攻めてあげるわ。と、これが、ユキが言った上層部を上手く黙らせる作戦よ。エルジュの件をこっちが知っているなら、リテア貴族として関わりたくないでしょうから。いつ命がなくなるか、分からないものね？」

			　そう言いながら、ちぃ姉さまが抜き放ったままの剣を撫なでます。

			「さて、大まかな方針は固まったわね。いったん休憩を入れたあと再開しましょう」

			　ちぃ姉さまは剣を鞘さやに納めると、そう言って会議室を出ようとしました。

			　そのタイミングで、クラックさんが恐る恐るちぃ姉さまに声をかけます。

			「セラリア様。一つお聞きしたいことが」

			「何かしら？」

			「先ほどの激げつ昂こう、とても納得できます。しかし、私にはなぜ、その剣を向けないのですか？　私こそ、貴女の妹君を奪ったといっても過言ではないのに。ユキ殿から聞いているのでしょう？」

			「……クラック。私も一介の騎士なのよ」

			「はっ、存じております。ヴァルキュリアの職に就かれる戦女神と」

			「そうよ。……私は自分の剣で斬り捨てた者たちに対して、先を、未来を作ることで、その死が無駄でなかったと証明できると思うの」

			「私も同じ思いであります。せめて、よき未来のためにと思って数多あまた、斬り捨ててきました」

			「だからよ。貴方は、その罪から逃げようとはしなかった。数多の人の死に、エルジュの死に意味を持たせるために。貴方は未来を掴むためにここにいる。違うかしら？」

			「はい」

			「なら、斬り捨てる意味なんてないわ。失った命のためにここに来たのなら、私に見せなさい。貴方が望んだ未来を。エルジュの死がここに繋がったのだと」

			　ちぃ姉さまはそう言い残し、会議室を後にしました。

			　クラックさんが、後ろ姿に向かって見事なリテア式の最敬礼をしています。

			「あのー、私、生きてるんですけど……」

			「まあ、あきらめてくださいな。今言ったら、いろいろぶち壊しですよ？」

			　ラッツさんに肩を叩かれます。

			　……しくしく。
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			第65掘　えらい

			　

			　ｓｉｄｅ：ヴィリア

			「ねぇ、アスリン、フィーリア。ユキ先生……お兄様は今日は来ないの？」

			　私がユキお兄様のことを聞くと、周りの皆も興味があるのかこちらを見てくる。

			　当然よ。だってお兄様が学校に来ないなんておかしいもの。

			　皆、ユキお兄様が大好きなんだから。

			「今日は自習だって。お兄ちゃんたちは、今日はなんか代表で朝から会議があるんだって。なんか、偉い人が来るって言ってたよ？」

			「はい。兄様は、本日はいろいろ会議で忙しいから、のんびりしてくれって言ってました」

			　ユキお兄様が来ないと聞いて、みんなが一様に暗くなります。

			「ひっくっ……なんで…わたしたち、すてられたの……うえーん」

			「え!?　そんな…いや、だよ…えぐっ……」

			　一人が泣き始めると、一気に周りに伝染して半数近くが泣きだした。

			「あわわ!?　泣き止んでください。お兄ちゃんはそんなこと絶対しません!!　今日はお仕事で仕方なかったんです」

			「そうです。今日はちょっと忙しいだけで、明日は来ます。だから泣き止んでください!?」

			　アスリンとフィーリアの２人は慌てて皆を落ち着かせようとするが、上手くいかない。

			　まあ、これは仕方がない。

			　普段は、ユキお兄様が皆を落ち着かせているのだから。

			　他の代表者の方も来たりするけど、普段はユキお兄様が１人でこの学校を切り盛りしている。

			　奥様のセラリア様も、２日に一度は顔を出してくれるけど。

			　っと、お兄様がちゃんと戻ってくるのが分かっているなら、私が呆けている意味はない。

			　アスリンやフィーリアを手伝わなくちゃ。

			「こら!!　皆、泣き止みなさい!!　これじゃ、ユキ先生に嫌われるわよ!!」

			　大声でそう言うと、皆、ピタっと泣き止む。

			「アスリンが言ったじゃない。今日は大事なお仕事があるって。だから、明日ちゃんと褒ほめてもらうために勉強しましょう。今日１日泣いてたって聞いたら、ユキ先生が困るわ」

			「……頑張ったら褒めてくれるかな？」

			「もちろん。先生は優しいのよ。知らないの？」

			「知ってる!!」

			「じゃ、頑張らないとね」

			「うん!!」

			　１人が頷くと、皆一斉に机に戻って教科書を開いて勉強を始めた。

			「ヴィリアちゃん!?　皆、なぜか勉強し始めちゃったよ!?」

			「え、ダメなの？」

			「兄様の言うのんびりは、勉強じゃないですよ!?　遊ぶんです!!　勉強なんて、兄様が教えてるときぐらいでいいって言ってました」

			「なんでかしら？」

			「お兄ちゃんの言うことはよく分かりませんけど『今だからできることが沢山ある。友達と遊んだり、バカやったりな……』って言ってました!!」

			「勉強だけじゃ、ダメって言ってました。たくさんたくさん、色んなことがきっと私のためになるからって言ってました!!」

			「うーん。じゃあ、どうすればいいのかしら？　皆、どうしたらいいと思う？」

			　私は、お兄様の言葉の意味を考えてもよく分からなかったので、聞いてみたのだが……。

			「よくわかんない」

			「サッカーしようぜ!!」

			「昨日したばかり……って、あんた毎日やってるじゃない!!」

			「えー。楽しいじゃん、サッカー」

			　などと、皆も好き勝手していてまとまらない。

			「……ヴィリアお姉ちゃん。……転移陣を使っていろいろな場所を見て回ろう。このダンジョン？　よく知らないから」

			　１人の子がそう提案した。

			「そうね。それがいいわね。私たち、まだこのダンジョンのことを何も知らないものね。この前、ダンジョンの授業で地図をもらったわね。それを持って見学に行きましょう!!」

			「「「おー!!」」」

			「なんか、ヴィリアちゃん、頼りになります」

			「うん、兄様みたい」

			　アスリンとフィーリアが褒ほめてくれる。

			「お兄様みたいってのは嬉しいわ。きっと将来は、お兄様の役に立てる立派なレディになってみせるの!!　っと、アスリンかフィーリアは、代表の人に連絡してくれる？」

			「うん、いいけどなんで？」

			「だって、学校の様子を見にきたりして、私たちがいなかったら大騒ぎになるわ。あと、お昼ご飯とかの相談もしないと」

			「なるほど。そうだね。ちょっと待ってて」

			　アスリンがコールを使って、誰かに連絡を取る。

			　コールのスキルは代表になれば使えるようになるらしい。もちろん、お兄様も使える。

			　少し、アスリンとフィーリアがうらやましい。

			　この２人は、私がお兄様と会うよりずっと前から一緒にいたそうだ。

			　あ、そんなことより、皆にちゃんと出かける準備をさせないと。

			「皆、この前もらったリュックに、水筒と名札、身分証をちゃんと入れていきなさいよ。あと、スーパーラッツに寄るかもしれないから、お金も持っていきましょう」

			　私がそう言うと、皆、準備をしに自分たちの部屋に戻ります。

			　どの子も嬉しそうな顔をしている。ここに来る前が嘘のようだ。

			「本当に、夢のよう……」

			　

			　私はヴィリア。

			　ロシュール王都のスラムに住んでいた子供だ。

			　両親のことは、微かすかにしか覚えていない。

			　だけど、優しかった。父も母も温かった。

			　でも、気がついたら、私は一人ぼっちになっていた。

			　そして、家を追い出されて、こうやって皆で肩を寄せ合って暮らしている。

			　毎日がひもじかった。

			　食べるモノを探したり、物もの乞ごいしたり。私は私なりに生きてきた。

			　スラムの子供にもグループがある。

			　窃盗などの犯罪に手を染めてでも生きようとする子供と、ひたすら良識の範囲内で生きようとする子供。でも、ほとんどが飢うえに耐えきれず犯罪に手を染めたたあげく、そのほとんどが生きて戻ることはなかった。

			「……ねぇ。ヴィリアお姉ちゃん。おにい……動かないよ？」

			　私の手を握るヒイロが私に問いかける。目の前の、私たちの兄を見ながら。

			　兄といっても、このグループのリーダーなだけ。

			　血のつながりはない。でも、それで十分だった。

			　毎日、必死に食べ物を集めてきて、私たちに食べ物を分けてくれる……立派な兄だった。

			　その兄は、両手から溢あふれるほどのパンをきつく抱きしめたまま、動かなかった。

			　いや、もう死んでいた。

			　壁に、わずかだが血の跡がある……多分……。

			「おにいは、ちょっと疲れてるだけだから。寝かせてあげようね。ヒイロはこのカゴに入ったパンを、皆に持っていってくれる？」

			「うん。分かった」

			　ヒイロがパタパタと、パンを持って離れていく。

			　その振動で、兄の死体がゴロリと横たわる。壁には、べったり血がついていた。

			　……あのパンは、どこから盗んできたのだろう。

			　仕方がない。犯罪者には当然の末路……。でも、悲しいよ。

			　私は１人、兄の亡なき骸がらを他の兄弟たちが眠る場所へ埋めてあげた。

			　これで、私がこのグループのリーダーだ。

			　今まで以上になんとかして食べ物を手に入れないと、皆が飢うえてしまう。

			　その時は、そんなことで頭がいっぱいだった。

			　だから、目の前に立派な服と剣を持った人が現われても、何も感じなかった。

			　明日の食べ物のために、その人に手を伸ばした。

			「あら？　私相手に窃盗とか、なかなか根性あるじゃない？」

			　それがセラリア様との出会いで、このダンジョンに来るきっかけになった。

			　私は、そのままセラリア様に連れていかれて、いろいろ話を聞かれた。

			　こんな所で私は死ねないので、なんとか頑張ってこの人の機嫌を取ろうと素直に答えた。

			　そして、話が終わると、セラリア様が言ったのだ。

			「ねえ、ヴィリア。貴女とその子供たちを連れて、私たちの所へ来る気はないかしら？」

			「え？」

			「ちょっと、子供がいる仕事があるのよ。来てくれるなら、ちゃんとご飯は食べられるわ」

			「お仕事……くれるんですか？」

			「ええ。上手くいけば、貴方たちのような孤児がちゃんと生きていける場所が手に入るの。どうかしら？」

			「は、はい!!　皆に伝えてきます!!」

			「ちょっと、待ちなさい。誰か!!」

			「はっ!!」

			「ヴィリアについて行って、このお金で食料を買ってあげなさい。こんな子供にお金なんか持たせたら、奪われるか店に行っても相手にされないか、吹っかけられるだけよ。貴方がしっかり守ってあげなさい」

			「はっ!!　では、参りましょう」

			「……ところでクアル、孤児の数が異常だわ。国民全員が豊かということは夢でしかないのでしょうが、この数はあり得ない……」

			「……そのことですが、ロワール傘さん下かだった貴族が、孤児救済関連のお金の流れを握っておりまして……」

			「下げ種すがっ!!　至急調べて……いや、殴りこむわよ。ついてきなさい。明日にはダンジョンに出発するんだから、今日中に始末をつけるわ。わずかでも抵抗したら斬り捨てなさい」

			「ちょ!?　後始末はどうするんです!?」

			「アーリア姉さまに任せるわ。あの人なら上手くやるでしょう」

			　こうして、私はセラリア様について行くことになった。

			　

			「よし、皆そろったな？　今日から君たちの訓練……いや、学校の先生をすることになったユキだ。よろしく!!」

			　初めての印象は、セラリア様の旦那様でとても偉い人なんだぐらい。

			　だから、不評を買わないように丁てい寧ねいに挨拶したのを覚えている。

			「あ、あの、セラリア様の旦那様ですね!?　よ、よろしくお願いいたします!!」

			　私は皆のリーダーなので、必死に考えていた言葉を絞しぼり出した。

			「あー、セラリアのやつ。こういうところで問題が出るんだよな～」

			　何がいけなかったのか、ユキ様が不満を口にする。

			「す、すいません!!　な、何か問題があったでしょうか!?」

			「ああ、いやいや。君が悪いわけじゃないよ。と、君が挨拶してくれたってことは、君がこの子たちのまとめ役なのかな？」

			「はい!!　ヴィリアと言います!!　不快なところがありましたら、どうか私を罰してください!!　どうか皆にはご容よう赦しやを……」

			　言い切る前に頭に手が置かれ、私は身を竦すくめた。

			「怖がらせてごめんな。俺は皆と仲良くなりたいんだ。だから罰したりしない」

			　ユキ様が私の身長に合わせて、膝を曲げる。

			　同時に頭に置かれた手が、優しくゆっくり撫でるように動いた。

			「ヴィリアは偉い。皆のためによくやった。俺なんかよりとっても偉い」

			「え？」

			「だから、そんなに頑張るな。ここでは、ちゃんと君たちを守るから」

			「あ、あ……」

			　その言葉は体に染み込んでいって、目から涙が溢あふれて止まらなかった。

			「あぁぁああぁああ……!!」

			「泣け泣け、全部吐きだしてしまえ。こんな小さな体で頑張り過ぎだよ。まったく……俺のガキの頃とは大違いだ」

			「毎日、まいにぢ、たべるもの…なくて…兄は…しんじゃう…し、私が…がん……ばら……」

			「そうかそうか……って、おい、周りもかよ!?」

			　私が泣き出したのを切っ掛けに、皆も泣き出してしまった。

			　それから、お兄様が必死に皆を宥なだめてくれた。

			　これから楽しいことが沢山あるから、泣くのをやめてご飯でも食べようって。

			　それからは、夢のような日々が始まった。

			　学校に連れていかれて、その敷地内の寮で私たちは皆、一緒に寝起きしている。

			　屋根がある家で、ベット（？）も全員分用意されていて、ご飯はとても美味おいしいものばかり。

			　そして、私たちは学校で毎日お勉強をしたり、遊んだりしている。

			　お兄様が言った通り、楽しいことがたくさん……。

			　スーパーラッツで用意されてたお弁当を、みんなで公園に持って行って食べた。

			「まだ、１週間なのに……ずっとここにいるみたい」

			　お弁当を食べ終わって、不意にそう思った。

			　公園内では、すでに食べ終えた皆が思い思いに遊んでいる。

			　その中にヒイロがいて、こちらに気が付き――

			「……ヴィリアお姉ちゃん……ふべっ!?」

			　こちらに駆け寄ってきて、転んでしまった。

			「大丈夫!?」

			　私が手を差し伸べる前に、公園にいつの間にかいたおじさんが、ヒイロを助け起こした。

			「大丈夫かい？」

			「……うん。ありがとう」

			「泣かないなんて偉いな」

			「……うん、私、強い子」

			「ああ、強いな」

			　おじさんは、ヒイロを見て嬉しそうに笑っている。

			「あの、ヒイロを助けてくれてありがとうございます」

			「いやいや、転んだ後だからね。助けたってのは、ちょっとな……」

			　おじさんは、バツが悪そうな表情をした。

			　と、周りの皆が心配そうにこちらを見ています。

			「それでも、ありがとうございます。皆、大丈夫だから遊びましょう。じゃ、おじさんまたね」

			「おじっ!?　と、ちょっと待ってくれ。君は、この街が好きかい？」

			　おじさんが何か真剣な表情で聞いてきた。

			　でも、答えなんて決まっている。

			「はい、大好きです」

			　即答すると、おじさんは驚いた表情からすぐに笑顔になり……。

			「そうか、ありがとう」

			　そう言って、満足そうに公園から出ていった。

			　そう言えば、一緒に来た移住者で、あんな立派な服を着たおじさんなんていたかしら？

			「おー、こんな所にいたのかクラック。会議の休憩中だからってほっつき歩くと迷子になるぞ？」

			「……ユキ殿。どうか、私をこの街を守るためにお使いください――」

		

	
		
			第66掘　おかねちょうだい？

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ　　本名：カズヤ・トリノ

			「では、そうね。週に４００人～５００人の受け入れ態勢ということでいいかしら？」

			「はい、そのようにお願いいたします。選別の方は先ほどの通り……」

			「はい、私とデストが仲介役をこなしましょう」

			　まあ、こんな感じでお昼休み後、今後の予定を詰めている。

			　あ、リテアが攻めてくるんじゃないかって？

			　ぬふふ、その心配は無用。

			　リテアの大聖堂から直接、このダンジョンへ繋がっているわけじゃない。

			　リテアに馬車で移動している間、野宿の隙を狙って適当に中継地点のダンジョンを形成。そのダンジョンは、形成した場所からは入れない仕様になっている。そして、そこはゲートを通じて、俺のダンジョンとリテアの大聖堂ダンジョンの両方に繋がっている。

			　なお、ここから中継地点のダンジョンへは無条件で通行可能だが、逆は俺か代表、それかあるアイテムを持たないとゲートが開かない。

			　なので、リテアがとち狂って攻めてきても、中継地点のダンジョンでサヨナラってわけ。

			　それと、ダンジョンのフィールド効果で魔力・スキルの放出封じがかかってるから、ほとんど問題ナッシング。

			　さらに、ブラッドミノタウロスっていう、旧ダンジョンでは、お掃除屋さんをしててくれた魔物をリーダーに、オークアーミーがその中継地点で警備もしている。

			　まあ、彼らも暇ひまなんで、普段はそのダンジョンで畑仕事をしているらしい。

			　いや、トマトとかあげたら喜んでさ。種をあげたら育て始めたのよ。

			　オークはきゅうりが気に入ったらしいけど、頭の上に皿とかできないだろうな。

			　４㎞四方に小さな農園とゲートがある穏やかなダンジョン。

			「いつか、このダンジョンを美味うまい野菜で埋め尽つくすんだ!!」って配下たちは息巻いている。

			　なんとも素晴らしい農業魂か。

			　お前ら、基本肉食だよな？　野菜もいけるのなら雑食か!!

			　あ、畑を耕すためにダンゴムシ改も常駐してる。ここでもダンゴムシ改は大活躍!!

			　ちなみに、畑仕事をしているブラッドミノタウロスの名を「ミノちゃん」、オークアーミーリーダーを「ジョン」という。

			　魔物の命名は、すべてアスリン。

			　名前が付くからって強くなるわけでもないのだが、アスリンが名前がないと寂しいよと言うので、名付けてもらった。

			　そうした事情で、他にも今の配下の魔物は、全員アスリンから名前をもらっている。

			　俺は覚えとらん。なにせ１０００匹以上だからな。

			　よく覚えてられるよな。アスリンってモンスターテイマーの才能あるんじゃねーか？

			　名前で思い出したが、「ネームドモンスター」っていう名前付きの魔物は強いって話をモーブたちに聞いたが、アスリンを見てて逆だと思った。

			　つまり、「名前があるから強い」のではなく「強いから名前が付いた」のだ。

			　だって、ブラッドミノタウロスの奴は、俺が召しよう喚かんした時、すでにレベル96で十分強かったのに名前がなかった。その後、アスリンが「ミノちゃん」って言った瞬間に名前がステータスに加わったので、魔物本人が承しよう諾だくした時点で名前が付くんじゃねーかと思う。

			　……しかし、暇ひまだ。

			「……では、今度は資金の援助についてですが、１万人もの受け入れを行うのです。生半可な額では済みません。セラリア様が来られた時でさえ、４００枚の白金貨を運営資金としていただきました。３５５人でです。しかもこの額では、全員分の居住区を整えることもできません。ですので、最低２万枚の白金貨をいただきたい」

			「ラッツさん、ちょっと待ってください!?　そんな額は用意できません!!　年間の国家予算の10分の１はあります。そんな額を……」

			「あら、アルシュテール。反対派なんて、無視してしまいなさいな。ロシュールとガルツを同時に相手したいのかしら？」

			「セラリア様……さすがにその額は、戦争してでも出すべきではないと主張する者が絶対に出てきます。戦争は、セラリア様の望むところではないでしょう？」

			「はぁ、別にどうなろうと構わないわよ。こっちは民を飢うえさせない最低案を模索してるのに、『できません、無理です』なんて言われるんなら、いっそのこと、このダンジョンから攻め込んで、リテアをつぶしてもいいのよ？　丁度大聖堂の真下に繋がってるらしいし、一気に制圧してあげましょうか？　アルシュテール、貴女、勘違いしてるわね。ここで貴女ができるのは、どうやってリテアを納得させるのかを考えることだけよ」

			「っ……」

			「リテアを納得させられれば、問題なく今後も過ごせる。受け入れられないのであれば、もうあなたの地位やリテアに意味はないわ」

			　こんな感じで、交こう渉しようは表だった代表のセラリアに任せて、俺は話を聞きながら船を漕こいでいるのだが……セラリアがガンガン攻めてるな。

			　アルシュテールは必死に抵抗してるけど、今の彼女に立場などない。

			　エルジュの件を盾にされれば、諸外国が一斉に敵になる。

			　そして、セラリアの言う通り、このダンジョンからリテアをあっさり落とせるのだ。

			　まあ、実際、こっちの要求も無理があるけどな。

			　だって、今まで放っておいた難民をいまさら救済するために他国に移送。さらに、援助のために２万枚もの白金貨を支出。

			　アルシュテールは、このダンジョンの存在やらエルジュの件を知って、二重の意味で頷くしかないが、この場所を実際に見ていないリテアの上層部は、納得しないだろうな。

			　さて、落としどころを提案するか。

			「……ふむふむ、セラリア。さすがに、いきなりだとリテア上層部は納得しないだろう。だからこちらの要求を呑むのが妥当か、見極める時間をあげたらどうかな？」

			「な、セラリア様を呼び捨て!?　無礼者!!」

			「無礼者はそっちよ、アルシュテール。夫が妻を呼び捨てにして、なんの問題があるのかしら？」

			「お、夫!?」

			　あ、そうか。キユはそこでニヤニヤしてこっちを見てるし、アルシュテールにとって本物の俺は初めてなのか。

			　すっかり忘れてたぜ。

			「これは失礼しました。私がセラリアの……婚約者を……」

			「夫」

			「……夫を務めています。ユキと言います」

			「え、ユキさんと同じ名前？」

			「いえ、彼の本名はキユと申しまして、私の腹違いの弟ですよ。今回は事が事でしたので、ダンジョン内の最高戦力に出向いてもらいました。名前については、安全のためですね」

			　うん、すらすら嘘が出てくるのはいかがなもんか？

			　キユのステータスはそれなりに強いが、このダンジョンではせいぜい10本指に入ればいい方だ。

			　いちいち、こちらの手札を明かすわけにもいかないからな。

			「と、私の説明が途中でしたね。時間というのは、リテア上層部を納得させる時間ではありません」

			「……どういうことですか？」

			「そうですね。今まで放っておいたものを、いまさら救い上げるために大金を使うなんて、上層部は納得しないでしょう。それに納得させようにも、証言はアルシュテール様がセラリアから聞いた話のみ」

			「その通りです」

			「なので、納得できない反対派にこう言ってはどうでしょうか？　『私はセラリア様と交こう渉しようすることにした。反対派は期日までにダンジョンを攻略すればよい』と」

			「へぇ、いい案ね。私はついでにリテアの屑くずどもを斬れるってわけね？」

			「そ、それは……」

			「こうすれば、納得できない反対派は全滅するか、生き残りがいてもこちらと事を構えることの無む謀ぼうさに気が付くでしょう。これで晴れて援助は決まり、軍事費における人件費も削減できる。素晴らしいと思いませんか？」

			「わ、私がリテアで拘こう束そくされるようなことがあれば、その話はなかったことに……」

			「それは、キユを護ご衛えいにつけるので何も問題ないかと。キユ、どうだった？　リテアの人材は」

			「んー、見た感じ、僕レベルの人ですらいなかったよ。そこのデリーユさんレベルなんて論外だしね。もちろん、兄さんも」

			「ちょっ!?　キユさんが最高戦力ではなかったのですか!?」

			「いえ、最高戦力ですよ？　でも、最高クラスが１人しかいないとは言ってませんが？」

			「ふふふ……アルシュテール。私の夫相手に駆け引きなんてやめなさいな。今のところリテアに不利な状況しかないけど、いろいろ得もあるんでしょう？」

			「ありゃ、ばれたか」

			「どういうことですか？」

			「それは、ルルアと一緒にいるコヴィルだな」

			「ふえ？　私？」

			「いや、クッキーとコーラをがぶ飲みしてるコヴィル本人じゃなくて種族な」

			「妖精族!?」

			　アルシュテールは、俺が言いたいことに気が付いたようだ。

			「そういうことだ。ルルアを通じて妖精族との交流。つまり、このゲートがあれば、簡単に妖精族の商品が手に入るというわけだ。無論、このダンジョンの品物を輸出してもいい」

			「なるほど、人が悪いですね。最初にそれを言っていただければ良かったものを……」

			「勘違いしてもらっても困るからな。こっちの方が立場が上だということと、戦力的にもそちらを押しつぶせるんだということを見せたいんだよ」

			「……なぜですか？」

			「セラリアも言ったけどな、ここは住人が住人たちのために生きてる場所だ。そこに変な思考を持ったバカが来て荒れるのを、防がないといけない。無血で交こう渉しようが通ったら、こっちの実力を知らんバカがこちらへ見学に来て、問題を起こす確率が非常に高い」

			「……それが、血を流せばなくなると？」

			「無血より確実に減るだろうな。こちらの法を守らないとこうなるという見せしめになるからな。ま、先行投資と思え。無血で進めれば、上層部が不満を持ってリテアがまた政争になったり、こちらと交流断絶になる可能性が高い。だから、アルシュテールの判断が間違っていなかったと知らしめるためにも、今後の流れる血を減らすためにも必要なことだ」

			「そのために、兵士に死ねと」

			「それをなるべく減らすのは、そっちの仕事だ。こちらに挑んでくるバカが減るように上手く説得することだな」

			「……分かりました」

			　アルシュテールが悔しそうにつぶやく。

			　世の中、身に沁しみないと分からないことって多いのよ？

			　その後は、アルシュテールがどのように上層部と話していくかを相談することになった。

			　まあ、上手く犠牲が減るといいね。

			　こっちとしては見せしめの要素が減るから、多少は不満なんだけどね。

			　さあて、落とし穴でも準備しますかねー。

			　あ、あの中継ダンジョンって畑があったな……踏み荒らされないことを祈ろう……。

		

	
		
			落とし穴３掘　仕事の後の一杯

			　

			　ｓｉｄｅ：ミリー

			「ぷはぁ～!!」

			　いやー、仕事が終わって、お風呂に入った後のビールは堪たまらない!!

			　今日もよく働きました!!

			　これは頑張った私へのご褒ほう美びです!!

			　恵比○ビール!!

			「しかし、本当に美味おいしそうに飲みますね～」

			　ラッツが、のんびりビールを飲みながら言った。

			　お互い風呂上がりで、バスタオルで体を隠しただけの恰好だったりする。

			「僕はどうも、そのシュワシュワな感触が苦手なんだよね」

			「私も、日本酒の方がいいわ」

			　リエルとカヤはすでに浴衣に着替えたあとで、お互い日本酒を飲んでのんびりしている。

			「私はワインがいいと思うわ。特に白」

			「私もワイン派ですね。じゃ、赤で」

			　エリスがワイン好きを宣言すると、トーリが続いた。

			「いや、皆の言ってることは分かるわよ？　どんなお酒も美味おいしいから。でも、お風呂上がりはビールよ。ビール!!」

			　こればかりは譲れない。

			「まぁ、趣味の範囲ですかね。さすがのミリーも、ウィスキーは飲まないですよね」

			「ラッツ。そりゃ、前にウィスキー飲んで、すぐに潰れちゃったからね」

			　そう。ウィスキーとか度数の高いのもいいんだけど、風呂上がりで体が温まってると酔いが回りやすいみたいで、少し飲んだだけで爆睡してしまったのだ。

			　悔しいことに、その時、ユキさんに抱いて布団まで運んでもらったらしい。だけど、覚えてない……。

			「そういえば、ユキさんは？」

			「いや、女湯に顔出すほど、常識知らずじゃないですよ？」

			　エリスが素早くツッコむ。

			「そりゃ、分かりますが、基本ここのメンバーで裸を見られて嫌な人っています？」

			　ラッツが聞くと誰も返事をしない。

			　そりゃ、むしろ見て欲しいし？

			　そのまま性欲に負けて欲しいぐらい。

			「と、そんな話じゃなくて、今何してるのかなーって」

			「ああ、それなら、晩ご飯が終わったあとアスリンたちと片付けをして、もうこの時間ですからね……」

			　エリスが時計を見て言う。

			　現在、夜の11時。

			「もう、お休みの時間か」

			「ですね。ラビリスはともかく、アスリンとフィーリアは、もう起きてるのは限界でしょう」

			「お兄さんは、あの２人を大事にしてますからね～。まあ、私たちもですが」

			　ラッツの言う通り。この忙しくなったダンジョンの日々のなかで、あの２人の笑顔が見られるのはいろいろと嬉しいものだ。

			　これから私たちのような不幸な目に遭あって欲しくない。どうか幸せに。

			　いや、違うか。

			　ユキさんは、私たちに代表という重荷を背負わせた。

			　アスリンとフィーリアも、それは変わらない。彼女たちにも、代表としていろいろあるのだろう。

			　ユキさん的には、罪滅ぼしかな？

			　そんなこと、ユキさんのためなら２人とも喜んでやるのにね。

			　少し、沈ちん黙もくが続く。

			　ちびちびと、グラスにあるお酒を飲むだけの時間。

			　これはこれで、いい時間。

			　ラッツが不意に口を開く。

			「しかし、あれですね。お酒は美味おいしいですが、つまみでもあればまた違うのでしょうが」

			「そうねー。こういうとき、美味しいお酒に合う食べ物があればなおさらよね」

			　私がラッツに同意すると、エリスが反論した。

			「でも、晩ご飯食べましたよ？」

			「それは別腹ってやつだよ、エリス」

			　リエルも私たちと同意見のようだ。

			　まあ、私もお酒のお供は別腹だわ。

			「おーい。皆、風呂から上がってるか？」

			　脱衣所の外から、ユキさんの声が聞こえてきた。

			「はーい。上がってますよ、お兄さん。なんですか？　一緒に入りたいのなら、そうぞ？」

			「いやいや。なかなか出てこないから、ちょっと様子を見にな」

			「あ、ごめんなさい。ここで一杯やってます」

			「なるほど、予想通りか。皆、裸じゃないよな？」

			「はい、皆、大丈夫です」

			「なら、お邪魔するぞ」

			　そう言って、ユキさんが入ってくる。香ばしい匂いと共に。

			　くっ!?

			　なに、このいい匂いは!?

			　お酒のお供に合いそうな、いい香りは！！！

			「ふふふ、俺の故郷の日本では、酒のお供には定番がある。それが、コレだ!!」

			　脱衣所に設けられている小さ目のテーブルに、四角い焼き物の皿が数個置かれる。

			　その上には、なんだろう？

			　串に刺さった肉が並べられていて、いい香りを漂わせている。

			　肉の大きさは大きくはない。一口でいけそうな形。

			「その名を『焼き鳥』という!!　代表は鳥皮!!　そしてモモ!!」

			　ユキさんがずずいっと、２つの皿を押し出した。

			　どちらも何か変なソースが半分かかっている。

			「これは、タレだ。まあ酒に合うのは基本、塩なんだが、こっちも味見してみろ」

			　全員、疑いもなく焼き鳥に手を伸ばす。

			「「「っつ！！？」」」

			　お、美味おいしい!?

			　いや、普通なら味が濃ゆい。だが、お酒があるからこその味の濃さ!!

			　お酒が進む。喉を鳴らしながら、お酒を飲む。

			　全員、あっという間に４本の焼き鳥を平らげた。

			「次は砂ずり。コリコリしてていけるぞ。これは塩だけだが、まあ許せ」

			　これも、美味うまい!!

			「ささみ、レバー、つくね、ねぎま、烏賊いか焼き、ししゃも!!」

			　鳥以外も混ざってる気がしますが、美味しいから別にいいです。

			　皆の疑問を口に出す前に、焼き鳥を口に運んでいきます。

			　ガツガツ、ゴクゴク、パクパク、ングング!!

			　美味い、焼き鳥もお酒も!!

			「ぷはー、美味しかったです」

			「本当にいいものですね」

			　皆、そんな感じで空になった皿を見つめて、さらにお酒を流し込んでいく。

			「なっはっは。お酒には焼き鳥が合うだろう」

			「ええ」

			「素晴らしい食文化ですね。お兄さんの故郷は」

			「ま、俺は片付けして寝るけどな。みんな飲みすぎて、お腹ポッコリになるなよ」

			　ユキさんがその言葉を吐いて、去っていきます。

			「「「……」」」

			　全員がお互いのお腹を見ます。

			　そう言えば、ここに来てから食べる物に困るどころか、毎日腹いっぱい食べて、酒飲んで寝てました。

			「……大丈夫。僕、運動してるし」

			　リエルがそう言って、また飲み始めます。

			「それなら、私もいいかな」

			「……私も」

			　トーリとカヤ、ロードワーク派はそのまま飲み続けます。

			「……私、食べても太らないですし」

			「こぉら!?　裏切りもの!!」

			　エリスが言ってはイケナイことを言ったので、私は制裁を喰らわすために飛びかかりました。

			「ま、私は今後、ベットの上で運動を沢山する予定なので問題なしです」

			　ラッツが、やはりそう言って飲み始める。

			　そうやって、結局、全員飲み続けるのでした。

		

	
		
			落とし穴４掘　夜食の定番

			　

			　ｓｉｄｅ：カヤ

			「……小腹が空いた」

			　現在の時刻は22時。

			　晩ご飯は19時に食べて、もうすぐ寝ようかという微妙な時間。

			　でも、少しお腹が空いている。そんな状態。

			「……お菓子っていう気分じゃない」

			　自分の部屋には、多少のお菓子のストックが置いてある。

			　ポテチとかチョコとか飴あめとか……まあ、仕事中にも食べるけどね。

			　書類仕事をやってると、甘いものが無性に食べたくなる。

			　あれだ、仕事中に食べてるから、多分飽きてるんだと思う。

			　しかし、私も贅ぜい沢たくになったものだ。甘いモノに飽きたなんて。

			「……しかし、欲求には勝てない」

			　ふらふらと自室から出て、旅館の台所へ向かう。

			　代表の住宅になっているこの旅館が、もう私たちにとっては自分の家だ。

			　まだ空き部屋とかはあるが、だいたい間取りは把は握あくしている。

			　今向かっている台所では、普段、料理はアスリンとフィーリア、ラビリス、ユキが作っている。

			　私たちも料理はできないことはないが、正直、アスリンやユキのご飯の方が美味おいしい。

			　世の中、適材適所というやつだ。

			　でも、自分で作れないこともない。

			　大抵、お味噌汁とご飯は用意してあるし、適当におにぎりと海の苔りとかでいいかな？

			「……お？」

			「ん？」

			「ほぇ？」

			　台所への曲がり角で、デリーユ、リエルと出くわす。

			　なんとなく、２人も小腹が空いて来たのだろうと思うのだが……。

			「……」

			「……」

			「……」

			　なぜか皆、沈ちん黙もくする。

			　うん、何か自分から言い出しづらい空気ってやつ。

			「おや、３人とも何をやってるんですか？」

			「私たちと同じじゃない？」

			「ああ、いい匂いですもんね」

			　別の方向からラッツ、エリス、トーリがやってくる。

			「……そうそう。妾わらわも小腹が空いての」

			「……僕も」

			「……私も」

			「なに、牽けん制せいしあってるんですか？」

			　ラッツ、仕方ないの。そういう空気になったのよ。

			「と言っても、この人数ですからね。いっそ、しっかり作っちゃいますか？」

			「そうじゃのー。各自で作っても時間かかるしのう」

			「皆は何食べるつもりだったの？」

			「……冷蔵庫見てから」

			「私もです」

			「いい匂いをたどってきたんじゃないんですか？」

			　トーリだけが、何か違うようだ。

			「……いい匂いって？　私はよく分からない」

			「私も分かりませんね」

			「妾わらわもじゃ」

			「まあ、トーリは狼人族ですから、嗅きゆう覚かくが鋭いんじゃないんですか？」

			「じゃ、台所で誰かが何か作ってるかもね。それを僕は分けてもらおうっと」

			　わいわい喋しやべりながら、台所へ入ると……。

			「あら？　貴女たちも呼ばれたの？」

			「どうも皆さん」

			　中には、セラリア様とエルジュ様がいた。

			　あと、護ご衛えいのオリエルとクアルも。

			「呼ばれた？　どういうことでしょうか？　私たちは……」

			　ラッツがセラリア様の質問に答えようとすると……。

			「あー、みんなこっちです!!」

			「兄様もお待ちですよー!!」

			「……準備できたわ。って、全員いるじゃない」

			　台所の変な扉から、ちびっこ三人組が出て来た。

			「……まあいいわ。ユキも喜ぶでしょう。こっちに来て」

			　ラビリスが、その変な扉の奥に消えていく。

			　私たちも続くと、中は居酒屋みたいなカウンターとテーブルが数個置かれている部屋だった。

			　……あと、なんか獣けもの臭い。

			　けど、食欲をそそられる？

			「おお、来たかセラリア……って、勢ぞろいだな。台所ってことは、小腹でも空いたか？」

			　ユキさんがあっさり、私たちの心中を言い当てる。

			「大当たりです。で、何ですか、この香りは？」

			「ラッツ、まあ、それはカウンターに座ってからだな」

			「美味おいしいんですよー!!」

			「兄様がまた頑張ってました!!」

			「……変に凝るのよね、ユキって」

			　とりあえず言われた通り、カウンターにみんな座る。

			「まあ、人数が多いが、寿司の時と同じ失敗はしない!!　ラーメンってのは、スープを入れて麺を湯がくだけだからな!!」

			　ユキさんが素早い動きで、なんかいろいろやっている。

			「ほい、お待ち。豚骨ラーメンだ。トッピングはネギとチャーシューだけな」

			「え、コレってラーメンですか？」

			「えーと、カップラーメンってやつとは違うの？」

			「ああ、お湯入れて作るやつ？」

			「なんで、わざわざ手間かけて作るの？」

			　皆が言う通り、わざわざラーメンを手作りする理由が分からない。

			　簡単に美味おいしいカップラーメンがあるのに……。

			「えーい、黙らっしゃい!!　カップとは違うの。カップとは!!　生の味を喰らうがよい!!」

			　何が違うのだろう？

			　同じラーメンじゃ……。

			　ずずっ。

			　そんな音が一斉に響く。

			「っつ!?」

			「なんと」

			「わぁ」

			「……美味しいわ」

			「へえ、こういう食べ物もあるのね」

			「新鮮ですね。ちぃ姉さま」

			　美味しい。カップとは違う、別のおいしさ。

			　何だろう。手作りだからか？

			　でも、手は止まらない。

			　箸はしを動かして食べ続ける。

			　あ、フォークを使ってるのは半数以下。ユキさんが箸を使ってるのを見て、多くの皆が便利そうに感じたから、練習して使えるようになっている。

			「さて、スープは飲むな。ここからが本番だ」

			「へ？」

			　ユキの発言に、みんながスープを飲むのを止める。

			　何でだろう。麺がなくなれば、もう終わりなのに。

			「はいよ。替え玉、堅麺!!」

			　ユキさんが、茹ゆでた麺を皆のスープだけの器に放り込んでいく。

			「これはっ……ラーメンのおかわり!?」

			　ラッツが驚いたように目を丸くしている。

			　ああ、そうか。これでまた食べられるのか。

			「ふふふ……どうだ、凄すごいだろう？」

			「さすが、お兄さん。しかし、甘い!!　新しく茹でた麺は水分を含んでいる!!　それでスープが薄くなっては味が落ちる!!　それでは本当の美味おいしさは出ませんよ!!」

			　なるほど、ラッツの言う通りだ。

			　少し味が薄くなった気がする。

			「甘いのはラッツだ!!　そこのラーメン醤油ってのがあるだろう。それを、自分の思う量入れてみな」

			　ユキが言った通り、カウンターの奥に何か置いてある。

			　これかな、ラーメン醤油って？

			　適当に入れて、食べてみる。

			「あ、味が濃ゆくなってる」

			「ぬぐっ、しかし、これではお兄さんが出したラーメンの味とは違うのでは？」

			「そこが甘い。いいか、ラーメンは替え玉してからが本番だ。どの程度味が薄くなるのか計算し、食べる側がどのような調整をするか。それがこのラーメンの醍だい醐ご味みだ!!」

			「なんと!?　相手に味付けを任せると!?」

			「ああ。まあスープの基本は決まってるから、そこから変に逸脱はしないけどな。目の前に胡ご麻まとか胡こ椒しようとかもあるだろ？　それでいろいろと自分でトッピングするのも醍醐味なんだ」

			　ラッツとユキさんが話し込んでるけど、そんなことはどうでもいい。

			　美味おいしい。

			「替え玉」

			「はいよ」

			「こっちも」

			「へいへい」

			　そんな感じで、私たちは替え玉をして……。

			「お腹いっぱい……」

			「小腹を満たすだけのはずが……」

			　みんなカウンターで突つっ伏ぷしていた。

			「そう言えばミリーは？　お兄さん、知りませんか？　彼女がこんな食のイベントに来ないなんて……」

			　そういえばミリーがいない。どうしたんだろう？

			「あ、気を付けろ。替え玉ってな、お腹壊しやすいんだ。ミリーも食べ過ぎて、トイレと仲良くやってるだろうよ」

			　ああ、もう来てたのね。

			　ギュルルル……。

			　お腹……いたい。

		

	
		
			第67掘　嫁はガチバトルを好む

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「さあ、愚おろか者どもに私たちの強さを見せてあげるわよ!!」

			「「「おお――!!」」」

			　私の掛け声と共に、雄お叫たけびが上がる。
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			　目の前に迫るは、リテア聖国のダンジョンとの交易反対派。

			　攻略してすべてを奪うべしと判断した、愚か者ども５０００人。

			「セラリア隊に告ぐ。直ちよつ轄かつ部隊の意地を見せろ!!　こちらは30名と魔物が１５０体。されど、これが本隊だ!!　リテアの坊主どもに、我らが力を見せつけろ!!」

			　クアルが、さらに部隊を激励する。

			　そう、この４㎞四方の中継ダンジョンで現在、私たちダンジョン防衛部隊とリテア聖国の反対派が、今まさに戦端を切ろうとしている。

			　この戦場において、ユキのトラップによる援護はない。

			　なぜなら、真正面から叩き潰さないと、あとでごねられると判断したからだ。

			　曰いわく、真正面から戦えば我らが勝った。

			　曰いわく、ダンジョンがなければ我らが勝った。

			　などなど、バカな言い訳をして現実を見ようとしない輩やからを出さないため。そして……。

			「あれが、セラリアだ!!　討ち取れ!!　所しよ詮せんは女だ。噂など、ただの誇こ張ちようよ!!」

			　先発の５００名を率いるバカが、そう吠ほえている。

			　いい度胸じゃない。

			「さて、セラリア。妾わらわはどうするかの？　あそこのバカをやるために周りの露払いでもしようかの？」

			「デリーユ、それには及ばないわ。アスリンやフィーリアなんかの他のチームの援護をよろしく。いくら指定保護でも、捕まったら終わりだから」

			「アスリンたちには、ユキが付いておるからのう。エリスたちの様子でも見てくるかの」

			　ダンジョン内最高戦力の１人であるデリーユが、のんびりとした様子で敵の前を横切る。

			　モーブたちは冒険者という立場だが、この戦場では雇われ兵士という形で参戦していた。

			　彼らも、バカどものせいで家族を失くしてるからね。

			　指定保護もあるし、あの３人はほっといても大丈夫でしょう。

			　でも、なんでデリーユはわざわざ敵の真ん前を横切るのだろう？

			「あの女を捕らえよ!!　このダンジョンにあるモノは、すべて自由にしてよいとのお達しだ!!　あの女を私に献上した者は、白金貨３枚を約束しよう!!」

			　あ、しまった。

			　相手方の敵指揮官がそう言うと、デリーユに敵が群がる。

			「はっ、下げ種すが!!　妾に相手をして欲しければ、もっと優しくするといいわ!!」

			　デリーユがドレスを翻ひるがえし、拳を固める。漆黒の色をしていたドレスは、今では綺き麗れいに洗ったおかげで純白に輝いていた。

			　デリーユが綺麗に跳躍して、敵陣の真ん中に消えた。

			「まずっ!?　デリーユに続け!!　早くしないと……」

			　あわてて自分の部隊を急せかすが……。

			「「「ぎゃぁあぁあああっぁあっぁあ」」」

			　デリーユが舞い降りた地点から、敵兵が空中に弾け飛ぶ。

			　大型の魔物でもいない限り、人の身体はあんなふうに吹き飛んだりしない。

			「な、何が起こっている!?」

			　バカな指揮官が驚いている。

			　率いている兵も何が起こっているか分からない様子で、その場で立ち止まっていた。

			「愚おろか者どもが!!　戦場で立ち止まるとは、その首を取って欲しいのね!!」

			　私もようやく敵兵に近づいて、その首を切り落としながら走り抜ける。

			「セラリア様に続け!!　見ての通り、敵は只の雑兵!!　あのダンジョンでの辛い訓練の日々を忘れるな!!」

			　クアルも部隊を率いて、そのまま烏う合ごうの衆を殲せん滅めつしてゆく。

			「ほらほら!!　さっきの威勢はどこにいったの!!」

			　私もユキからもらった愛刀を手に、さらに加速して駆け抜けてゆく。

			　やはり、私が使っていた剣とは格が違うわ。

			　前の剣も至高の一品ではあったけど、この剣は、ユキがもたらした日本刀の技術と妖精族のエンチャント効果で、けた違いの切れ味と耐久性を兼ね備えている。

			「くっ!?　盾を前に出せ!!　剣を弾ければ、それでいい!!」

			　小隊長らしき男が部下に指示を出し、鉄を張った盾を私の前に押し出してくる。

			「その判断力、悪くないわ……でも!!」

			　私は、腰に差してあった、もう一本の刀に手をかける。

			　手に持っていた愛刀は、いったん地面に放置。

			　ユキに教えてもらった、日本刀ならではの最速剣術。さらに、新たに手にした刀には、その剣術に合わせた抜群の切れ味とエンチャントが施ほどこされている。

			　魔力を送り込むと、雷のエンチャントによる磁力の反発と鞘さや走ばしりで最速の剣筋が完成する。

			　この一撃で斬れぬものなど、ない!!

			「空振りしたぞ!!　盾隊、そのままセラリアを囲め!!　槍やりで串刺し……に？」

			　抜刀した刀を鞘に戻すと、地面に差した愛刀を拾いに行く。

			「お前ら、どうし……！！？」

			　後ろでドサドサっと、音が響く。

			　振り返ると、盾ごと、鎧よろいごと、真っ二つにされた遺体が５、６体転がっていた。

			「悪いわね。説明なんてしてる暇ひまはないの。早くしないと、デリーユに美味おいしいところを持っていかれるから」

			　いまだに現状を把は握あくしきれていない小隊長を、一刀の下に斬り伏せる。

			　それを見た周りの兵士は、一様に私から距離をとった。

			「普段なら、やる気のない敵は殺さないんだけどね。今日は、生き残りはいらないわ」

			　私は再び敵の中に突っ込んだ。

			　逃げる者だって容よう赦しやはしない。

			　……だって、これは傷つけられ、悲しんだ我が民のため!!

			　この戦いに臨んだリテアのバカどもがロワールと手を組んでいたことは、確認が取れている。

			　逃がす理由など、どこにもない!!

			「おお、セラリア。追いついたか」

			「まったく。そんな手で来るとは思わなかったわ」

			「何を言っておるか。妾わらわが他の場所へ移動しようとしたら襲われたから、仕方なく迎げい撃げきをしたんじゃよ？」

			　斬り進んでいくと、ようやくデリーユと合流した。

			　だが、すでにデリーユの周りに立っている者などいなかった。

			「き、貴様、何者だ!?　セラリアといい、なんでこんなでたらめな！！？」

			　開戦前にこちらを罵倒した指揮官が、こちらに向かって吠ほえている。

			　そんな暇ひまがあれば、後退すればいいのに。私がチラッと辺りを見ても、相手方の大半はもう地面に沈んでいる。

			　５００名もいた敵前衛は、50名ほどしか残っていなかった。

			「でたらめのう。そりゃ、お主では計れんじゃろう。なにせ、妾は魔王じゃからな」

			「バカなことを言うな!!　魔王がなんでロシュールなんかに味方をする!!　魔王は、ただ破壊のみを行うものだ!!」

			「それはそれは。では、リクエストに応えなくてはならんのう」

			　あーあ。デリーユが青筋立ててるわ。

			　彼女の身の上は聞いたけど、何も変わらない普通の女の子なのに。

			「「「うわぁああぁああああ！！！！」」」

			　瞬間、デリーユはそのステータスにモノを言わせた。力技で残りの兵を１人残らず殲せん滅めつする。

			　指揮官以外を残して。

			「ほれ、お主の相手はそこのセラリア姫じゃ。妾は遊撃での。妾が首をあげても、士気の上がりがいまいちでの」

			　茫然としている指揮官を、デリーユが私の前に殴り飛ばす。

			「ぐっ……」

			　無様に地面を転がりながら、私の足元に倒れ伏す敵指揮官。

			「立ちなさい。貴方は、しっかり叩き斬ってあげるわ」

			「驕おごったな!!　女でいくらレベルが高いとはいえ、この俺に!!　レベル49に勝てると……」

			　その後の言葉は続かなかった。

			　だって、首が斬れてるから。

			　私は納刀しつつ、のんびり答える。

			「あらそう。私はレベル１２２なのよ」

			　落ちた首にその声が届いていたのか、目を見開いて驚きの表情を浮かべている。

			　貴方たちがもたもたしている間に、私たちはのんびりレベリングをさせてもらったわ。技術はともかく、そうそう後れをとるようなことはないわ。

			　ユキに感謝しなくちゃね。

			　ま、能力が上がりすぎて、最初は把は握あくするまでに時間がかかったけど。

			「敵将、セラリアが討ち取った!!」

			「「「おお――――！！！！」」」

			　部隊から雄お叫たけびが上がる。

			「部隊の損害は？」

			「はっ、重傷者３名、軽傷者５名です」

			「重傷者は戦場より後退。治療を急げ。軽傷者はポーションで回復」

			「はっ」

			　伝令が後方に消える。

			　さて、これからどう動こうかしら。

			「のう、セラリア。敵さん、ようやく本隊を動かしおったな」

			「そうね。普通はこんな短時間に全滅するなんて、思いもしないでしょうから」

			「妾わらわは、エリスたちの方に行ってくるわ。あそこが一番心配じゃ」

			「あら、夫は心配じゃないのかしら？」

			「何をどう心配しろと？　妾ですら相手にならなかったんじゃぞ？」

			　デリーユはそう言うと、エリスたちが受け持っている右翼に文字通り飛んでいく。

			「セラリア様、どうなさいますか？　このまま待機して迎え討つのですか？」

			　クアルが今後の予定を聞いてくる。

			「普通なら、防衛側は動かず迎え撃つのが鉄則ね。けど、クアルはどう思う？　さっきの戦果を見て、目の前の約５０００の敵は？」

			「はっ、恐れながら我らの敵ではないかと」

			「理由は？」

			「先ほどのセラリア様、デリーユ様を筆頭に、右翼のエリス様たち、そして旦那様のユキ様がつとめる左翼。どこに敗走の心配がありましょうか？」

			「いいわ。通達!!　えっと、コレ、どう使うんだっけ？」

			　ユキから借りてる無線機を取り出したが、どう使えばいいのか思い出せない。

			「……それは、ここをこう押して……」

			「……えっと、こう？」

			「はい、で、それで喋しやべれば……」

			「通達。我が軍はこれより、動き出した敵本隊に向けて前進!!　そのまま真正面から押しつぶす!!」

			　無線で告げると、すぐに返答があった。

			『こちら右翼のエリス。了解しました。いつでも行軍の準備はできています』

			『セラリア様、それはいいのですが、被害とかはどうなりました？　見た感じ勝ったのは分かりましたが……』

			　ラッツから疑問が飛んでくる。

			　ああ、いけない、いけない。

			　ちゃんと報告して、全体の士気を上げないとね。

			「言い忘れてたわ。中央本隊の被害はなし!!　多少の負傷者あれど死者なし!!　我が方の完勝だ!!」

			『『『おお―――――！！！』』』

			　無線越しに雄お叫たけびが聞こえる。

			　よし、これで右翼は大丈夫ね。

			「で、左翼はどうなの？」

			『こっちも問題なし。セラリアとデリーユが先陣をきったのを見たときは、肝が冷えたぞ。大丈夫か？』

			「あら、心配した？」

			『当たり前だ。世の中、絶対大丈夫なんてことはないからな。過信はするな。危ないと思ったらすぐ下がれ。本来なら、俺一人で事が済むんだがな……』

			「それについては、ちゃんと説明したでしょ？」

			『ま、言ってることは分かるから、この戦いをＯＫしたんだ。セラリアの言った通り、こっちも前進して敵本隊を叩き潰す準備はできている』

			『セラリアお姉ちゃん!!　凄すごかったです!!　かっこよかったです!!』

			『セラリア姉さま!!　本当にかっこよかったです!!』

			『……セラリア、凄いわ』

			　ユキの後に続いて、私の可愛かわいい妹たちの声が聞こえる。

			「ありがとう。２人とも無理しちゃダメよ？　ユキとラビリスの言うことをちゃんと聞くのよ」

			『『はーい!!』』

			「ユキ、そっちこそ油断して、２人に怪け我がさせないようにね」

			『分かってる』

			『……まかせて』

			　無線が切れる。

			　あとは、進軍の合図を待つばかり。

			「セラリア様。進軍の宣言を」

			　クアルがそう言って、後方に下がる。

			　さて、本番はこれから。

			「全軍に告げる!!　敵本隊へ前進を開始!!　接敵後、各々の判断で敵を殲せん滅めつせよ!!」

			「「「おお―――！！！」」」

			　覚悟しなさい、愚おろか者ども。

			　その傲ごう慢まんなすべてを、完かん膚ぷなきまでに潰してあげるわ!!

		

	
		
			第68掘　大事な場所を守るため

			　

			　ｓｉｄｅ：エリス

			『全軍に告げる!!　敵本隊へ前進を開始!!　接敵後、各々の判断で敵を殲せん滅めつせよ!!』

			　セラリア様から進軍の指示が出ます。

			　さあ、いよいよです。

			「これより右翼は本隊と足並みを揃え、敵左翼を正面より粉砕します!!」

			　私がそう宣言すると、右翼の総勢１４０名が前進を始めました。

			　私たちの部隊は魔物を主力とした、志願兵がいる部隊です。

			　わずか２週間という短い期間でしたが、ロシュール国の移住者の中にも、このダンジョンを守ろうという志をもって私たちに協力を申し出る人がいました。

			　わずか30名、全体の約10パーセントではありますが、とても心強いです。

			　この30名の大半が男性なのは、ダンジョンの働き手を取ってしまうようで少し残念なのですが、しっかり女性も志願兵にいます。

			　志願兵たちは、この戦いの後、ダンジョンの軍部に取り込まれる予定です。

			　本来であれば、レベリングした私たち代表メンバーで事足りるのですが、皆の判断で志願兵の参加を認めました。これからのダンジョンのために。

			「さて、志願兵の皆さん。皆さんの役割は、あくまでも魔物のフォローです。彼らの方が今はまだ強いですからね」

			　ラッツがそう志願兵たちに声をかけていきます。

			「皆も訓練で強制的にレベルだけは上げたけど、技術が全然足りてないからね。向こうの兵士よりステータス上は強いけど、絶対無理はダメだよ。そういうことは僕たちに任せて」

			　リエルも、そんな風に注意を促うながしています。

			　そう、ダンジョンの機能を使ってレベリングしたのは、何も私たち代表だけではありません。

			　無論、私たちは優先的にレベル１００台まで引き上げましたが、志願兵たちもレベルは40台まで上がっています。

			　熟じゆく練れんの兵士並のレベルです。

			　しかし、リエルが言う通り全然技術が追い付いていないので、ちゃんと訓練を受けている兵士であれば、半分以下のレベルでこの志願兵たちを翻ほん弄ろうできるでしょう。

			　私たちが、このダンジョンを守ろうと立ち上がってくれた人々をしっかり守らないと。

			　こんなふざけた争いで失われていい命ではありません。

			　彼らは、今後の未来を担っていく人たち。

			「……エリス。敵左翼がもう目の前」

			　カヤが告げました。

			「各部隊に通達!!　これよりエリスが率いる右翼は、敵左翼を殲せん滅めつします!!　各代表を中心に、突出しないように正面から敵を削り取ります!!」

			「「「おおお――――！！！」」」

			　雄お叫たけびが上がる。

			「ラッツ、ミリー、トーリ、リエル、カヤ、無理は禁物です。最悪の時はアレがあるので、負けはしません。冷静を努めてください」

			「「「了解」」」

			　各代表は、そのまま接敵戦闘を開始しました。

			「デリーユさんは万が一のため、ここで待機してもらっていいですか？」

			「構わんよ。妾わらわはなるべく手を出さないように言われとるからの。エリスの指示に従うぞ」

			　右翼中央は、私とデリーユさんが務めています。

			　ほとんど鉄壁の布陣です。

			　しかし、心の焦あせりは消えません。

			　幾らレベルが高いからといって、ラッツたちもそこまでは戦闘経験がないのです。

			　指定保護のおかげで、このダンジョン内では、攻撃を無効化できるのを確認しています。

			　でも、不安は消えません。

			　捕まったら？　もしも指定保護が効かない敵がいたら？

			　そんな考えが浮かんでは消えます。

			　その対処も含めて、ユキさんを中心に協議をして対策も練っていますが、不安は消えません。

			　あの人は、常にこんな気持ちでダンジョンに来る敵を迎え撃っていたのでしょうか？

			　正直、ユキさんのトラップで一いち網もう打だ尽じんにすればいいのでは、と頭の中では考えてしまいます。

			　ですが、セラリア様やルルア様の言う通り、こちらの実力を知らしめなければ、後々面倒になるのも分かります。さらに、この戦場はテレビ中継でダンジョンの移住者たちが見られるようになっているんですが、それによって移住者はダンジョンの一員だという意識が高まるし、私たち代表の力を見ることで、代表への求心力も高まるでしょう。

			　いろんな意味で、この戦いは必要なのです。

			「のうエリス。そろそろ、後方の志願部隊に弓の合図じゃよ？」

			「あっ、はい。弓隊構え!!　味方を巻き込まないように後方を狙え!!　相手は大勢います。適当でも当たります。撃て!!」

			　私の合図で味方が弓を放ちました。

			「「「ぎゃゃあぁっぁあぁ！！？」」」

			　敵の叫び声が聞こえてきます。

			「何!?　魔物がまとまって弓を放つのか!?　まずいっ、前衛と距離をとれ!!　つめすぎっ……」

			　後方を引き連れて来た指揮官の叫び声が、途中で途切れました。

			「甘いよ!!　敵将、僕が……リエルが討ち取ったよ!!」

			　指揮官の声を聞きつけたリエルが、レベルアップで手に入れた信じられない速度で戦場を駆け抜け、その首を小太刀で落としました。

			　でも、その分リエルが孤立しました。

			　あのままでは囲まれます!?

			「誰か、リエルの援護に行けますか!?　１人で前に出すぎて……」

			　無線機で各代表に連絡を取ります。

			『まかせて!!　私が、ミリーが行くわ!!　ミリー隊、リエル隊と合流してリエルに追いつくわよ!!』

			　リエル隊の近くにいたミリーが隊を合流させて、一気に敵陣を真っ二つにします。

			「リエル、聞こえる!?　今、ミリーが援護に行ってるからなんとか合流して!!」

			『うわわっ、っと分かったよ。よっと、でも何とかなりそうかも？』

			「バカなこと言わないで。単独行動はあれほどダメだって言ったのに!!」

			『ごめん、ごめん』

			　リエルは囲まれてはいるようですが、まだ余裕がありそうです。

			『こちらトーリ。交戦中の敵は後退気味。このまま押し込みます!!』

			『……こちらカヤ。トーリと合流。私の相手をしていた部隊はほぼ壊滅。トーリと協力して押し込むわ』

			「了解しました。そっちは頼みます。ラッツ？」

			『こちらラッツ。ミリー、リエルの置き土産みやげの敵部隊が多いです。戦力的には拮抗中。こっちの数が少ない分、長い目で見れば不利ですね。おっと、そこ!!』

			　現在、敵左翼はミリー、リエルが前衛を突破。中央に噛みついています。

			　左翼前衛の半分は、トーリとカヤで間もなく殲せん滅めつ。

			　残り半分をラッツが押えています。

			「ほうほう、よくやるのう。１０００対１００でよく押し込む。ラッツは抑えであんまり活躍しておらんが、ミリーとリエルには何か鬼気迫るものがあるのう」

			　それはまあ、実際接敵しているのは倍ぐらいの数字ですからね。

			　各代表に20人？　匹？　配分して、横ばいで敵に当たっているんです。

			　相手は約１０００人なので、前衛に３００、中央に５００、後方に２００といったところでしょうか。

			　デリーユさんが、目を凝らしてミリーとリエルのいる方向を見ています。

			「見えるんですか？」

			「ああ、敵兵が多くて見づらいがの。それでも、敵兵はすぐに倒れるから分かりやすい」

			　私が目を凝らしても、よく見えません。

			　だけど無線からは……。

			『皆は円方陣で牽けん制せい!!　僕が周りを削っていくよ!!　どけどけ―――！！！！』

			『まったく、叱られたのに懲こりてないわね。背中を守る私の身になってよ。ま、このダンジョンを攻めてきてる相手に、手加減なんてしないけどね!!』

			　相手部隊は中央で守りを固めているので、リエルとミリーの２人は近くの敵に殴り込みをかけてるみたい。

			　中央は乱戦に近い状態で、弓矢での支援は危険。

			　なるべく早く、敵前衛を切り崩さないと……。

			「ええい!!　兎人族の雌めすに何を手こずっておる!!　相手は20匹のゴブリンを連れただけではないか!!　それなのに、我が陣を食い破られ、後方に被害が出ている……。何たる不始末!!」

			　ラッツが押えている場所で、髭ひげを生やした偉そうな人が吠ほえています。

			「せめて、その雌を捕まえろ!!　嬲なぶりモノにでもしないと割に合わんわ!!　よく見れば、それなりに綺き麗れいではない……か？」

			　男が不思議そうに自らの胸を見ます。

			　そこには、槍やりが深々と突き刺さっていました。さらに、馬上のその男に何かが飛びつきます。

			『あっはっはっは。お前なんぞに懸け想そうされても、気持ち悪いだけなんだよ』

			　無線からゾッとするような声が響きました。

			『まったく。冒険者と商人をしていた頃は、体を売ることも考えましたが、今はあり得ませんね。この体、髪一つから心までお兄さんのモノなんですよ』

			　ラッツがそう言い切ったところで、男の首と胴が離れて地面に崩れ落ちました。

			『いやいや、ついカッとなってしまいましたが。敵将、ラッツが討ち取りました!!』

			「「「おお―――!!」」」

			　よし、これで前衛の勝負はほぼ決しました。

			「ラッツ、聞こえる？　敵前衛は降こう伏ふく勧かん告こくを聞かなければ殲せん滅めつして」

			『え？　全員、殲滅するのでは？』

			「ええ、逃げている敵はね。敵対する意思のない者は敵ですらないわ」

			『なるほど。生き証人というやつですか？』

			「そうよ。こちらの戦果が凄すごくても、リテアに伝える相手がいないとね」

			『分かりました。私はこれから降伏した相手の監視ですか？』

			「お願い」

			　ラッツが降伏勧告をすると、敵前衛の生き残りの半数以上がその場で武器を捨てた。

			　残りは中央部隊へ合流しようと後退している。まあ、残りは30名もいないんですが。

			「トーリ!!　カヤ!!」

			『了解、殲せん滅めつします!!』

			『……ヤル』

			　２人はリエルとミリーに合流するついでに、後退している敵を文字通りすべて斬り捨てていく。

			「リエル、ミリー、そっちの被害は？　大丈夫なの？」

			『僕の方はちょっと……ゴブリンが３匹やられちゃった。戦闘不可能が７匹』

			『こっちは、死亡者はいませんが、戦闘継続不可能が５匹ほど』

			「リエル部隊は、半分くらい失ってるじゃない!?」

			『ああ、エリス、心配はいらないわ。私たち２人が暴れまわって、敵さんがこっちに手を出してこなくなってるの。だからこうして報告ができるんだけどね』

			「そうなの？　ミリー。なら現状を維い持じ。もうすぐトーリとカヤがそっちに行くわ。協力して敵中央を殲滅。消耗するのは避けたいから、武器を捨てれば攻撃しないと宣言して。後方から武装解除をしたラッツが行くから」

			　さあ、あとは左翼の中央を落とすだけ。後方の部隊は基本、支援とか回復のための人員ですから、戦闘にはならないでしょう。

			　今現在の被害は予想より軽い。

			　相手がこちらを舐めて、弓隊による支援射撃をしなかったのが幸いでした。

			　ん？　リエルや中央、右翼が戦っている場所とは別の所に砂さ塵じんが舞っています。

			　徐々にこちらに向かっているようです。

			「あの、デリーユさん。あれ、何かわかりますか？」

			「ん？　ほう、わざわざこの少人数を相手に別働隊で後ろをつくつもりか」

			「……この見晴らしのいい平原で？」

			「言うてやるな。向こうにとっては、セラリアを捕ほ虜りよにでもできればダンジョンも自由にできるからのう。ほれ、話してあっただろう？」

			「ああ、セラリア様を捕ほ縛ばくして、ダンジョンを隷れい属ぞく化かする話ですか？」

			「そうそう。ま、ダンジョンの実権を握る本物はセラリアではないのじゃがな」

			　デリーユさんが嬉しそうな顔で、敵の別働隊を見ています。

			　別働隊は方向から見て、セラリア様が率いる中央を狙っているようですが……。

			「……相手も気の毒に。ここで万が一中央を瓦が解かいさせても、セラリア様は絶対捕縛なんてできないのに」

			　指定保護とか帰還の指輪とか、まあいろいろで。

			　と、傍ぼう観かんしているわけにはいきません。

			「デリーユさん。あれの対処を、お願いできますか？」

			「ん、ここはいいのか？」

			「私も押し込みに加わります。まあ、弓での援護が主ですけど」

			「それがいい。志願兵は、そうそう死なせていいものではないからのう。じゃ、妾わらわはアレの相手をしてくるわ」

			「はい」

			　デリーユさんがさっそく空を飛んでいって、騎馬隊の中に突っ込むと敵軍兵士の身体が嘘のように飛び上がり始めます。

			　うん、やっぱりあの人は魔王です。

			「さあ、私たちも追いかけますよ!!」

			　私がそう言って前進の命令を出した途端……。

			『こちらリエル。左翼中央を粉砕!!』

			『粉砕ではないでしょう。トーリが中央の将を捕ほ虜りよにしたわ。ミリー隊は、このまま降伏しない敵を殲せん滅めつします』

			『……こちらカヤ。敵後方が、もう敵中央に合流してる』

			『まあ、判断は正確ですね。中央に敵が切り込んだ時点で劣勢と判断したんでしょう。あ、ラッツです。もう合流済みです』

			『えーと、この人どうすればいいんですか？』

			『首を刎はねればいいのに』

			『で、でも降伏しましたし……』

			　……もう、戦闘はほぼ終わってるみたい。

			「降伏した相手には寛容にお願い。セラリア様だって逃げる相手は斬り伏せても、降伏した相手は斬り捨ててないわよ。間違えないでね。私たちは敵を倒しに来たんだから。降伏した相手は敵ではないわ」

			　さて、中央か右翼に合流して残りの敵を殲せん滅めつしましょうか。

			　あ、でも私たちがこの速さなら、ユキさんの所なんてもう終わってるんじゃないかな？

		

	
		
			第69掘　地雷は踏み抜くもの

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　正直やっちまった。

			　何がって？

			　目の前の惨状がだよ。

			　そう、俺の目の前に広がるのは、ただただ屍しかばねの山。

			　ほとんど体がバラバラか、頭が消失している。

			　一番可哀想かわいそうなのは、死体すら残っていない……。

			「おい、ユキ」

			「あんだよ」

			「止めてこい」

			「俺に死ねと？」

			「いや、お前以外が行ったら、遺体すら残らねえからな。というか、お前が原因だろうが!!」

			「いやいや、原因というなら敵さんだろ？」

			　モーブとそんなふうに話し合いをしていると……。

			「うわあっぁあああん！！！」

			「「「ＧＯＡＡＡＡＡＡＡ！！！！」」」

			　アスリンの泣き声で配下の魔物の能力値がＵＰし、敵を塵ちりも残さず食い荒らしている。

			　もう、こえーっす。

			「兄様をバカに……するな！！！」

			　ボッ!!

			　フィーリアが怒りに任せて戦闘用の槌つちを振るうと、敵さんの頭部が兜かぶとごと粉砕される。

			　グロイっす。

			「……楽に死ねると思わないで」

			　ヒュンヒュン!!

			　ラビリスは以前もらった刀を絶妙に扱い、わざと即死しない程度に敵をバラバラにしている。

			　もう、鬼ですか？

			「頼むから、止めてくれ」

			「……へいへい」

			　まあ、いい加減にしないと敵本隊中央まで食らいつきそうだしな。

			　やれやれ、最初の対応をしくじったな。

			　そう思いながら、この戦闘の発端を思い出す。

			「さて、敵右翼が接近している。自軍の中央、右翼は真正面からぶつかるつもりだな。まじかよ。この人数差で防戦じゃなくて、真っ向から削り取るつもりか。まったく、セラリアの奴」

			　セラリアの通信のあと、頭を抱えた。

			　幾らこちらの戦力が圧倒しているといっても、わざわざ危険を冒して正面から挑むか。

			　いや、向こうにぐうの音も出させないつもりなのは分かる。しかし、これではこちら側にも絶対被害が出る。

			　セラリアの部隊は、まだいい。

			　軍人として、連携を取るのを忘れてないだろうから、単独で突出したりはしないだろう。

			　問題はエリスたちか。誰かが突っ込んで囲まれたりしないだろうな。……何事も経験だとは思うが、もうちょっとエリスたちには指揮官経験を積ませるべきだったかな……。

			　動かない俺を見て、モーブが痺しびれを切らした。

			「どうする？　中央や右翼と同じように突っ込むか？　俺は別にどうでもいいが」

			「いや、とりあえず、あえて降こう伏ふく勧かん告こくしてみる」

			「……相手をおちょくる気か？　普通ならこの人数で相手は負けるとは思わないぞ？」

			「まあ、相手の対応を見るのもあるが、時間を引き延ばせば中央と右翼が相手を叩き潰す。それを見れば、俺たちの実力も分かるだろう？　下手に全軍ぶつかる必要はないんだよ。こっちはアスリンやフィーリアもいるんだから」

			「なるほどな。俺たちが相手にバカにされるならされるで、いいわけだ」

			「その通り。そうだな、モーブとライヤと俺で敵に降こう伏ふく勧かん告こくに行こう。ラビリスとカースにはすまないが、アスリンとフィーリアを頼む」

			「分かったわ」

			「了解した」

			　そうやって俺たち３人だけが、敵右翼に接近した。声を張り上げる。

			「指揮官殿と話がしたい!!」

			「なんだ？　降伏なら受け入れるぞ？　それ以外は其方と話すことはない」

			　敵の中から、まあ無駄に豪華な鎧よろいを着た男が現れる。

			　いらねーだろ。あの装飾。

			「降伏に関してだ。こちらとしては、いきなり私たちが降伏するわけにはいかない。すまないが、我が軍の中央と右翼が壊滅した場合、そちらに降伏しようと思う。それまで、睨にらみ合いを続けてはもらえないか？」

			「このまま我らが貴様らを叩き潰してもよいのだが？」

			「それを選ばれるのならば仕方ない。我らも応戦するまで。見ての通りこっちの戦力は、ゴブリンとスライム、オークが中心だが、ブラッドミノタウロスが１匹いる。それなりの損害が出ることを覚悟して欲しい」

			「……なるほど。待てば、ブラッドミノタウロスと交戦せずに済むというのだな」

			　まあ、ある意味合ってるんだけど。

			　ミノちゃんはこの中じゃ、中間ぐらいの戦力ですよ？

			　だって、アスリンの護ご衛えいはスライムのスラきちさん。

			　フィーリアの護衛はゴブリンのスティーブ。

			　あれから訓練を重ねて、現在、共にレベル１０５。

			　アスリン、フィーリアに至っては、全員からの過保護な意見でレベル１５０超え。エリスたちが平均１１０程度。配下の魔物の平均が80ほど。志願兵はそのおかげで平均40と低め。

			　変わって、敵軍の主力はレベルが25前後。高くて50ちょい。

			　武装も一兵士は一兵士らしい装備。

			　こっちの武装は、妖精族のエンチャント武装が全員にいきわたっている。

			　ナールジアさんは「丁度いいので、性能を確かめてくださいな」と、合金で作った鎧よろいの実践テストができると言って喜んでいた。

			　まあ、ラビリスが持っているあの刀を、わずか１日で仕上げてしまう能力だ。１２０人分の装備一式など２週間もあれば簡単にそろえられるわけだ。

			　そんな感じで、あんたの損害が出ないという考えは間違っていない。

			　全体の戦力評価は間違ってるけどな。

			　ああ、武装に関しては妖精族の一品って分からないように、みすぼらしくしてある。

			　わざわざ、私たちは特注の装備ですよーって宣言する理由はねーからな。

			　ナールジアさんは少し不満らしかったけど。

			「理由を聞けば納得できますが……。今後、式典用とかで入用の際は、しっかり装飾の入ったのを作っていいですよね？」とか、立派な鎧よろいを作りたいみたいだった。

			　あれだろうな、職人の意地ってやつかね？

			　さて、相手さんは考え込んでるな。

			　もうひと押しか？

			「返答を聞きたい!!　このまま戦うのか、それとも睨にらみあいを続けるのか!!」

			「……よかろう。そちらの提案を呑もうではないか。しかし、私たちが何もしていないと思われるのも面白くない。ここで、このまま舌ぜつ戦せんという形を取りたい」

			「我らを説得していたという体ていですか？」

			「その通り。それならば、我らの功が認められるだろう。ただの睨みあいで他方が決着して、そちらがこちらに降くだるより、私が説得したということの方が好ましい」

			　ま、そりゃそうだろうな。

			　向こうは自分たちが負けるとは、まったく思ってないだろうからな。

			　１０００対１００の試合ですからな。

			　相手の総兵力は約５０００。

			　こっちは総兵力、約３５０ほど。

			　普通なら勝負にもならない。普通ならな。

			「しかし、意外だな。貴様がユキか？」

			「そうだが？　何か？」

			「いや、弟は手が付けられないほどの猛も者さだというのに、貴様は兄のくせに戦いもせず、勝敗が決するまで待ったあとで降伏とは、まったく情けないものだ。いや、ある意味、貴様が弟を言い含めてくれて助かった。あの猛者をこの戦場に送れば、それなりに善戦しただろうに。わざわざアルシュテールの護ご衛えいに送るとはな」

			　相手さんには、俺がバカなことをしたように見えるのだろう。笑いながら言う。

			「アルシュテールを守れば、交こう渉しようが上手くいくと思ったのか？　残念だったな。アレは、このダンジョンの攻略が済めばすぐに引きずり降ろされる。まったく、セラリアの脅おどしに屈しおって。そんなもの、適当に魔王に責任を擦なすり付ければいいことよ。バカなことをしたな。このダンジョンと大聖堂を繋ぐとは……」

			「どういう意味だ？」

			「分からんか？　やはり弟は凄すご腕だが、お前はバカなようだな!!　簡単だ。我らが攻めてダンジョンを落とせば、どこにも情報は漏もれない!!　普通なら遠くまで遠征しなければいけないところを、わざわざ繋いでくれて助かったぞ!!」

			「こちらが既にロシュールに連絡を取っているとは思わないのか？」

			「ありえんな!!　ちゃんと連絡が行っているなら、なぜ、わざわざセラリアが出てくる!!　戦の前に使者を送って繋ぐのが普通であろう。しかも、この少人数での我らとの戦。独断だろう？　あの戦馬鹿の姫のことだ。上手くいったときの名誉に目が眩くらんだのだろうさ」

			　うおー、すげー。筋が通ってる。

			　なるほど、反対派はそれを理由にこちらに進軍してきたんだな。

			　ま、連絡を取らなかったのは、ルルアの扱いのため。

			　少人数なのは……これで十分と判断したから。

			　いや、多くできるんですけどね？

			　ここ最近住人が増えて、ＤＰがっぽりですから。

			　正直、ブラッドミノタウロスを１０００体呼んでも大丈夫。

			　ランク落とすならゴブリン、スライムを１万体は余裕。

			　ま、無駄なんでそんなことしないけど。呼んだ暁には、そいつらの住処とか小ダンジョンへの職業斡あつ旋せんをしないといけないじゃん。

			「しかし、貴様もつくづくバカで愚おろかだな。周りには冒険者を数人雇うだけ。後方には、ブラットミノタウロス以外はゴブリン、スライム、少し強くてオークか。そんな戦力でよくよく挑む気になったものだ」

			　相手は、こちらの戦力を確かめながら笑う。

			　そして、ある一点で目が留まった。

			「しかもだ。こんな戦場に、幼子まで連れてきてからに。まあ、見た目は可愛かわいらしいな。将来は喰えば、さぞ美味うまかろう」

			　……うへぇ、ロリコンですか。

			　内心そう感想を漏もらしていると、後方から変な気配がして振り返ると……。

			　配下の魔物が、赤いオーラ（？）で覆おおわれていた。

			「……な」

			「……です」

			　ん、アスリンとフィーリアがなんか言ってるな？

			「お兄ちゃんを……!!」

			「兄様を……!!」

			　俺？　俺が何？

			「「バカにするなぁぁあぁぁあぁあああ!!」」

			　２人の泣き声のような叫びに魔物たちが呼応し、雄お叫たけびをあげて突っ込んでくる。
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			「ちょっ!?」

			「はっ!!　やはり、油断させてこちらを叩く気だな!!　だが甘い!!　そんなのはお見通しよ!!　弓隊構え!!　盾隊、敵は少ない。しっかり防いでみせろ!!」

			「「応おう!!」」

			　敵がしっかりと指揮官に答える。

			　しかし、現実は甘くない。

			　まず、盾隊が一気に吹き飛ぶ。

			「「「ぴきっ――――!!　（アスリンとフィーリアを泣かすなんて、いい度胸じゃねえか!!）」」」

			　スライム隊の一斉砲丸タックル。

			　ステータスにモノを言わせ、攻撃力と素早さを合わせたおっかない一撃である。

			　スラきちにいろいろ個人技を教えたら、周りにも教えてたらしい。

			「なっ!?　バカな!!　弓隊放て!!」

			　それなりに優秀な指揮官ではあるらしい。この不可思議な状態でも指示できるのは、凄すごいと思うよ。

			　本来、指揮官の指示通りに弓矢は俺の頭を通り越して、まだ動き始めたばかりの左翼本体に矢の雨が降り注ぐはずだった……。

			「あ、ありえん」

			　降り注ぐはずの矢の雨が、空中で何かにぶつかったように失速して、ぽとぽとと地面に落ちていく。

			「「「ぴきっ――――!!　（矢で嬢ちゃんたちを狙うたぁ、腐ってるな!!）」」」

			　そう、空中に自分の体を広げて、飛び道具対策をしているスライム部隊がいる。この部隊は全軍に均等にいるので、弓矢の応戦になっても、こちらの被害はほとんどなくすことができるのだ。

			　あ、スライムのボディは魔力に応じて伸縮ができるらしい。

			　スラきちさんは、あのボディが気に入ってるので、基本あのままだが、魔力量からすれば、大体訓練棟ぐらいの大きさにまでなれるのは確認した。

			　だから、防衛スライムはそんなに数が多くなくても敵の攻撃を防げる。

			　無論、飛び道具どころか直接攻撃しても、スライムの防衛を突破することは厳しいだろうが。

			「ああぁぁぁぁぁあああ!!」

			　ボッ!!

			「は？　あ、あぎゃぁあぁああ!!」

			　乗っている馬ごと、目の前の敵さんの足が吹き飛んだ。

			　気が付けば、戦闘用の超重量槌ついを振りぬいているフィーリアが目の前にいた。

			　そして、そのまま敵の中へ駆け出す。

			「お、おい!!　フィーリア!!」

			「ゴブ!!　（こっちは任せといてくださいっす!!）」

			「いや、止めろよ!!」

			「ごふー（あ、それは無理っす。泣く子には勝てねえっす）」

			　スティーブ率いるゴブリン隊が、フィーリアを守るように敵を粉砕していく。

			　フィーリアも槌を振るって、主に敵の頭を消失させている。

			　敵はほとんど対応できていない。最初に飛びこんだスライム隊が、暴れに暴れているようだ。

			「あ、足が!!　私の足があぁああぁあぁぁ!!」

			　あ、生きてたのね？

			　もう、どうでもよくなってたわ。

			「……あら？　足だけでは足りないかしら？」

			　ヒュン。

			　そんな音がすると、叫んでた指揮官の両腕の肘ひじから先が落ちる。

			「ぎゃぁあぁぁああ!!　腕がっ!?」

			「……少し残しておいたのが不満なのね？　全部切り落としてあげるわ」

			　腕が肩から完全に切断される。

			「……そのまま死ぬまで苦しみなさいな」

			　ラビリスが納刀しないで、そのまま敵がいる方向に足を進める。

			　次々に敵の手足が吹き飛んでいく。

			「……苦しみなさい!!　私たちの大事なものを侮辱したのだから!!」

			　ラビリスにしては珍しく大きな声が、こちらまで届く。

			　これが、この地獄の始まりである。

			　現状報告、敵右翼は文字通り全滅。生き残りなし。

			「アスリン、大丈夫だから!!　俺はあんなこと言われても気にしないから!!」

			「ダメでずぅぅ!!　お兄ちゃんをバカにする人は、悪い人なんです!!　うわぁああぁあん!!」

			　まず止めに入らないといけないのは、魔物の戦意を異常に高めているアスリン。

			「いや、ほら。俺だって、学校でもみんなからバカにされてるよ？　変な人だーってさ？」

			「違うんですぅ!!　みんな本気で言ってないでずぅ!!　でも、あの人たちはお兄ちゃんを本気でバカにじでだんでずぅ!!　ゆるぜない!!　ひっく、えぐっ!!」

			「「「ＧＯＡＡＡＡＡＡ！！！！」」」

			　アスリンが泣く度に、魔物の雄お叫たけびが上がる。

			『ちょっと、お兄さん!?　何が起こってるんですか!?　魔物たちが言うこと聞かないんですけど!!』

			　ラッツから、慌てた様子で連絡が届く。

			『中央も、ユキの方からフィーリアやラビリスを筆頭に魔物がなだれ込んできて、蹂じゆう躙りんしているわ。何があったの!?　まさか、アスリンが!!』

			『ちょ!!　お兄さん、アスリンは無事なんですか!?』

			「落ち着け。アスリンは無事だ。どこも怪け我がしてない。でも、ちょっと驚いて泣いてしまった。それで魔物の気が高ぶってる。降伏した相手は、なるべく戦場から遠ざけろ!!　アスリンが落ち着くまで、降伏してる状態なんか気にせず蹂じゆう躙りんするぞ!!」

			『……なるほど。フィーリアやラビリスも激げつ昂こうしてるし、ユキがバカにでもされたのかしら？』

			「セラリアお姉ぢゃん。お兄ちゃんが、バカにされたんでずぅ!!　無能だって!!　何も考えてないって!!　ゆるぜないですぅ!!　お兄ちゃんばバカじゃないです。私たちを助けてぐれだんでず!!　優しいんでず!!　お腹いっぱい、皆が笑ってくれるように頑張ってるお兄ちゃんは、バカで愚おろかじゃないんでずぅぅ!!」

			　無線の声が聞こえてたのか、アスリンがセラリアに向かってそう答える。

			　しゃくりあげて、もう顔はくしゃくしゃ。

			　どう宥なだめたものか……。

			『……ユキは、しっかりアスリンを宥めてなさい。私たちも敵を殲せん滅めつする!!　もう降伏も認めない!!　相手は、こちらの思想を笑う愚か者であった!!　慈悲などいらない!!　……人の旦那をバカにするとは、いい度胸じゃない!!』

			『こちらエリス。了解しました。これ以降の降伏は認めず、敵を殲せん滅めつします!!』

			『普段穏やかな、あのアスリンがこれだけ泣くってことは、余程のことを言ったんでしょうね。……ああ、想像しただけで頭にきますね。……手加減なんてしません』

			『アスリンを泣かせるなんて!!　僕は許さないよ!!』

			『あ、待ちなさい!!　さっきから突出するなって!!　ええい、今度は魔物の部下もいないのに!!　私はリエルを追いかけるわ!!』

			『……ミリー、私も行くわ』

			『私もです!!』

			　ああ。全員、殲滅態勢に入ったよ。

			　結局、アスリンが落ち着いたのは、敵本隊中央が落ちるのとほぼ同時だった。

			　やべー。大規模戦闘じゃ、一番危ないのはアスリンか。

			　魔物たちが、俺の言うことも聞かなくなったしな。

			　ま、味方への攻撃はないみたいだから、上手く使えば便利かもな。

			　でも、今後は全員、アスリンを泣かせるのに反対するだろうな……。

		

	
		
			第70掘　後始末

			　

			　ｓｉｄｅ：アルシュテール・リテア

			「よろしいのですか？　あのような強行を認めてしまって？」

			　ロシュールとの交易支持派の１人が、私に声をかけてくる。

			「いいのです。実際、セラリア様も今回は、あのような勢力が出てくるのを見通していました」

			「ならば、あのような少数戦力で……」

			「それは予定通りですよ」

			「は？」

			「これで反対派が失敗や全滅すれば、私の判断が間違っていないと認められます。しかし、相手がダンジョン側の戦力を実際に体験しないままでは、後々問題が出てきます」

			　私は、ユキさんに言われた通りの言葉を並べて説明します。

			　反対派の軍事行動を認めたのは、後腐れがないようにするため。さらに、私への不満を持つ勢力の排除も含んでいると。

			「ほぉ～。それは素晴らしいですな。予定通り反対派の軍が失敗ないし、全滅などすれば、どうとでも罪状をつけられますな。なるほど、セラリア様の方も、実は隠している戦力がおありなのですな？」

			　彼は反対派ではないが、偵てい察さつによってロシュールのダンジョン防衛軍が４００に満たないことを知っている。

			　そして、反対派の戦力が約５０００人だということも。

			　だから、偵察でもたらされた情報は、ダンジョン軍による策略だと思ったのだ。

			　当然の思考だと思う。

			「いえ、セラリア様は、あくまでもあの戦力で反対派の軍を相手にするつもりです」

			「御冗談を。あの戦力では勝負にもなりませんぞ？」

			　ええ、勝負になりませんとも。

			　反対派が簡単に全滅します。

			「ああ、そこのキユ殿が戦場に向かい、後方から攻めたてるのですな？　それならば、相手は混乱して引かざるを得ないでしょう。キユ殿、ご心配なさるな。アルシュテール様は我らがしっかりお守りします。心置きなくあの反対派を撤退に追い込んでくだされ!!」

			　キユさんを見た彼は、閃ひらめいたとばかりに予想を披露する。

			　まあ、キユさんが後方から攻めれば、さらに殲せん滅めつ速度が上がるでしょうね。

			「いえいえ。僕は言っての通り、今回の戦いには参戦しませんよ。あくまでも、僕はアルシュテール様の護ご衛えいで、ロシュールとの仲介役ですので」

			　キユさんが、やんわりと否定した。

			　この場面だけ見れば、彼が強いなんて見えないのだが、ここに来た……いえ、セラリア様の宣言を伝えたときはトンデモありませんでした。

			　反対派は予想通り激げつ昂こうして、使者であるキユさんを見せしめとして殺した後、私を引きずり降ろす材料にしようと思ったのでしょうが……。

			　キユさんに飛びかかった者、あるいは私に害を加えようとした者は、あっという間に叩きのめされ、牢獄に送られました。

			　キユさんがいなければ、その場で聖女の座を降ろされていたことでしょう。

			　とりあえず、キユさんたちのおかげで、上層部の中に、私の言葉を信じる交易賛成派が多数できました。

			　もとより、友好関係を築きたい妖精族もダンジョンに住んでいるのですから、普通に賛成派も多数いました。

			　ルルア様のお力は、素晴らしいです。

			　ですが、どこにも反対する者はいるようで。

			「ロシュールに頭を下げる必要なぞない!!　我らがエルジュ様を暗殺しようとした証拠などない!!　これは明らかに脅おどしだ!!　それに付け加え、ダンジョンなどという危険極まりない所に妖精族を押し込めるなぞ、正気とは思えん!!　ダンジョンを殲せん滅めつして妖精族を助け出した後、いらぬ疑いをかけるセラリアを捕ほ縛ばくし、ロシュールに賠ばい償しようを求めるべきだ!!」

			　なんて、まあ、もっともらしいことを言って反対派を糾きゆう合ごうしていました。

			　で、一番の問題の難民についてですが。

			「他国に送る必要もない。それに資金を出すなぞ愚おろか!!　アルシュテール様は、気を確かにもってください。ここにいる難民は自ら選んだのです。自らが自分を救うべきであって、我らが救済するべきではないのです!!　それに、国としてちゃんとするべき救済措置――炊き出しや救護措置は行っております!!　これ以上は民がつけあがるだけです!!」

			　まあ、それも一理あります。

			　仕事を求めても職に就けず、難民になった者も多数いるでしょう。

			　でも、それだけが理由ではありません。

			　吠ほえ続ける反対派相手に、クラックが事前に調べ上げたリテア国のお金の流れを記した書類を見せます。

			「この記載されているお金は、もうすべて……いえ、ほとんどが私用に使われていて回収できませんでした。このお金が正しく使われれば、確かに難民全員を救うには至らないでしょうが、半数以上はどうにかなったでしょう。これでもちゃんと救済していたなどと言えますか？」

			「そ、それは……」

			「もちろん、この件に関わった者は全員処しよ罰ばつ……極刑に値します。で、難民のことは私たちが一時的に支援すれば、あとは向こうでどうにでもすると言っているのです。この目で実際、ダンジョンの街を見てきましたが、生きていくには十分でしょう。それに、ここで死んで疫病の原因にでもなられたら困るのです」

			「なぜ、人が死ぬと疫病などに？」

			　私がダンジョンに難民を送る利点をあげていくと、疫病関連の話で首を傾げる者が多数いました。

			　私もユキさんに教えられて初めて気が付きましたが、教えてもらえば納得です。

			　腐った物を食べれば、お腹を壊す。だから腐った物は処分する。

			　その当然のことを、周りに言って聞かせます。

			　死体を食べる鳥や、ネズミが疫病の原因なるということも。

			「なるほど。道理ですな。アルシュテール様が言ったように、ダンジョンへ難民を送ればこちらの疫病の心配もなくなりますし、セラリア様が欲しがっている街の労働力も確保できますな。

			　これはセラリア様の話に乗るべきではないか？　これは脅おどしでもなんでもないぞ？　交易についても、ここから繋がっているダンジョンとなら、長い距離を運ぶよりずっと安全だ。しかも、妖精族の一品が手に入る」

			　１人がそう言うと、うんうんと頷く者が多く現れる。

			　しかし、これでも頷かない者もいる。

			「ええい!!　惑わされるな!!　ダンジョンを使って、我らを殺そうとしているのやもしれん!!　それに、我が国民を他国に護送するなぞ、我らが民を扱いきれないと諸外国に喧けん伝でんするようなものではないか!!　さらに、ルルア様は戻ってきていない!!　これは明らかな人質だ!!」

			「そうだ!!」

			　国として、簡単に頷けないことではある。

			　だから、セラリア様はこの案を残していたのだ。

			「反対する者の意見も分かります。ですが、反対派は少数。議会は交易をする方向で行きたいと思います」

			　私がそう言うと、反対派以外は納得した様子。

			「ぐっ!!」

			　反対派は屈辱のあまり顔を歪ゆがめている。

			　ユキさんが言った通り、こうした人々をリテア内部に残すのは要らない火種ですね。

			「しかし、セラリア様から提案をいただいております。此こ度たびの件で、反対派を少数だからといって無視すれば、後々要らぬ問題を残すと。そこで、不満がある者は我がダンジョンに攻めて来るがいいと」

			「なんと!?」

			「そこでセラリア様を討ち取れるのであれば、ダンジョンを好きに使えばよいとも。私としては、争いは好むところではないのですが、万が一、リテアがダンジョンを制圧できるのであれば、それは物もの凄すごい成果となるでしょう」

			「ほう、アルシュテール様は攻めるのをお認めになると？」

			「それで、不満がなくなるのであれば」

			　こうやって、わざと反対派が膨れ上がる後押しをして、邪魔者を集めて殲せん滅めつする。

			　これが、ユキさんとセラリア様がたてた作戦です。

			　セラリア様が率いるダンジョンの防衛軍が少ないのも、反対派に油断させるため。

			　そして今、目の前で、ダンジョンの力を知らしめる戦いが始まっています。

			　私がいる部隊は、反対派とは別の１００人前後の視察隊。

			　結果を見届けるため、リテア上層部のほとんどが参加しています。

			　この中には、反対派の軍を推し進めた筆頭もいます。

			「さあ、アルシュテール様。我が軍がセラリアをひっ捕らえてくるでしょう。そのときは、貴女の無能さの証明ともなる。聖女の座は降りてもらいますからな。このような簡単な駆け引きもできぬ小娘はいらぬわ。わっはっはっは!!」

			　大声で私を糾きゆう弾だんする反対派の代表。

			　ですが、そんな余裕も２時間後にはなくなっていました。

			　だって、彼が自慢していた軍は全滅していたのですから。

			「う、うそだ……」

			　反対派の代表が茫然として、セラリア様が率いるダンジョン防衛軍が目の前に迫ってくるのを見つめています。

			「ありえない!?」

			　たった２時間で、命からがら退却して、この視察隊に合流できたのは１００人ほど。

			　彼らは、もう恐慌して話せる状態ではありません。

			　仕方ないことです。

			　だって実力差があり過ぎたから。彼らはただ狩られる獣けものに過ぎなかったのです。

			　ですが、これは今後平和な世のために、必要な犠牲……。

			「さて、私たちの実力は分かってもらえたかしら？」

			　私たちの前に、悠々と歩いてくるセラリア様たち。

			　全身が、返り血を浴びて真っ赤に染まっている。

			　その姿を見て、私とキユ以外は息を呑みました。

			「はい、私たちはセラリア様の言う要求を受け入れ、交易をさせていただこうと……」

			「だ、だまれ!!　きっと、何か罠わなだ!!　そうだ、そうに違いない!!　そうでなければ、５０００人が４００人足らずに負けるわけがない!!」

			　私の言葉を遮さえぎり、反対派の代表がまくしたてる。

			「見れば小娘だらけではないか!!　こんな女子供が、我が軍を打ち破れるわけがない!!　私がこの場で叩き斬ってくれるわ!!」

			　錯さく乱らんしたのか、剣を抜いてセラリア様に切りかかる。

			　とっさのことで私は止められなかった……が。

			「あ、ぎ？」

			　そんな声が彼から響くと、剣から鎧よろいを含めて真っ二つになって地面に崩れ落ちる。

			　そのあとには、妙な剣（？）をいつの間にか抜いていたセラリア様が無表情で立っていた。

			「アルシュテール。今のことは一応、今回の戦いのうちってことで処理してあげるわ。反対派なんでしょう？」

			「は、はい!!」

			「じゃ、さっさと難民救済政策を進めなさいな。こっちの約束も、予定通り１週間後から始めるわよ。遅れないように」

			　そう言って、セラリア様は剣を鞘さやに戻し、軍を引きつれて戻っていった。

			「今回のロシュールのダンジョンとの交易に関して、反対はもういませんね？」

			　そう言って、後ろで茫然としている上層部に聞くと、ようやく我に返ったのか、皆、その場でガクガクと首を縦に振った。

			　後日、リテア上層部の会議の結果。

			　セラリア様に対するお詫びということで、反対派の代表が所有していた財産をすべてダンジョンに譲渡することが、勝手に決まってしまった。

			　余程、セラリア様が怖かったらしい。

			　……手続きでいろいろ大変になるわ。

			　後始末が余計に増えた……頭が痛い。

		

	
		
			落とし穴５掘　弱点

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			「いや、俺はあんまりお酒が飲めないんだよ。……違うな、飲めるけど飲みたくないだな」

			　その言葉に、私はピーンときました。

			　お酒を飲ませれば、お兄さんが前後不覚になって、欲望をさらけ出すと!!

			　だって、あの発言。実際はお酒飲めないけど、強がってますよアピールです!!

			　しかし、今この場でお酒を強要しても、いろいろ準備が足りません。

			　なので、今回は……。

			「そうですかー、残念です。でも、機会があれば一緒に飲みましょう。飲めないわけじゃないんでしょう？」

			「まあな。そうだな、飲めないわけじゃないんだし、機会があれば一緒に飲むか」

			　よしっ!!

			　お兄さんに約束させましたよ!!

			　変に強がるから断れないですよね。

			　そして、私たちは深夜、寝ているお兄さんのをペロペロした後、宴会場に集まりました。

			「なんじゃ、ラッツ。妾わらわは正直、咥くわえたかったのじゃが……」

			「デリーユ、聞き捨てならないわね。いくら貴女でも、そういうのは本妻が先に決まってるじゃない」

			「ほう、お姫様はそういうことは嫌うと思っていたのだが」

			「あら、夫の喜ぶことなら苦なんてないわ。別に、ペロペロは好きよ、私。って、デリーユだって元は王族でしょうに」

			「ああ、言われて思い出したわ」

			「はいはい、今日の報告はいいです。正直、私も今からお兄さんのをペロペロしたくなるのでやめてください」

			「ラッツの言う通り。やめてください」

			「そうだよねー。僕、我慢できないよ？」

			　現在、お兄さんへのペロペロ同盟は、セラリア様、デリーユさん、私ことラッツ、ミリー、リエルで結成されています。

			　ああ、アスリンとフィーリア、ラビリスもいますが、なにせ年少組ですからね。

			　深夜の会議には参加できません。というか、おねむの時間です。

			　エリスとトーリも私たちのことを知ってはいますが、こういうのはやめておくそうです。

			　２人は面と向かって告白されたいらしく、後日、お兄さんを焚たき付ける必要があります。

			　言い忘れていましたが、ペロペロ提案はセラリア様発です。

			　あの初めての会話後、個人的にコールで会話した際、お兄さんの欲求不満を解消してあげようということで〝同盟〟が始まりました。

			　セラリア様って、こう見えて気さくでいい人です。

			　私たち妾めかけにも普通に接してくれますしね。

			　と、そんなことはどうでもよいのです。

			「話がずれましたね。今日集まってもらったのは、お兄さんにお酒を飲ませようという計画のためです」

			「「「？」」」

			　皆、私の発言に首を傾げます。

			　まあ、いきなりすぎましたか。

			　仕方ないので、今日の出来事を皆に話していきます。

			「……なるほど。それはラッツの言う通り、お酒に弱いとみるべきね」

			「じゃのう。そのセリフはどう見ても強がりじゃ」

			「へー、ユキさんもそういう可愛かわいいところあるんだぁ」

			「僕もそう思うよ!!　冒険者やってた時、そんな強がり言う人に限ってお酒弱いんだよね」

			　ここは全会一致ですね。

			「そこで私は、お兄さんに日取りを決めて皆でお酒を飲もうという約束を取り付けました」

			「「「！！？」」」

			　その言葉で全員が驚いた顔になり、思考し、にやりと笑います。

			「そうです。お兄さんが酔って前後不覚になれば、本音を吐くやもしれません。いえ、私たちのことは好いているのですから、運が良ければそのままベッドです」

			「「「ゴクリ」」」

			「ですが、酔っての出来事。これを可とするのは人それぞれでしょう。そこで皆さんに相談したんですよ」

			　皆の顔を見渡す。

			「妾わらわは問題なし!!　いい加減我慢の限界じゃからのう!!」

			「私も大丈夫です!!　既成事実、万歳!!」

			「僕も……うーん、妊娠すると警備できるかな？　でも、したいんだよな～」

			「何を言っておるか、リエル!!　ユキが妊娠した程度で冷たくなるわけがない。むしろ喜んでくれるぞ!!」

			「そうですよ!!　人数は多い方がいいんです!!　丁度、おっぱいも大・中・小と選より取どり見み取どり。さらに、美乳ときました!!　ユキさんの理性を吹き飛ばしますよ!!」

			「だよね!!　僕も賛成!!」

			　これでデリーユ、ミリー、リエルの３人はＯＫと。

			「さて、問題はセラリア様ですが。どうでしょうか、私たちが先にしてしまってもよろしいので？」

			「「「あ」」」

			　３人は、一応セラリア様が本妻だということを思い出したらしい。

			「別に、愛情に上下なんてつけないわよ。まあ、私もその宴会には加わるから、きっと私が一番にユキに組み敷しかれるでしょうね」

			「ほう」

			　少しイラッときましたよ。

			「その挑戦、受け取りましたよ？」

			「ええ、その方が張り合いがあるわ」

			「「「ふふふふふふ……」」」

			　全員が敵となった瞬間です。

			　まあ、宴会までは協力しますが。

			　そんなこんなで、宴会当日。

			　エリスとトーリは参加せず。

			　やはり、２人とも乙女おとめでした。

			　まあ、「「うらや……な、なんでもありません」」ぎりぎりで踏みとどまってましたが。

			　別の意味でも、２人が参加しなかったのは良かったかもしれません。私たちが明日、足腰がもつか心配ですので。

			　ちゃんとお兄さんが全員を相手できるように、そういうお薬も仕入れておりますとも。

			　いや、セラリア様が持ってただけなんですけどね。

			　ああ、ラビリスも参加したそうでしたが、結局、アスリンたちと一緒がいいらしく不参加です。

			　そして、なぜかナールジアさんも飲み会に参加。私たちがそういうことをするのは伝えてあるので、そのときには出ていくそうです。

			　多分、ミリーが声をかけたんでしょうね。あの２人、お風呂とか、お酒で意気投合してますから。

			「よし、今日の参加者は集まったな。エリスたちには後日、埋め合わせをしないとな」

			「ええ、ですが、今日は飲みましょう」

			「そうだな。とりあえず、ＤＰでいろいろ出しといたぞ」

			　お兄さんの前の長机には、いろいろなお酒が並んでいます。

			　後ろには氷が山ほど、そして水割り用のお水と、まあ凝ってますね。

			　おつまみは全会一致で焼き鳥一式。

			「とりあえず、こういう宴会では、同じ飲み物を最初に皆で飲むのが、俺のところのルールなんだが？」

			「私たちの大陸もそうですよ」

			「そうか、なら……そうだな、恵比○ビールで乾杯するか」

			「いやっほー!!　恵比○!!　恵比○!!」

			「ジア、よかったわね。貴女、恵比○好きだもんね」

			　ナールジアさんとミリーの２人は、ビール派でしたか。

			　ですが、テンション上がりすぎです。

			　そうやってワイワイやりながら、皆にジョッキがいきわたりました。

			「さあ、ユキ、貴方が音おん頭どをとって」

			「俺か？　うーん、そうだな。皆のおかげでここまで来れた。ありがとう。そして、これからもよろしくな!!　これからの益々の繁栄を願って……」

			「「「かんぱ―――い!!」」」

			　全員が、まずはジョッキを一気に飲み干します。

			　くくく、お兄さんは一体どれだけ耐えられるのですかねぇ？

			「くは―――!!　美味おいしい!!」

			「この１杯がたまらない!!」

			　黙れ、この酒乱ども。

			「あら、どうしたの、デリーユ？」

			「……いや、こうやって大勢と、妾わらわのことを知っていながら飲むのが何か嬉しくてな」

			「大丈夫!!　これからも僕たちがずっと一緒だからね!!」

			「……ありがとう、リエル」

			　デリーユさんは今までの道中、大変でしたね。

			「ふぅ」

			　気が付くと、お兄さんはジョッキを空にしていました。

			　おや、意外ですね。

			　一気飲みできるとは思わなかったのですが。

			　まあ、畳みかければいいだけです。

			「お兄さん、お兄さん。ほら、おかわりですよ!!」

			「……ああ。ありがとう」

			　ふふふふふふ、少し間がありましたね。

			　ダメですよ。そんな分かりやすい反応しちゃ、押し倒したくなります。

			　残念ですが、理性が吹っ飛ぶまで飲んでもらうとしましょうか――

			　

			　……何を間違ったのでしょうか？

			「くかー」

			「まだのめるぞー!!　すうー」

			　酒乱２人は、もう爆睡。

			　いい酒を飲み放題ですからね。

			「妾わらわはまだのめるぞー!!」

			「あら、デリーユが３人に見えるわ？」

			「僕は～、おっぱい小さいけど、女の子なんですよ――!!」

			　デリーユさん、セラリア様、リエルの３人はもう正常ではありません。

			「うっぷ……」

			　私は口を押えて、こみ上げるモノを何とか押しとどめます。

			　飲みすぎた……。

			　そして、皆の目的のお兄さんは……。

			「さすがにお開きだな。皆、楽しめたようで何よりだ」

			　なんでケロっとしてるんですか!?

			　飲んだ量だって、ナールジアさんやミリーと競ってたから半端な量じゃないはずですよ!?

			　なのに足取りはしっかりして、後片付けを軽くして、皆を私たちの自室へ運んでくれます。

			　私も自分では歩けそうになかったので……情けないことに、自室のトイレに連れて行ってもらいました。

			　さすがに、逆流してるところのお世話はお断りしました。

			　私だって、女としての意地があるのです!!

			　まあ、夜が明けるまでトイレと仲良くしてましたよ。

			「……ああ、なんとか元に戻った」

			　私は、吐き気が翌日まで続かなくてほっとしました。

			　一応、仕事は休みですが、休みをトイレで過ごすなんて勘かん弁べんです。

			　まだ、朝日が完全に昇っていない時間帯。

			　風呂に入って吐と瀉しやの香りを消そうと思い、部屋を出て歩いているとき、アスリンとフィーリアが、ばたばたと何か声を上げながら走ってきました。

			「お兄ちゃんが死んじゃう！！！　うわぁあぁああん！！！」

			「兄様が!!　兄様が!!」

			　へ？

			　ちょっと待ってください!?　何か大変じゃないですか？

			　死ぬ？　お兄さんが!?

			「お、落ち着いてください２人とも!?　何があったんですか!?」

			　泣きながら私に縋すがり付く２人を抱えてお兄さんの部屋に走りながら、事情を聞く。

			「お、お兄ちゃんが……沢山吐いてるの!!　苦しそう!!　死んじゃう!!」

			「兄様があんなに苦しそうなのは、初めて見ました!!　エルジュ姉様を!!」

			「……いえ、それって……」

			　お兄さんの部屋に入ると、トイレの扉の前でラビリスが心配そうに座り込んでいる。

			　そして、トイレの中からは……。

			「……やっぱ、規定以上の飲酒をするとこれだな…うっぷ……」

			　そんな声と吐く音が響きます。

			「ねえ、ラッツ。やっぱりお酒のせい？　さっき、なぜかユキが飛び起きて、トイレに駆け込んでこれなの」

			「……たぶん、お酒のせいかと。お兄さん聞こえますか？　ちょっとアスリンたちが本気で心配してるので、余裕があれば返事して欲しいのですが」

			　トイレに声をかけると、少したってから返事が返ってくる。

			「……ああ、その通り。多分、二日酔いじゃね？　俺って酒飲んで、酔ってはいるんだろうけど、そんな時ほどしっかりしなきゃって思ってな。ほろ酔いとか悪酔いの影響は、ほとんど出ないんだ。だから、飲みすぎとの境が分からなくてな…うっぷ……」

			　それでまた、しばらく返事が途切れます。

			「……で、顕けん著ちよに出るのが、この二日酔い。これがお酒を飲みたくない理由な。飲んでるときはほとんど酔えないのに、後日の苦しみだけはしっかり来る。寝酒とかはいいんだが……まあ、大体統計は取ってるからな……具合が悪くなるラインは分かっている……」

			　なんですか、そのお酒を飲めない理由は！！！

			　がっくりとその場で膝をついて頭を下げる。

			「……ラッツ、ドンマイ」

			　ラビリス、その慰なぐさめはいらないです。

			　結局、お兄さんが復帰したのは、その日の14時頃でした。

			　それまで、私たちはお兄さんにお酒を飲ませ過ぎたことをアスリンたちに怒られていました。

		

	
		
			第71掘　代表の忙しさ

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			「……はぁ」

			　そんなため息が自然と漏もれてくる。

			　疲れているわけではない。

			　ただ、寂しいのだ。

			　最近、ユキに抱き着いている時間が減った。

			　そう、減ったのだ。

			　私にとっては死活問題。

			　ダンジョンは、あの大規模防衛作戦のあと、リテアからの難民が毎週ごとにやって来て、てんやわんやだ。おかげで、毎日忙しい日々。

			　ユキと一緒にいられるのは、いえ抱き着いていられるのは、仕事が終わった後。

			　仕事柄、ユキ、セラリア様と一緒にはいるんだけど、立場的に、状況的に飛びつくわけにはいかない。

			　私はダンジョンの統括なのだから。

			　まったく、今日は絶対、定時にお仕事終わらせるんだからね!!

			「なぁ、嬢ちゃん。痛い目に遭あいたくなけりゃ、俺に金よこしな」

			　物思いに沈みながら歩いていると、何か、バカな男がつっかかってきた。

			　当然無視して、次の会議場所へ急ぐ。

			「おい!!　聞いてんのか!!　お前みたいなガキが、代表なんてやってんじゃねーよ!!」

			　また、この類たぐいか。リテアから流れてきた移民は、こういうバカなのが多い。

			　大方、この救済政策のおこぼれをもらおうというバカだ。

			「……はぁ。文句があるなら、今度の代表選に出ればいいじゃない。忙しいから行くわよ」

			　そう言って、そのバカから離れる。

			　こんなバカと話す時間が惜しい。

			　１秒でも早くユキに会って癒いやされよう。

			　１人で、出歩くものじゃないわ。

			　移民者が来たときには、毎回、私が演説で顔を出すので、私を知らない住人はいない。

			　でも、話を最後まで聞いているかは別。

			「待てって言ってんだ!!　いいか、金をよこせ!!　代表なんかやってるんだから、持ってるんだろう!!」

			「……今の言葉は聞かなかったことにしてあげるから、さっさとどこかに行きなさい」

			「ああ!?　なめてんのか、ガキ!!」

			　男が拳を振り上げて、襲い掛かってくる。

			　でも、私は特に抵抗もしない。

			「なっ!?」

			　だって、指定保護のおかげで危害は加えられないもの。

			　私たち代表は、その役柄、性別、容姿のせいで、こうやって暴力に訴えてくる輩やからもいるはずだとユキは最初から予想していた。

			　だから、その対処も決まっている。

			　一度はわざと攻撃を受けて、忠告をする。

			「分かったかしら？　そして、恐きよう喝かつ罪ざいね。警察の巡回がいるから、ついてきなさいな」

			「ふ、ふざけるな!!」

			　二度目は、自首を勧める。

			　その時点で、まあ、大抵……逃亡する。

			「はいはい、誰に喧嘩を売ったのか。そして、ここがどこなのかを理解しなさいな」

			　そう言って、逃げる男にあっという間に追いつく。

			「な!?」

			「同じ反応はつまらないわ」

			　そう言って私は自分の刀を抜かずに、鞘さやのまま打ちつける。

			「ぎゃっ!?」

			　男は私の攻撃を避けられず、まともに喰らってそのまま地面を転がった。

			「さて、私の話を聞かずに最後まで抵抗したわね。これは強制労働後、以後、ダンジョンへの侵入を禁ずる奴ど隷れい契約をするわ。各国には通達してるから、貴方はどこに行っても、ダンジョンで罪を犯した人と認識されるからよろしく」

			「ま、待ってくれ!!」

			「ほら、巡回、さっさと捕らえなさい。現行犯よ」

			「「はっ!!」」

			「「「おお――――！！！」」」

			　最近では、住民もこの一連の流れを、何かのお芝居みたいに見ている。

			　住民が喜んでくれるのはいいんだけどね。

			　……疲れるわ。

			　まあ、私だけでなく、ほかの代表も頻度の違いこそあれ、こうやって難なん癖くせをつけられては迎げい撃げきしてるらしい。

			「ラビリス姉さん!!」

			「……お姉ちゃん。大丈夫？」

			　歓声に対して手を振っていると、人混みの中から、ヴィリアとヒイロが出て来た。

			「あら、２人とも。学校は……今日はお休みか」

			「うん」

			「大丈夫ですか？　いつも、あんな変なのに襲われて……」

			　ヴィリアが心配そうに私を見てくる。

			　彼女たちとは学校で一緒。私は仕事の関係で、お昼で学校を出て行ってしまうけどね。

			　この２人は、学校の中でも特に仲良しね。

			　アスリンやフィーリアとも仲良くしてるみたいだし。

			　……特に、このヴィリア。勘が囁ささやくのよ。女の勘が。

			　きっと、いい味方になってくれるって。

			「……大丈夫ではあるけど。人が増えてから、こんなことが多くなってるわね。２人も変なのに絡まれたりしてない？　というか、学校の全員ね」

			「はい、ちゃんとユキ先生が注意してくれてますし。お金を持って移動するときは、引率の人が付いてくるようにしてますから」

			「そういえば、生徒も増えて先生役も来たのよね？　その人たちはどう？」

			「いい人ですよ。ちゃんとユキ先生やセラリア様が選ばれただけあって、しっかりしてると思います」

			「……みんな、いい人」

			　ヒイロがそう言って笑う。

			　この子、どこか私に似てるのよね。

			「そう、ヒイロがそう言うなら大丈夫なんでしょう。でも、何か困ったことがあれば、すぐに連絡しなさい」

			「は、はいっ!!　そのときは遠慮なくコールを使わせてもらいます!!」

			「そんなに固くならなくてもいいのよ。コールは簡易版だし、知り合いに話しかける気分で連絡するといいわ」

			　そう、移住者が増えるにあたって、各部門の信頼できる人のみ、指定保護をしてコールスキルを限定的に使えるようにしている。

			　いろいろ問題が起きたとき、私たち代表が傍そばにいるとは限らないと判断したからだ。

			　なお、軍と警察人員は全員、コールが使えるようにしている。

			　犯罪防止のためだ。

			　もっとも代表以外のコールは簡易版なので、連絡機能と映像保存の機能があるだけだ。

			　ＤＰを消費して何かを出すのは、私たち代表の役。

			「で、でも。指定保護された私とヒイロは、ユキ先生たちに信頼を得られてですから……そんな安易に……」

			　ヴィリアがゴニョゴニョ言って俯うつむいてしまう。

			　本人やユキから聞いたけど、今までスラムの子供たちをまとめていただけはある。

			　しっかり考えて、自分の欲求を我慢してしまうタイプなのだろう。

			　だからこそ、ユキも他の皆も、私も、ヴィリアを信頼しているのだ。

			　ん、いいこと思いついた。

			「……もしもし、ユキ？　ちょっとお願いがあるんだけど……」

			「？」

			「ユキ先生とお話？」

			　２人が首を傾げている。

			　ちょっと、待っててね。

			「ふあっ!?」

			「んん!?」

			　あら、意外に早いのね。

			　まったく子供には甘いんだから。

			　ヴィリアとヒイロは驚いた顔で自分のコール画面を見たあと、こちらを見る。

			「さあ、早く出てあげなさいな。それとも使い方を忘れたのかしら？」

			「い、いえ!!　えっと、これを押して……」

			「ん!!」

			『いやー、ごめんごめん。普通に毎日顔合わせてるから、コールを使う状況になかなかならないよな』

			「せ、せんせい!!」

			「ん!!」

			『おう、聞こえてるぞ。まあヴィリア、今は学校じゃないから普通の呼び方でいいぞ』

			「お、お兄様。いいんですか？　こんな気軽にコールを使ってしまって……」

			『いいぞ。こういう特権はどんどん使え。いや、楽しめ。まあ、連絡取るだけの機能でどうやって楽しめって感じだが……』

			「大丈夫です!!　お兄様とこうやってお話をいつでもできるなんて嬉しいです!!」

			「僕も……」

			『そうかそうか。と、すまんこれから仕事なんだ。今は、この程度で終わりにする』

			「あ、ごめんなさい……」

			「また気軽にかけてこい。そうだ、これからの仕事は丁度いいから、２人に手伝ってもらうとしよう」

			「え？」

			「……お？」

			　２人の後ろには、ユキが悪戯いたずらが成功した子供のように笑って立っていた。

			「そうね。ヴィリアとヒイロがいれば、いい意見がもらえるわね」

			「ああ、そう思うだろう？」

			「え？　え？　どういうことですか？」

			「……教えて、お兄ぃ」

			　ユキが不思議がる２人を抱き上げる。私もユキの肩に上る。

			　うん、これがやっぱり一番しっくりくるわ。

			　いつもの私。

			「お兄様!?」

			「……だっこだ」

			　今日は、ユキの両腕にいるのがアスリンたちじゃないけどね。

			「説明は歩きながらな。まあ、ヴィリアたちにも説明しただろ？　冒険者区のこと」

			「ええと、今は小ダンジョンができてないので、ほとんど活動してないんですよね？」

			「そうよ。それに、いまだにいるのは移住者だけで、冒険者は集まっていないの。でもね、そろそろ……」

			「俺たちが毎日コツコツ作ってたのができてな。冒険者ギルドに連絡して、冒険者をリテアから引っ張ってきたんだ。それで、実際にダンジョンの試運転をしてみる」

			「……僕たち、関係ないよ？」

			「そうね、本来なら関係ないわね。でも、ここはダンジョン街だから、子供たちにも積極的にダンジョン攻略に参加してもらうって話が上がってるのよ」

			「で、できませんよ!?　私、魔物となんて戦えません!?」

			「……スラきちと戦いたくなんてない」

			　……ヒイロ、スラきちを倒せるわけないわ。

			　このダンジョンでも最高峰の化け物よ。

			　いや、スラきちは、子供たちと遊ぶときはやられ役に徹している。

			　ある意味、スラきちを倒せるのは学校の子供たちだけだろう。

			「大丈夫だよ、ヴィリア。その話をまとめるための会議と実践テストなんだ。怖いとは思うが、１回やってくれないか？　子供用だから、大おお怪け我がとかは負わないようにしているし……」

			「うう……」

			　もうひと押しってところかしら？

			「ヴィリア。頑張ってくれたら、ユキの所に泊まらせてあげるわ」

			「！！？」

			「いいわよね、ユキ？」

			「ん、お泊りか？　学校側はどうにでもなるだろうし、いつか連れて行こうと思ったんだ。いいぞ」

			「頑張ります!!　私、魔物をいっぱい倒して、ダンジョン攻略します!!」

			「ん、スラきちも呼んで手伝ってもらう!!」

			「スラきちは呼んじゃダメよ？」

			「えー」

			　ダメよ、スラきちが踏とう破はできないダンジョンは……私たちが作ったダンジョンでも、１つ、２つあればいいかしら？

			　子供用ダンジョンにスラきちなんて、要塞が歩いて回るのと一緒だわ。

			「……お泊り。お兄様の部屋でお泊り……」

			　これが、ヴィリアが冒険姫と呼ばれる発端となったのを、私は知る由もなかった。

			　……別に悪いことじゃないのよね。

			　でも、そこはかとなく、悪いことをした気がするわ。

		

	
		
			第72掘　軍部のお仕事

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「ふう、今日はいよいよダンジョンの評定ね」

			　私は最後の書類に目を通して、印鑑を押す。

			　印鑑って便利よね。

			　サインを何十枚もしてたら、手がおかしくなるわ。

			　そして、書類を認可済みの場所へ振り分ける。

			「さて、お昼を食べて冒険者ギルドに集合だっけ？」

			「はい、その通りです」

			　クアルは、ここでも私の部下としてしっかり働いてくれている。

			　今も、軍部の統括とダンジョンの表向きな代表としての私の活動を補佐していた。

			「ねえ、クアル」

			「何でしょうか？」

			「貴女の目から見て、私たちの部隊はどう？　このダンジョンになじんでるかしら？　そろそろ２か月。いい加減、いくら鍛きたえていても不満が出ると思うのだけど？」

			　そう、あの防衛戦から１か月。

			　私たちが来たのは、防衛戦の１か月前。

			　そして、この１か月はリテアからの難民、移住者の受け入れで、軍部と警察はいろいろと大変なのだ。

			　バカはどこにでもいるということ。

			「……そうですね。正直に言ってよろしいでしょうか？」

			「ええ、ハッキリと言ってちょうだい。いざというときに動けないのが、一番困るのよ」

			　不満がある人員は、ロシュール本国にいる私の残りの部隊と入れ替える方針だ。

			　ここまでかなり無理をさせている自覚が、私にもある。

			　特に、防衛戦はいくらレベルを過剰に上げたとはいえ、ほぼ10倍以上の敵と戦わせたのだ。

			　しっかり重傷者も出た。

			　……死者は、私の部隊はなしという奇跡に等しい大戦果。

			　でも、いくら彼らが勇猛であろうとも人なのだ。

			　私だって、夫やエルジュの顔を見ないでいると心が荒すさむ。

			　アスリンとフィーリアの顔を１日でも見ないと、心配でたまらない。

			　今回のリテアとの件は、私とユキの独断だ。

			　下手をすれば、ロシュールから凄すごい突き上げを喰らっていたところだろう。

			　手紙で連絡すると、後日、会談を設けるとすぐさま親父から返事があった。

			　さぞ慌てたことでしょうね。ふふふふ……。

			　と、それはまた別の話か。

			「では、正直に申しましょう」

			　クアルはいったんそこで言葉を切り、私を真剣に見つめる。

			「一部ではなく、ほぼ全体で……」

			「……全体で？」

			「ダンジョン屋外の技術レベルを、ダンジョン内に合わせて引き上げて欲しいとのことです」

			　頭を机にぶつけた。

			「は？　どういうこと？」

			「現在、私たちの部隊はダンジョンの警察と連携して、ダンジョン屋外、つまりこのダンジョンの大元の入口の村……町ですかね。そこを防衛していますよね？」

			「そうね。一応、外にもそれなりの場所がないと、このダンジョンに人が寄り付くとは思えないし」

			「はい、それは部隊の全員が理解しております。で、その屋外警備は期間を１週間と決めて、隊を送って任務に当たらせています」

			「ええ、それは知ってるわ」

			「簡単に言いますと、このダンジョン内が便利すぎて、外で暮らすのが不便だと騒いでいるのです」

			「……鍛きたえ直しなさい」

			「ですが、外にはお風呂も常備されていないわけですからね。他の村や街に合わせて、井戸の水を汲くんで身体を洗っている状態です」

			「……衛生面から考えると、好ましい状況ではないということ？」

			「はい、ですから、もう内外の区別はなくして、小規模ながらダンジョン内の施設を屋外にも欲しいとのことです。私見ですが、それはそれで、ダンジョンの宣伝になりますし。中にさらに凄すごい設備があると言えば、人々も喜んで中に入っていくと思いますが」

			「……ふむ。前向きに検討しましょう。さすがにダンジョンの改変は、代表全員から許可をもらわないとできないわ」

			「進言を聞いていただき感謝します。私もセラリア様付きでダンジョン内で仕事をしていますが、もう外回りの兵たちからの目が痛いのです」

			「あら？　別に外の警備に行ってもいいのよ？」

			「お断りします。明かりをつけるにも蝋ろう燭そくや魔力の光で、不便極まりない。セラリア様こそ、外回りに行かれては？　ユキ様は別段、否とも言われないでしょう。あの方はよくセラリア様のご気性をご存じで、セラリア様がすると仰おつしやるなら頷いてくれるでしょう」

			「い・や・よ」

			　誰か外回りなんて行きますか。

			　ロシュールに戻った時だって、どれだけ不便だったか。

			「と、それとはまた別の意見が」

			「まだあるの？」

			「まあ、こちらは私でも判断しかねるので」

			「どんな内容？」

			「一部……そうですね、４分の１ほどの隊員が、家族をこちらに住まわせて欲しいとのことです」

			「あー、なるほど」

			　ダンジョンの防衛機能に、ダンジョン内の法律もといルール、そして技術力。

			　それらは、この大陸では類を見ない高度なものだ。

			　内容をしっかり知っていれば、ここに家族を連れてきたいというのも納得だ。

			「それも、皆と話してみるわ」

			「ありがとうございます」

			　そんな話をしていると、時間が12時半を回っている。

			「もうこんな時間ね。さっさと食事を済ませて、冒険者ギルドに行きましょうか」

			「そうですね。本日、ようやく私たちのダンジョンが一般冒険者に開放ですか」

			「ちょっと待ちなさい。今回は、まだ試験の段階よ。呼んだ冒険者を実際にダンジョンに行かせて、感想をもらうの。そして、冒険者ギルドの査定難易度と比べて、違いがないか調べるの。それでようやく、ダンジョンの難易度を決定できるのよ」

			「失礼しました。自分たちでダンジョンを作るなどという経験は初めてでして。たった４つの階層ですが、部隊全員で構想を練ったのもあって、やはりこう、こみ上げるモノがあるのです」

			「それも分からなくはないけどね」

			　そう言いながら、執務室を出ると、丁度デリーユがこちらに向かって来ていた。

			「おお、セラリアはまだここにおったか。丁度いい。一緒に昼でも食べんか？　無論、クアルも一緒にじゃ」

			「ありがとうございます。しかし、デリーユ様、今日は何を食べるか決めておいでで？」

			「あ、いや。まだ何を食べるかは決めてないのう」

			　デリーユは今、軍部と警察の特務という扱いになっている。

			　魔王だから、当然といえば当然。

			　この特務は、自由に軍部と警察の行き来ができ、ルールから逸脱しなければ個人の判断での戦闘が許可されている。

			　いや、各代表もそうなんだけどね。

			　デリーユに限っては代表ではない。だけど、そんな特殊の立場にいる。

			　無論、文句を言ったやつは魔王の力をその身に味わって刑務所行きだが。

			「そういえば、ユキとラビリスはどうしたんじゃ？　一緒のはずじゃろう？」

			「２人とも所用で別行動よ。冒険者ギルドで落ち合うことになっているわ」

			「所用？」

			「ユキは鍛か冶じ関連でナールジアといるし、ラビリスは庁舎で確認することがね」

			「……２人とも多忙じゃのう」

			「デリーユも手伝っていいのよ？」

			「うむ、なるべくユキの手伝いをしたいのじゃが、ユキの仕事は基本、頭を使うものばかりじゃからなぁ」

			「しかも、規格外の頭の使い方なのよね」

			「と、昼の話じゃ。最近、回転寿司屋というのができたらしいぞ？　そこでどうじゃ？」

			「へぇ、ユキが前に出してくれたお寿司がお店にね」

			「美味うまそうじゃろ？」

			「ええ、そこにしましょうか」

			　私とデリーユが足を進める。

			「あの、お寿司ってなんですか？」

			　ああ、クアルは食べたことなかったっけ？

			　これは反応が楽しみだ。

			「ついてくれば分かるわ。きっと初めての味よ。楽しみにしてなさい」

			　この日を境にクアルは寿司屋に入り浸るようになり、ユキに握り寿司を作ってくれとせがむのには驚いた。
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			第73掘　反省を活かす

			　

			　ｓｉｄｅ：エリス

			　今日は、冒険者区の冒険者ギルド統括に集まっています。

			　お仕事と言っても、私たちはのんびり各ダンジョンのモニターをするだけなんですが。

			　でもようやくダンジョンができたので、楽しみでもあります。

			「さてさて、実際稼働するとなるとドキドキしますね」

			「そうね」

			　私はラッツとのんびり話をしつつ、他の皆をギルドで待っています。

			　最近になって、移住者の処理もようやく私たちの手から離れ、問題などないか見ているだけでよくなりました。

			　ロシュールからの移住者で庁舎の人数を増やして、身分証や訓練所の教官として育てることを優先した結果、リテア移住者への対応も上手くいっているようです。

			　いえ、実際１か月ほど経ってますが。

			　それだけ回数をこなしたということです。

			　もう、第１回、第２回のリテア移住者は居住区に移動して、自活をしています。

			　そろそろ第３回の移住者が訓練棟を出て居住区に住み、そこから仕事に赴おもむくようになります。

			「私たちも、あの防衛戦のあとでしっかり絞しぼられましたからね」

			「ええ、ですからダンジョンの制作はしっかりやったつもりです」

			　ラッツと私は、あの防衛戦が終わった時のことを思い出します。

			　

			「ユキ!!　いったい何やってるのよ!!　一つ間違えば、全軍崩壊して死んでたわよ!!」

			　当時、アルシュテール様とのお話が済んだあと、セラリア様は真剣にユキさんにどなっていました。

			　でも、ユキさんはのんびりした様子で聞き流します。

			「聞いてるの!?　ユキの指揮下の魔物が暴走したのが原因よ!!　分かってるの？　建前上、殲せん滅めつ指示を出したからよかったものを!!　私の指揮下の魔物はしっかり言うことをきいた……のに？」

			　そう、セラリア様指揮下の魔物は暴走せず、しっかり規律を守って戦っていました。

			　私たちは、さすがセラリア様と思っていたのですが、本人は何かに気が付いたようで目を丸くしています。

			「……ユキ。わざとやったのね」

			「いやいや、アスリンが泣くとは思わなかったよ」

			「そこじゃないわよ!!　なるほど、道理でタイミングが良かったわけか」

			「えっと、どういうことでしょうか？」

			　セラリア様の言葉がよく分からなくて、私が説明を求めると……。

			「……今回の魔物の暴走の件。アスリンが泣かなくても、ユキが暴走させるつもりだったのよ。表向きは暴走。裏では、私たちが配下の統率ができるか見極めていたわけ。

			　暴走したと言っても、私たちに襲い掛かるわけでも、同士討ちするわけでもない。しっかり敵を殲せん滅めつしてた。なんで私がそう思ったのかっていうと、あの状態で、私の言うことは魔物たちが聞いてくれたのよ……」

			「ユキさん、本当なんですか？」

			「いやー、見極めって言うと聞こえが悪いな。そもそも、初心者に指揮を取らせるっていったセラリアに無理があるだろう？」

			「ぐっ、それは……」

			「でも、セラリアの言うことも分かる。俺がいない状態で暴走や部隊が敗走して、統率がとれなくなった時の行動は教えたよな？　今回は俺がわざと暴走させたけど、実践できたか？」

			　それを言われると、何も言えません。

			　むしろ、皆、流れにのって敵を殲滅していました。

			「まあ、落ち込むな。実際、こっちの損害はゴブリンアーミーとスライムが８匹ずつ。極めて軽微だ」

			「あう」

			　自分の隊から大半の死者を出しているので、リエルは耳が痛いようです。

			「初めて軍を率いて戦って、そこまでできたんだ。俺としては合格だ。でも、セラリアの言う通り、軍はちゃんと統率がとれてこそってことだな。いくら強くても、連携ができないと各個撃破される恐れがある。すまないが、この戦いが最後だとはとても思えない。皆には、また戦場に出てもらうことになると思う。だからこそ、皆を試した。すまない」

			　ユキさんがそう言って頭を下げる。

			　……ずるいです。

			　そんな理由なら、何も言えないじゃないですか。

			「そして、これからリテアからの移住者が山ほど来る。各代表は軍だけでなく、下の統率をしっかりしないと痛い目に遭あうからな。それを心得て欲しい」

			「……今回の結果は大勝。最終的に指示も私が出した。それに、今回の失敗は私にも原因があり、貴女たちへの指導目的もあった。反省とその必要性は、ユキがしっかり伝えてくれたから、今回の件はこれで終わるわ」

			　セラリア様はそう言うと、机に突っ伏した。

			「大丈夫か、セラリア？」

			「……うるさいわよ。結局、貴方の手の平じゃない」

			「そう拗すねるな。今度休みを取った時、しっかり遊ぼう。皆もな」

			　私たちも多少落ち込んでいたので、ユキさんがフォローをしてくれます。

			「しかし、あの時、セラリア様はどうやって魔物たちを引き留めたのですか？」

			　ラッツが思い出したように、聞きます。

			　そうです。あの時、魔物はいきなり咆ほう哮こうして飛び出していきました。

			「ん？　簡単よ？　勝手に持ち場を離れるな!!　って号令をかけただけよ」

			「そ、それだけですか？」

			「……それだけのこともできなかったのね、貴女たち」

			「いやぁ、申し訳ない」

			「これが現実だ、セラリア。彼女たちは個々で卓たく越えつしているが、指揮は別物なんだよ。多分、魔物が暴走したとき、茫然としてたんじゃないのか？」

			「お兄さんの言う通りですね～。いきなりでしたから」

			「私が悪かったわよ。でも、今回の件はいい経験になったでしょう？　ユキに連絡を取ったみたいだけど、その前にやるべきことは沢山あったってこと」

			「指揮もいろいろ大変ですね～」

			「私はすぐできたんだけどな」

			「そりゃ、王族なんだから、そういうのは慣れてるだろ。いや、セラリアの才能か？」

			「あら、褒ほめてくれるの？」

			「もちろん、助かってるよ」

			「ありがとう」

			　

			「あの時は正直、落ち込みましたからね」

			　ラッツが、当時のやり取りを思い出してつぶやきました。

			「ええ、ユキさんの役に立ってると、いえ、今のままで十分だと思っていました」

			「ですね～。私たちは、十分お兄さんの役に立っていると慢まん心しんしてたわけですね。際限なんてないのに」

			「ユキさんも毎日、各種族の文化の違いとかを学んでいますし」

			「お兄さんは必死に頑張っているのに、節穴でしたね」

			「そのおかげで、今までの見直しにも気合いが入りました」

			「改めて見直すと、無駄も多かったですからね。これからも頑張っていきましょう」

			「ええ、まずは今回のダンジョン評価ですね」

			　そうやって、ラッツと今後の意気込みを話していると、どんどん人が集まってきます。

			「やっほー。あれ、僕たちが一番乗りじゃなかったよ」

			「エリスさん、ラッツさん、先に来てたんですね」

			「……お昼。食べたの？」

			　獣人組がそうやって入ってくれば……。

			「ふう、転移陣があるとはいえ、それなりに歩くわね」

			「セラリアよ、あれくらいは問題にならんじゃろうに」

			「デリーユ様、仕方のないことです。セラリア様は、ここ最近、動かないからたいじゅ……」

			「クアル、ユキの前で言ったら首落とすわよ」

			　セラリア様たち軍部も到着します。

			「ヴィリアちゃん、かわって――!!」

			「アスリン、今日は、ここは私が先なの」

			「兄様の腕を離して降りてくるのです!!　ヒイロ!!」

			「兄ぃは、いいって言った」

			「……もてもてね、ユキ」

			「……乗ってるラビリスが言うなよ」

			　ユキさんは相も変らず子供に好かれているようです。

			「えーと、治療院は大丈夫でしょうか？」

			「大丈夫ですよ。エルジュ様やルルア様が指導した回復術師が残っているのです」

			「ええ、何かあればコールで連絡も来ますし、そこまで心配しなくて大丈夫ですよ」

			　治療院のエルジュ様たちも到着します。

			　あ、エルジュと呼ばれていますが、変装の術で容姿を変えているので、知らない人には名前が同じ別人と思われているようです。

			　これで全員ですね。

			　集まった皆で雑談をしていると、ミリーが冒険者ギルドのメンバーを連れてやって来ます。

			「皆、集まってるわね？　えーと……うん全員ね。改めて紹介するわね。このダンジョンの冒険者ギルドの長、ギルドマスターのロックさん。そして、副ギルドマスターのキナ」

			「代表の皆さま方に直々に足を運んでいただき感謝いたします」

			「よ、よろしくお願いいたします!!」

			　マスターたちが私たちに頭を下げます。

			　で、なぜ、ナールジアさんがミリーたちと一緒にいるのでしょうか？

			「私は今回、ダンジョンのアイテム関連を任されていますから、ギルド側なんですよ」

			「そういうことですか」

			「ええ、面白いですよね。自分たちの作ったアイテムを、ダンジョンの宝物にするなんて」

			　ナールジアさんと軽く話していると、セラリア様がソファーから立ち上がり挨拶をします。

			「私たちのことは紹介しなくてもよさそうね。では、ロック殿、キナ殿、今回、このようなダンジョンに足を運んでいただき感謝いたします。これからも冒険者ギルドとは、よき関係でいられますよう」

			「いえ、今回の件は、冒険者ギルドとしても非常に助かっているのです。自らダンジョンを作れるなど、どれほど便利になるか……」

			　ロックさんがセラリア様に恭うやうやしく返答していると、突然、ドアが蹴け破やぶられました。

			「ちょっと待てや!!　なんで俺たちが探索組なんだよ!!」

			　あ、モーブさんたちのことを忘れてました。

			　だって、この人たちは基本運営を手伝わないし、冒険者区の自分の家か旅館でのんびりしてるだけですから。

			　ユキさんから、モーブさんたちの役割を聞いて納得していますが、どうも釈然としないものがあります。

			「何を言ってるんですか。普段、働いてないんですから、今回はしっかり働いてください」

			「ぐっ」

			「ランク８の冒険者で、今回のダンジョン評定には丁度いいんですから」

			「しかしよぉ、俺たちが自分たちで作ったダンジョンに潜る意味はないよな？　嬢ちゃんたちが作った他のダンジョンか？」

			　それはそうですね。

			　モーブさんたちもダンジョンを作っていたのでした。

			「えっと、モーブさんたちも指定保護があるから、ちゃんとした評定にはならないのでは？」

			「そこは心配するな。モーブたちは、俺のダンジョン攻略専門だ」

			「げっ!?」

			　ダンジョンを作っているのは、６組のチーム。

			　それに対して、作成予定のダンジョンは８つ。

			　これでは、２つ余ってしまいます。

			　そこで、残りの１つはミリーたち冒険者ギルドが訓練用ダンジョンで使い、最後の１つのダンジョンを……ユキさんが作ったのでした。

			「そう嫌そうな顔をするなよ。ちゃんとしたダンジョンだよ。攻略もできる。まあ、頑張ればな。指定保護の関係で、今回、ダンジョンの魔物は安全モード……スタンガンを持たせてるだけだから、普通よりやりやすいと思うぜ？」

			「ばっか!!　お前のダンジョンの資料を見たけど、何にも安全じゃねーよ!!　１階層の魔物の平均レベルが20だぞ!?　10階層で50!!　最下層の30階にいたっては、１２０じゃねーか!!」

			「お前らもレベル１００にはなってるだろ。頑張れ頑張れ」

			「無理だっつーの!!　スタンガンって、かすっただけでアウトじゃねーか!!」

			　……頑張ってください。

			「そういえば、他の冒険者の方々の安全は？」

			　私がそう言ってロックさんを見ると、彼は頷いて説明をしてくれた。

			「今回に限り、セラリア様から帰還の指輪をお預かりしています。評定を優先させてはいますが、攻略できるようならするように、と言っています。無論、死ぬ可能性もありますが、指輪のおかげでそれは限りなく下げられるかと」

			「なるほど」

			「ロック殿。冒険者への説明は済んでますか？」

			　私が納得していると、セラリア様がマスターに確認を取った。

			「ええ、もうどのダンジョンに行くかの振り分けも済んでいます。あとは、行動許可をいただくだけですね」

			「では、許可を出します。評定の間に、冒険者ギルドが今後どのようにダンジョンを扱っていくのかを説明してもらいましょう。エリスが聞いた質問だけでは足りないでしょうから」

			　セラリア様の提案で、冒険者たちは各ダンジョンの攻略を開始し、私たちは説明を聞くことになりました。

			　あっ、私たちのダンジョンに侵入者有りの警報が出ました。

			　これから楽しみですね。

		

	
		
			第74掘　冒険者ギルドの方針

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　私は、このダンジョンに来る前は奴ど隷れいでした。

			　そして、奴隷になる前は冒険者をやっていました。

			　冒険者にとってダンジョンというものは、一攫千金の夢が詰まった宝箱のようなものです。

			　私も小規模ですが、ダンジョンに潜って一攫千金を狙っていました。

			　そんな私が、巡り巡ってダンジョンを作る側になろうとは、不思議なものです。

			　今は、冒険者ギルドマスターのロックさんが、このダンジョンの扱いを説明してくれているところです。

			「では、改めて。代表者の方々には〝小ダンジョン〟と呼ばれていますが、今回作成されたダンジョン群は、私たちの判断からすれば一個一個が中規模ダンジョン相当です。ちなみに、このダンジョン全体はというと、歴史上類を見ない最大規模のダンジョンと言ってよいでしょう」

			　うん、そうだと思います。

			　約１万人がダンジョンの中で生活できるなんて、考えられない大きさです。

			「そして、現状を見て冒険者ギルドは、このダンジョンの安全性は類を見ないものと判断しております。目の前で魔物が精製されたりしますが、それらは私たちに危害を加えず、このダンジョンの治安維い持じに当たってくれるのですから」

			　危険がないって判断されるダンジョンってのも、珍しいよね。

			　いや、世界初かもしれない。

			「さらに、このダンジョンは代表者が制御できる。こうした点をお聞きし、冒険者ギルドはこのダンジョンを全面的に支援することに決定いたしました。それに伴って、申し訳ないのですが、ダンジョンの管理に少し口を出させていただきたい」

			「へえ、いい度胸ね」

			　セラリア様が目を細めて、ロックさんを睨にらみ付けます。

			　怖いです。

			「いえ、勘違いして欲しくないのですが、ダンジョン全体の運営ではなく、皆さまが小ダンジョンと呼んでいるものに関してです」

			「……どういうことからしら？」

			「簡単に言えば、好き勝手に魔物を作ってドロップアイテムを出されては困るのです。市場が大混乱します」

			「ああ、それはそうね」

			「どういうことですか？」

			　私が意味がよく分からず首を傾げていると、セラリア様が質問を返してきた。

			「そうね、トーリ。ダンジョンでモンスターを倒すと、ドロップアイテムが出るだけで、解体する必要がないのは知ってるわよね？」

			「はい。それと、普通では手に入らないアイテムをドロップしたりもしますよね」

			　エリスが、セラリア様の後をついで説明する。

			「そこが問題です。私たちは自由に魔物を精製できるので、任意でレアなアイテムが出るまで戦えるんです」

			「あ」

			　そうか、そんなことをすれば欲しいアイテムを取り放題ってことになる。

			　そんなことになれば、それを材料にして作られる商品が、とんでもないことになる。

			「はい、エリス様の言う通りです。下手にそんなことをすれば、それで日々の糧かてを得ている冒険者、商人、鍛か冶じ屋、薬屋、数多あまたの人が混乱します。それは控えていただきたい」

			「道理ね。私たちも周りを混乱させるのが目的じゃないわ。でも、レアアイテムの入手をクエストとして出すために、ある程度ストックを置いておくのはいいのではないかしら？」

			「はい、それがいいでしょう。本部の方でも、貴重なアイテムは指定数そろえて保管していただけるとありがたいです。ここは貴重品を守るには丁度いいですからね」

			「そうね。保管庫は、ギルド長の部屋の奥がいいかしら？」

			「はい、そのようにお願いいたします」

			「口出しというのはこれだけかしら？」

			「いえ、できうる限り、ダンジョンに配置する魔物の種類や対処を教えていただきたい」

			　なるほど、それは大事だ。

			　普通なら、冒険者が偶然遭そう遇ぐうして数多あまた死者を出すであろう魔物の事前情報を集められるのなら、今後は、ギルドとしてもいろいろ使いようがあるだろう。

			「それも納得ね。魔物の特徴を調べる実験場所を用意した方がいいかしら？」

			「できればお願いしたいです」

			「……あのー、セラリア様。それならいい案があるんですけど」

			「何？　言ってみて、トーリ」

			「前々から提案していた娯楽施設の闘技場で、魔物の実験をやればいいんじゃないでしょうか？　闘技場なんて冒険者ぐらいしか使いませんし」

			「それはいい案ね。普段、闘技場は使わないから、設置に悩んでいたわよね？」

			「はい、維い持じ費もバカになりませんし。しかし、普段、実験を行うなら常駐の警備を置いても無駄にはなりません。魔物を精製する際には、必ず私たちが立ち合うようにすれば何も問題ないかと。さすがに、呼んだ魔物を闘技場で飼うのは反対ですが」

			「へー。それって僕たちも魔物をいろいろ見れるし、小ダンジョンを改良する際に参考になる魔物が見つかるかもね!!」

			　リエルがそう言うと、皆、ハッとした表情になりました。

			「リエルの言う通りね。今までゴブリンとスライムが強力すぎたから他の魔物は趣味で呼んでたけど、リエルの言うように使い方次第で有用な魔物がいるかもしれない。これは絶対に作らないといけないわね」

			　セラリア様の発言を受けて、エリスが提案します。

			「それでしたら、専門の部署を作りましょうか？　今の話から考えると、しっかり情報をまとめて、管理する人員が必要になります」

			「そうね。新部署を設置するのがいいでしょうね。……でも、責任者をどうしようかしら？」

			「セラリア、待て待て。今はロックさんの話を聞いてる途中だ。そういう話はメモでもして、後日、しっかりまとめよう。即時判断できるもんじゃない」

			「あら、ごめんなさい。なんか面白くてね」

			　セラリア様はそう言って、ユキさんに笑いかけます。

			　……なんというか、２人は夫婦です。イラッとするのは気のせいでしょうか？

			「代表の方々に興味を持っていただけて感謝いたします。いろいろ細かいことは資料を用意したので、そちらをご覧ください。今、要望もまとめておりますので」

			「へえ、ロックさん。しっかり、この紙に慣れたみたいだな？」

			「ええ、ユキ殿に感謝ですな。ファイルと合わせて便利すぎです」

			　ユキさんとロックさんが、お互いに笑い合っています。

			　男同士、いろいろと通じるものがあるのでしょうか？

			　とりあえず、配られた資料に目を通してみました。

			　大体は、私たちが考えた構想通りみたいです。

			　

			『冒険者ギルド　方針・要望』

			●方針

			　冒険者ギルドは本来の意義通り、冒険者への仕事の斡あつ旋せん、設置地域の徴ちよう兵へいへの協力、及び冒険者を管理して問題を起こさないように努めるものである。

			　なお、ここの冒険者ギルドに限り冒険者区の管理も兼ねているので、冒険者ギルド統括となる。

			　冒険者ギルドは、冒険者の傲ごう慢まんや粗暴な行動を改め、モラルの向上を目指すものである。

			　迷惑をかけた者には、罰金や、資格剥はく奪だつなどの重い罰を下す。

			　小ダンジョンの管理に関しては各代表に委ね、我々は、状況の把は握あくに努めるものとする。

			　小ダンジョンに何らかの変更がある際は、代表から変更点が記載された資料をもらい、しっかり把握する。

			　冒険者は、小ダンジョンを発見し次第、その攻略に挑むことができる。

			　再びそこに挑戦する際は、ダンジョン内にある特定の物を持ってきてもらうことで、以後、転送陣の使用を許可する。

			　転移陣の使用許可権を他人へ譲渡することは禁止とするが、こちらは詳しく調べないものとする。

			　自分の命は自分でしっかり管理するべしと冒険者には伝える。

			　そのため、冒険者、あるいはダンジョン区に足を踏み入れた者の命の保証はしない。

			　代表者たちは死者が出ない程度のレベルに調整できるとのことだが、それでは冒険者の質が下がると判断している。

			　小ダンジョン攻略については、ダンジョンコアではなく特定のアイテムを持って帰ることで、そこを攻略したと認め、賞金を渡すものとする。

			　ダンジョンコアを持ってくる行為は重罰とする。

			　これは、小ダンジョンだけでなく、このダンジョン全体もダンジョンコアで動いているという認識を持って欲しいがためである。

			　………以下略。

			　

			●要望

			・魔物のドロップアイテムに関する制限。

			　市場の混乱を防ぐため、調整をお願いしたい。

			　上記の理由に伴い、魔物の種類や特徴、対処を知るための機会をもらいたい。

			・警備の仕事をしている魔物をしっかり見極めるための特徴が欲しい。

			　ダンジョン区の魔物は小ダンジョン内には出て来ないとのことだが、こちらに来る冒険者はそのことを知らないので、しっかりわかるものが欲しい。

			・ダンジョンに住むこれから育つ子供たちに関して。

			　普段から警備担当の魔物と触れ合っているので、子供たちの魔物への認識がとても甘い。

			　そこで、子供用のダンジョンを作って経験させることで、ダンジョン内の魔物と野生の魔物が違うということを教えるべきと愚考する。

			・定期的に、魔物の大だい氾はん濫らんを再現して欲しい。

			　冒険者や住民に対してよい訓練になり、自分たちにもやれることがあると認識して欲しいため。

			　なお、この件については、死者及び重傷者が出ない措置を願いたい。

			　………以下略。

			　

			　大氾濫の再現ですか。

			　うん、いろいろ勉強になりそうですね。

			　私たちは指揮の練習にもなるし、住人にとっても、安全な場所への避難などを的確にできるようになるでしょう。

			　他にも志願兵の募集とか、結構、得るものは多そうです。

			　そうやって、皆と資料に関していろいろ話していると……。

			「トーリさんたちの作ったダンジョン攻略に向かっていた冒険者が、転移されてきました!!　重傷です!!　エルジュ様!!　ルルア様!!　治療をお願いします!!」

			　ドアを思い切り開けて、冒険者ギルドの一員であろう人が慌ててなだれ込んできました。

			「「「え!?」」」

			　私たちは驚きます。

			　そんなに時間たってないですよ？

			　せいぜい１時間です。

			　いったい何があったのでしょうか？

			　私たちのダンジョンは、動物系の魔物でまとめた森と草原を主に使ったダンジョンです。

			　１階層の防衛はコボルトですよ？

			　私たちは首を傾げながら、その冒険者の所へ向かいました。

		

	
		
			第75掘　わんわんおなめんな!!

			　

			　ｓｉｄｅ：冒険者　ランク７　オーヴィク

			　俺は、今売り出し中の冒険者。まあ、最初から周りとは差があった。

			　才能ってやつなんだろう。

			　初心者がランク４に上がるまでには、かなり時間がかかると言われている。

			　理由は、ランク４から通常の魔物退治だけではなく、盗とう賊ぞく退治も含まれるからだ。

			　ランク１から２までは普通にお手伝いみたいな仕事が多い。冒険者ギルドの評判をよくするために、村や街の中でお手伝いをさせるというわけだ。

			　それをしっかりこなして、ようやく魔物退治ができるようになる。

			　ランク２からは一応、魔物退治が始まるが、ゴブリンやスライム、コボルト、キャタピー、などと言った雑ざ魚この相手だ。

			　まあ、力量があると思うなら強敵を探して倒してもいいのだが、それはギルド評価には繋がらない。魔物自体の買い取りがあるだけで、ランクが上がったりしないのだ。

			　よく考えられていると思う。

			　無駄に力量の伴わないルーキーが、運よく強敵を倒して不相応なランクになるのを防ぐためだ。

			　ギルドのランクは強さではなく、冒険者としての信頼ともいうべきだろう。

			　俺は冒険者になって３年という短期間で、ランク７という高ランクまで上り詰めた。

			　言葉にすると簡単だが、ここまで上り詰めるのは並ではない。

			　ランク４の盗とう賊ぞく退治は、魔物ではなく人相手なのでひと筋縄ではいかない。

			　結構、このランク４で足止めをくらったり、命を落とす冒険者が多いのだ。

			　ちなみに、盗賊は盗賊だと見て分かるものではないから、他にも、より難易度の高い魔物退治をすることがランクアップの条件になっていたりする。

			　ランク５、これもさらに難易度が高い。

			　今までの依頼達成率とか周りの評判とか、人格を問われるランクで、仕事の内容もさらに難しくなっている。ダンジョンなどへ特定のアイテムを探しに行ったりするような、精神的にもつらいものが多いのだ。

			　魔物の強さも、厄やつ介かいな能力を持っていたりして今までとは比べ物にならない。

			　初心者がランク５クラスの魔物に遭えば、何もできずに全滅する可能性が非常に高い。

			　ランク６。俺が、つい１か月前までいたランクだ。

			　ランク５での成果に重ねて、特定のクエストをこなして上がれるランク。

			　この段階から指名依頼が入ってくる。

			　まあ、低ランクでも指名があったりするが、ランク６での指名依頼は国の機密事項に関わるものだったりすることが多い。

			　大抵は魔物の大だい氾はん濫らんを調べるモノだ。

			　これは、よく行われているが、公にすれば周りがパニックになる。

			　日々の調査から大氾濫が分かるのだ。

			　もっとも、大抵の調査ははずれて、安全だということが分かるだけだが。

			　あとは、被害の多いダンジョンの攻略。

			　この仕事は、ランク６の冒険者でもつらいものがある。

			　ダンジョンは一攫千金の場所ではあるが、未み曽ぞ有うの天災の場所であることには変わりない。

			　気が付けば魔物が溢あふれて来たり、特定の階層に強力な魔物が出現したりする。

			　こうしたものに対処する要員として呼ばれるのだ。

			　ああ、そうだ。

			　冒険者ランクとは別に、ダンジョンランクというものが存在する。

			　ダンジョンを専門にしている冒険者も多いのでできたそうだ。

			　基本的に、ダンジョンランクの方が上がりやすい。

			　特定の魔物の討とう伐ばつと階層攻略だけが条件だからな。

			　だから、冒険者ランクが３でもダンジョンランクが６なんてこともままある。

			　どっちが優れているとは言いづらいが、そうだな……。

			　冒険者ランクが高いと、コミュニケーションや周りの状況を判断するのに優れている。

			　総じて、拠点にしているギルド周辺の住人からの信頼が厚いというところか。

			　ダンジョンランクが高いと、トラップや不意打ちに強く、魔物に対する対応力が非常に高い。

			　要するに、戦闘能力が高いと言ったところか。

			　ちなみに、俺のダンジョンランクは５。

			　冒険者ランクに比べて低いのは、近場にダンジョンがなかったのが原因だ。

			　攻略済みの訓練ダンジョンがあったから、ひたすらそこでランクを上げた。

			　冒険者ランクを上げる方が、いいクエストや名声を得やすいって言うのも理由の一つだが。

			　冒険者ランクの話に戻ろう。

			　今、俺がいるランク７。ここからはさらに厳しいし、機会も少ない。

			　そうだな、実質冒険者ランクは６が最高と思った方がいい。

			　ランク７からは、大規模な魔物掃討作戦における、部隊の統率が求められる。

			　しかも、統率ができるだけではランク７には上がれない。

			　俺の場合、以前拠点にしていた場所に、２００体近い魔物の群れが来たことがあった。

			　他の所に援軍を求めてはいたが、時間的に間に合うようなものではなく、現地の騎士団と冒険者、志願兵をまとめて対応に当たった。

			　人数は、騎士団を本隊として総勢１００名に届かないぐらいだ。

			　訓練を受けてない志願兵もいたから、正直かなり不利だった。

			　当時ランク６の俺は、自分に割り当てられた冒険者をまとめて、一角を守ることになったのだが……。

			　倍近い魔物の攻勢に、騎士団本隊が劣勢。俺たち冒険者組も劣勢を強いられていて、情けないことに、俺と同じように部隊を任せられていた冒険者の１人が逃走。

			　俺は慌てて指揮官が逃亡した部隊と合流してその一角を巻き返し、それに呼応するように、全体でも巻き返すことができて難を逃れた。

			　その時の功績が認められて、ランク７になったってわけだ。

			　ランク８への上がり方は分からない。

			　モーブという名の守りの英雄とも言われる冒険者たちは、ランク８に上がっているそうだが、どこかの英雄譚たんレベルの話だ。聞くところによると、以下のような活躍をしたらしい。

			　当時、その町の領主は盗とう賊ぞく討とう伐ばつで、ほとんどの戦力を出して町が空っぽに近かった。

			　タイミング悪く魔物の大群が来て、判断を仰あおぐ領主もいない状況だったので、冒険者ギルドは人々を逃がす方向で作戦を固めていた。

			　そのとき、逃げる時間を稼ぐための防衛戦を指揮した冒険者が、守りの英雄と言われるモーブだったという。

			　圧倒的不利のなか、冒険者たちをまとめ上げて士気をあげ、４倍近い魔物の群れを押し返して町を守り切ったらしい。

			　尊敬に値する人物だ。

			　いつか会ってみたいとは思うが、悲しいかな、今回起こった魔王の策謀のおかげで、彼が所属するギルドがあった町は滅んでしまった。

			　生きているのならいろいろ話を聞かせて欲しいのだが、情報がいまだ混乱していて探せていない。

			　まあ、まだ終戦宣言から３か月。落ち着くまでに１年はかかるだろう。

			　そして、そのモーブを超えるランク９、10に至っては不明。

			　守りの英雄がランク８だと考えると、国とか魔王をどうにかしないといけないレベルじゃないのか？

			「ねえ、オーヴィク、どうしたの？」

			「あ、すまない。俺もランク７になったんだなーってな」

			「ふふ、貴方は立派な冒険者よ。私が保証してあげる」

			　俺がクエスト掲示板の前でぼーっとしてるのを不思議に思ったのか、パーティメンバーのラーリィが声をかけてくる。

			　ラーリィは俺がランク２の頃、魔物を退治して帰っている最中に出会った。

			　魔物に襲われている馬車を助けたのだが、遅かったらしく、ほとんどの人が死亡していた。

			　その中での数少ない生き残りが、当時奴ど隷れいだったラーリィだ。

			　不幸中の幸いか、馬車の主人は生き残っていて、生き残った奴隷たちは行く当てのない状態にならずに済んだ。

			　一般的に、奴隷は扱いが悪いイメージがある。

			　まあ、それも否定しないが、ボロボロの奴隷を欲しがる人はいない。

			　だから、最低限の衣食住は確保される。

			　奴隷商人にも良し悪しがあって、人攫さらいを引き受けて非道な売買をするのもいる一方、善意を感じる商人もいる。

			　世の中には、生活のために仕方なく家族を奴隷として売り渡すこともあるが、こうした人々を真っ当な金額で買い取るのが善良な商人だ。全員飢うえて死ぬしかないのを、１人をお金にして生き残る方法を示してやるのだ。

			　俺が助けた商人は後者で、奴隷たちは家族を助けるために自ら奴隷となった者ばかりだった。

			　商人も穏やかな人で、奴隷たちにも狭せまいものの寝る場所、食べ物、衣類を与え、売る際には慎重に相手を選ぶいい人だった。

			　まあ、そんな縁があって、当時駆け出しの俺はラーリィという可愛かわいい女の子を奴隷として引き受けることにした。

			　奴ど隷れいの価格はまちまちだが、ラーリィぐらいだと金貨７枚はすると商人さんは言っていた。

			　今の稼ぎでも、金貨７枚は難易度の高いクエストを10個ほどクリアして手に入れられるかどうかだ。というか、難易度の高いクエストが10個も転がっていることはないので、どれほどの大金か分かると思う。

			　ただ、それでも安い方で、これがエルフとか狐人族、兎人族の奴隷あたりになると白金貨が当たり前の世界なんだそうだ。まあ、その分可愛かわいいのだろうけど。

			　ああ、女の子ばかりの説明になったが、戦闘要員として男奴隷も人気があったりする。

			　正直、ラーリィを引き受けた時は舞い上がって、自分の欲望を叩きつけたりしてしまった。

			　ラーリィとの日々は、貧しい期間もちらほらあったりしたが、そんな時でも彼女は笑って一緒にいてくれた。

			　そして、ラーリィが一人で食べていけるようになったとき、奴隷から解放した。

			　これは俺の感謝の気持ちでもあった。

			　今まで俺の我わが儘ままに文句も言わずついてきてくれて、夜にはしっかり包み込んでくれた彼女を、これ以上、俺の出世欲のために危険なことに付き合わせるのはどうかと思ったからだ。

			　けど、ラーリィは今も一緒にいる。

			　彼女は自らの意思で俺について行くと言ってくれて、正直、その時は泣いてしまった。

			　で、その後も他に仲間を作ったりして、今の俺がある。

			　才能なんて言ったりしたが、今のランクまで上がれたのは、正直、仲間のおかげだ。

			「おおい、オーヴィク。なんかギルドマスターが呼んでるぞ!!」

			「こら、ラーリィといい感じなのに邪魔しないの!!」

			　パーティメンバーが俺たちを呼ぶ。

			　この２人は俺とラーリィと同じような関係で、その話を聞いて以来、一緒にパーティを組んでいる。

			　お互いに相手がいるから、険悪にもならないしな。

			　妊娠とかは魔法薬で抑えているが、いい加減どっかのギルドの専属になって腰を落ち着けたいとパーティで話してはいる。

			　そして、あるクエストがギルドマスターから依頼された。

			「は？　ダンジョンを作ったので、その評定ですか？」

			　いきなりぶっ飛んだ話をされて、全員、目を白黒させている。

			「ロシュールの聖女エルジュ様が、ダンジョンを聖なる力で治めたという話は知っておるか？」

			「ええ、でもエルジュ様は魔王の策謀で暗殺されたと……」

			　ラーリィがギルドマスターに言葉を返す。

			「うむ、それは事実だ。だが、それには続きがあってのう……」

			　それから、あらかたの話を聞いた。

			　エルジュ様が治めたダンジョンの管理権限を、姉のセラリア様が引き継いだこと。

			　そのダンジョンの機能を使って、いろいろ試しているとのこと。移住者や魔物の生態など……。

			　今回のダンジョンの件は、ダンジョンの街の中に、さらに冒険者用のダンジョンを作ったということらしい。

			　なんて無茶苦茶だ。

			　ダンジョンの中にダンジョンを？

			　でも、利点なども聞いて、そのダンジョン街が機能すれば、すさまじい利益や人の未来が切り開けるというのもよく分かった。

			「分かりました。その依頼、引き受けます」

			「感謝する。３日後、他の冒険者たちも含めて我らと一緒にダンジョンへ行ってもらうので、準備を頼む」

			「他の冒険者ですか？」

			「ああ、セラリア様が戦女神と呼ばれておるのは知っておろう？」

			「はい、名に違わぬクラスのレベルと伺うかがっています」

			「その彼女だからこそ、性質の違うダンジョンを８つ作り、軍や冒険者の能力向上も狙っておるのじゃよ」

			「８つもですか!?」

			「そうじゃ。一応、資料として、ダンジョンの階層数や地図はいただいているが、常識なぞ通用しないと思った方がいいじゃろう。それが８つじゃ。最低、１つのダンジョンにつき２チームは探索に行かせるつもりじゃ」

			「なるほど。それだけあると、俺たちだけじゃ荷が重いですね」

			「そういうことじゃ。そうじゃ、お前さんたちからひとつ冒険者パーティーも推すい薦せんしてもらおうかのう。ランク７の冒険者の推薦じゃ。それなりに頑張ってくれるじゃろうて」

			「いいんですか？　そんな大役の仕事相手を俺たちが決めてしまって？」

			「構わんよ。ランク７と言えば、今、リテア冒険者ギルドにはお前さんたちしかおらん。まあ、推薦基準はランク５か６に限定させてもらうが。正直な話、目ぼしいランク６には声をかけてしまったのじゃよ。いや、ランク６には全員声をかけたというべきじゃな」

			「あの、今、リテアにランク６の冒険者は何人ぐらいいるのでしょうか？」

			「全体で言えば70人ほどじゃな。でも、パーティを組んでなかったり、仕事中というのもあってのう。実質、参加が決まっているのは、８チームほどなんじゃよ」

			　なるほどな。そういうことなら、あの人たちなら……。

			「今すぐ思いつくランク５の冒険者がいますが、いいでしょうか？」

			「おお、言ってみてくれ」

			「ルーメル国のタナカさんが率いる勇者様たちはどうでしょうか？　彼らは戦力的にも精神的にも申し分ないはずですが」

			　そう、ルーメル国が召しよう喚かんした異世界の勇者たちに、この仕事は適任ではないだろうか。

			　タナカさんなら、勇者たちより強いと俺は思う。

			　本人は「レベル１だ」と周囲から笑われても、その事実を隠そうともしない。

			　だが、その実、個人の戦闘能力は俺たちランク７よりも上だ。

			　俺たちが、リテア近辺で魔物の討とう伐ばつをしていた時のことだ。

			　事前情報よりも数が多く、俺たちでも手こずるオーガテンペストがオーガを率いていた。

			　その時は、なんとか一角を切りくずして、逃げようと思っていたのだが……。

			　爆発音が響き、一瞬でオーガテンペストの頭部が四散。残りのオーガも、次々と頭部が四散して倒れていった。

			　そのあとに現れたのが、勇者たちを率いるタナカさんだった。

			「すまない。危険だと思って手助けをさせてもらった。もちろんこっちが勝手にやったことだ。魔物の素材は、そちらで持っていって構わない」

			「どうやってあの障害物が多い森で、的確に狙撃できるの!?」

			「……相変わらず物もの凄すごいですわね」

			　狙撃？　でも、タナカさんは弓を持っていなかった。

			　魔術師なのか？

			「あ、いえ。助かりました。ありがとうございます。俺はオーヴィク。冒険者をしています」

			「……俺はタナカという」

			「僕はヒカリ」

			「ナデシコですわ」

			「俺はアキラ。そして、こっちは……」

			　各々自己紹介をして、リテアまで戻って来たところで別れた。

			　後日、彼らが勇者たちだと知ったが、なるほどその名にふさわしい実力だ。

			「ああ、タナカ殿たちは、今回の件に参加できぬ。あくまでも、これはロシュール国とリテア国の機密事項じゃ。彼らは立場上、ルーメル国の重鎮。ダンジョンが暴れ出したわけでもないのに下手にルーメル国をかませると、外交問題になりかねん」

			「ああ、そういう関係ですか」

			　それでは、彼らはこのクエストを受けるわけにはいかないな。

			「まあ、未確認ではあるが、守りの英雄がリテアに訪れているという話もある。事実ならば、彼らにクエストを受けてもらえば２チーム分の活躍はしてもらえるだろう」

			「本当ですか!!」

			「ほほほ、やはり守りの英雄は人気じゃのう。まあ、待て。まだ確認中じゃ。とりあえず話はこんなところだ。さっそく準備をしてもらえるとありがたい」

			「と、すいません。分かりました。失礼します」

			　

			　こうして俺たちは評定のクエストを引き受けて、このダンジョンにやって来たのだが……。

			「うそ……だろ。これがダンジョンの中なのか？」

			「空があるわ……」

			「木も、川も……」

			「畑まである……って、あれオークじゃねえか!?　畑仕事してる!?」

			　俺たちの目の前に現れたのは、信じられない光景だった。

			　リテアの大聖堂の下にダンジョンがあり、ロシュールとリテアを繋ぐ転移陣があるというトンデモない事実を聞いた時にも驚きよう愕がくしたが、それは序ノ口にすぎなかった。

			　セラリア様が直々に治めているというダンジョンは、今までの常識が追い付かないものだった。建物やお店、スーパーラッツだとか言ったか？　珍しい商品の数々……。

			　しばらく茫然としてると、ダンジョンの説明が始まり、それが終わると彼らがやって来た。

			「この度、評定クエストに参加してくれることになった。みんなも知っているだろう。ランク８の守りの英雄たちだ!!」

			「「「おおー!!」」」

			　冒険者ギルド内が一気にざわめき始め、俺も正気に戻る。

			　あれが、守りの英雄か。

			　多分、槍やりを持っているのが閃せん光こうの槍のライヤ。

			　杖つえを持っているのが賢者カース。

			　そして……変な男と話をしている剣を持ったあの人が、リーダーのモーブ!!

			「……よ。無理だって……俺たちを……楽しい…のか!!」

			「……いや………だろ？　……で………俺は、お前たちに期待している!!」

			「別方向だろ、絶対!!」

			「否定はしない!!」

			「しろよ!!」

			「えーと、すまぬがモーブ殿。挨拶を頼めるかの？」

			「ほれ、行ってこい」

			「ちくしょー!!　あとで、絶対いい酒出してもらうからな!!」

			　きっと、演技なんだろう。

			　皆が、モーブさんの演技を見て微ほほ笑えんでいる。

			　なるほど、これが英雄の為せる業か。（※違います。演技ではなく、心の底から思っています）

			「……うぉほん。えー、まあ俺が守りの英雄なんて呼ばれているモーブだ。だが、そんなのは関係ない。お前らだって、必死でここまでやってきたんだからな。今までの自分を信じてやれ。俺との差なんてないと思う」

			　彼が発する言葉を、全員が静かに聞いている。

			　やっぱり、違う。

			　自分の力を驕おごったりしない立派な人たちだ。

			「今日ここにいるのは、冒険者の中からの選えりすぐりだと聞いている。まあ、言わなくてもいいと思うが言わせてくれ。評定ではあるが、一つ間違えば死ぬ!!　決して油断するな!!　このダンジョンは、性格の厭いやらしい奴が作って……いてっ!?」

			　突然、奥から貴族に見える出で立ちの女性が出てきた。

			「私が一応、ここの領主なのだけど？　誰の性格が厭らしいですって？　まあ、貴方たちが行くダンジョンについてはお悔み申し上げるわ。でも、このダンジョンがマイナスイメージになるようなことは言わないで頂戴な」

			　領主？

			　ということは、この方がセラリア様!?

			　皆も気が付いたのか、膝をつこうとするが……。

			「頭を上げなさい。こちらが請うて来てもらったのです。貴方たちの協力に頭を下げるべきなのは、こちらです。この度は私に助力してくれて感謝するわ。ありがとう」

			　そう言って、セラリア様が頭を下げる。

			　そのあと簡単な説明が終わり、俺たちはさっそくダンジョンを攻略するために、もう１つのチームと共に指定されたダンジョンに赴おもむいた。

			「さて、君たちはどう動くつもりだ？」

			「そりゃ、完全に攻略するさ!!　セラリア様が、ああも頭を下げたんだ。ここで頑張れば、覚えめでたく、名誉もお金もがっぽりだぜ!!」

			　俺と一緒に来たチームはランク６なんだが、どうにも落ち着きがない。

			　王族に頭を下げられて興奮しているようだ。

			「悪いが俺たちは先に行くぜ!!　運が良ければ、セラリア様から求婚されるかもしれないしな!!」

			　そう言い残すと、笑いながら先にダンジョンに入って行ってしまった。

			「大丈夫かしら？」

			　ラーリィのつぶやきに、俺たち全員が同じ思いを抱く。

			「…まあ、１階層でやられるようなことはないだろう……」

			　俺はなんとかそんな言葉を絞しぼり出して、遅れてダンジョンに入る。

			　ダンジョン内はやはり、モーブさんが言っていたように普通ではなかった。

			「……広い草原ね」

			「奥に森と小道が見えるな」

			「一応、周りに魔物は見えないわ」

			　瞬時に円陣を組んで辺りを見回す。

			　初めての場所を探索するには当然の行為だ。

			「……下への階段は、どこだと思う？」

			「そりゃ……奥だろ？」

			「……奥ってどこよ……」

			　そう、この１階層は迷路ではない。見渡す限り草原と森があるだけだ。

			　どこが奥なのか分からない。

			「とりあえずだ。草原にそれらしいものはないから、森の奥だと思う。見えている小道をまずは通ろうと思うけど、どうだ？」

			「うん、私もそれがいいと思うわ」

			「そうね。万が一囲まれても、道がある分、撤退はしやすいでしょう」

			「俺も異存はないぞ」

			　小道を進んでいくとコボルトが数匹出てきたが、初心者相手の魔物なので、苦戦もすることなく撃破。

			「１階層はコボルトか。うん、良心的だと思うわ」

			「そうね。ルーキーには丁度いい場所ね」

			「だな。特殊な事態にいたる可能性もあるにはあるが、しっかり特徴を把は握あくしてりゃ、そうそう問題ないからな」

			「え？　コボルトに特殊な能力ってあったっけ？　せいぜい棍棒とか武器を持ったりするぐらいじゃないの？　オーヴィクは知ってる？」

			　ラーリィは知らないのか。

			　まあ、無理はない。そんなことは普通起こらないからな。

			「コボルトってのは見た目通り犬だから仲間意識が強くて、縄張り意識も強い。鼻もいいから、血の匂いなんかで仲間が死んだのに気が付くと、群れがいる場合、かなりの数を相手にしないといけないんだ。まあ、ゴブリンにも言えることなんだけど」

			「ああ、なるほど。ただ倒すだけならいいけど、騒いだりして、私たちが殺したってばれるのがまずいのね？」

			「そういうことだ。倒して騒ぐと思いもよらない敵の援軍が来たりする。まあ、浮かれるなってことだな。自然の中じゃ、群れも余程のことが起こらない限り爆発的に増えたりしない。コボルトとかゴブリンは、比較的弱い魔物だからな」

			　そんなことを話していると、小道の奥から振動が伝わってくる。

			「……なんだ？　地震か？」

			「いや、これは何かの大群が移動する音だ」

			「え、大群って……もしかして……」

			「見えた!!　って、あの人たち、まさか!?」

			　小道の奥から、先に行った冒険者たちが走ってこちらに逃げてくる。

			　６人のうち２人は背中に背負われている。

			　そして、さらにその後ろから、ざっと見ても１００匹近いコボルトの群れがこちらに向かってきていた。

			「「「わんわんお!!　わんわんお!!」」」

			「……騒いだんだろうな」

			「浮かれてたからねー」

			「どうするよ？　あの群れをやれないことはないが、さすがに怪け我がの覚悟はいるぜ？」

			「私は、さっさと撤退する方がいいと思うわ。１階層でわざわざ怪我する意味なんてないもの」

			　相棒の彼女の意見に同意だ。

			　彼らが招いたミスだ。俺たちが付き合う必要はない。

			　けど、なぜ彼らは帰還の指輪を使わないのだろう？

			　まさか、この騒動で頭から抜け落ちてるのか？

			「……撤退するが、その前にあの人たちに帰還の指輪を使うよう言ってみる。そのために、１回ラーリィはでかい魔術を使ってコボルトの足を止めてくれ」

			「……指輪のことを忘れてるなら、正直ランク６じゃないわよ？　初心者レベルよ？」

			「……言いたいことは分かるが頼む。助かるかもしれない命だからな」

			「分かったわ。じゃ、詠唱始めるわ」

			　ラーリィが詠唱を完成させて、逃げてくる彼らの後方に魔術を放つ。

			「ファイアーストーム！！！」

			　炎の渦ができて、コボルトたちが巻き込まれて死んでいく。

			　しかし、数が数なので、後方の連中はファイアーストームを避けてどんどん進んでくる。

			　でも、その時間があれば十分だ。

			「「「わんわんお!!　わんわんお!!」」」

			「た、助けてくれ!!　な、仲間が!!」

			「指輪を使え!!　帰還の指輪だ!!」

			「あっ!?」

			　本当に忘れていたのか……これはギルドマスターに報告だな。

			　そう思っていると、逃げてきていた連中はあっと言う間に消えてしまう。

			「よし、逃げたか」

			「オーヴィク、私たちも早く!!」

			「ああ!!」

			　そして、俺たちはわずか１時間で探索を中断してギルドへ戻ることになった。

			　ギルドに戻ると、先に帰還していた彼らがルルア様に治療を受けていた。

			　ああ、そういえばルルア様もここにいたんだっけ？

			　なんて贅ぜい沢たくな治療だ。

			「すいません。彼らと一緒のダンジョンに潜っていたチームですよね？　何が起こったのか聞いてもよろしいでしょうか？」

			　俺たちが、事態をギルドマスターに報告しようと思っていると、違う人物から声をかけられた。

			「え、トーリじゃない!?　リエルも!?　なんでこんな所にいるの!?」

			　ラーリィが驚いたように声を上げて、俺もそれで気が付いた。

			　身なりはとても良くなっているが、確かに、その顔はトーリとリエルだ。

			　彼女たち２人も、ランク６の冒険者コンビだ。

			　最近、連絡が取れなくなっていたが……。

			「あれ？　でも、２人ともこっちに来た時はいなかったわよね？　後から来たの？」

			「ええっと、オーヴィク、ラーリィ、それに２人も落ち着いて聞いてください……」

			「皆が入ったダンジョンは、この僕とトーリ、そしてカヤが作ったんだよ!!」

			「……どうも」

			「「「ええ―――!?」」」

			　相変わらずリエルは突拍子もないなーと思える自分は、大物なんだろうか？

		

	
		
			落とし穴６掘　住人問題

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　執務室でいつもの通り、私は警察のお仕事をしている。

			　でも、最近はリテアからの大量移住者で、やっぱり問題が多くなっている。

			「代表、訓練所でいざこざです」

			「リエルは？」

			「リエル代表は現在、住民区の問題を解決中です」

			「訓練所の警備している人たちは？」

			「なんというか、代表に会わせろと一点張りでして。奴ど隷れいの私たちとは話さないと」

			「はぁ、またバカですか。妖精族の人員は？」

			「妖精族も同じく、人族ではないから口を挟はさむなと」

			「……状況は？」

			「訓練所の一角、講義室Ｂに立てこもっております。人数は10人強ですね」

			「わかりました。向かいます。道すがら詳しい状況を」

			　私は、すぐさま椅子から立ち上がり、ドアを開けて訓練所へ向かいます。

			「で、どの訓練棟？」

			「はい、訓練棟第４棟です」

			　移住者が一気に多くなっため、２棟だった訓練棟は増設されて、現在５棟ある。

			　一度に来る移住者は基本４００人前後なので、２棟で人数的には足りるのだが、トイレやお風呂はちょっと回転が間に合わないので、４棟まで解放していた。

			「人族ってことは、相手は人族？」

			「はい、私たち獣人族や妖精族とは一緒にいられないと」

			「……最初から来なければいいのに」

			「まったくです」

			「とりあえず一応説得はしますが、追放予定で鎮圧します」

			「はい、お願いします」

			　今日のは少し過激にしても、この手の手合いは、大小、毎日報告が上がっています。

			　こっちの説明を聞いているのか、甚はなはだ疑問です。

			　こんなことをしても自分の首を絞しめるだけなのに。

			　そんなことを考えていると、現場にたどり着きました。

			「近寄るな!!　代表を呼べ!!　お前らじゃ話にならねえ!!」

			「そうよ、そうよ!!　話があるのは代表よ!!」

			「「「そうだ!!」」」

			　あー、メンドクサイ。

			　あんなに机をばらしてバリケードを作るなんて、後片付けが大変です。

			「はい、代表のトーリです。貴方たちは、すぐにそのバリケードを解いてこちらに来てください。公共物の破損に執行妨害ですよ？　なんでこんなことをしたんですか？」

			「お、ようやく来たな!!　俺たちは人族の権利向上を願うものだ!!」

			「は？」

			「ここの領主はセラリア様だ!!　なのに、なぜ俺たちは他の種族と同じ扱いなんだ!!　俺たちはもっと優遇されるべきだ!!」

			「そうよ!!　私たち人族は偉いのよ!!」

			「で、具体的な要求は？」

			「……」

			「……」

			　私が睨にらみを利かせると、途端に静かになります。

			「何をもって権利の向上とするのですか？　答えてくださいな？　それとも、エルジュ様やセラリア様が皆平等にと言ってる政策が気に食わないだけですか？」

			「そ、それは……」

			「当ててあげましょうか？　各施設の無料使用、商店への厚遇といったところですか？」

			「そ、そうよ!!」

			「バカ言わないでください。正直に言ってくださいな。お金が欲しいだけでしょう？」

			「「「っ……!?」」」

			　相手は全員、目を丸くして驚いています。

			「全員の身元は確認してます。何のために身分証や戸籍を作ったと思っているんですか？　貴方たち、すでに全員が各施設や商店でトラブルを起こしていますね。しかも、ほとんどが窃盗に近いものばかり。お金の流れも調べましたが、ただの散財。これで、どうやってお金以外の目的を探せと？」

			　相手の非を指摘すると、様子を窺うかがっていた他の移住者の目がとても冷たくなる。

			　それはそうでしょう。ただの子供の我わが儘ままなんですから。

			　署員からもらった資料にも目を通してみました。

			　ん？　これは……後で相談してみますか。

			「さて、ここで最後の通告です。そちらの要求は受け入れるに値しません。今、大人しく逮捕されるなら、強制労働数か月で穏便に済ませます。それが嫌なら、このダンジョンから追放となりますが、よろしいでしょうか？」

			「う、嘘つくな!!　お、俺たちを追い出したら、悪評が広がるぜ!!」

			「各国に話は通しています。この特殊な奴ど隷れいの首輪をつけて放逐します。なに、奴隷みたいな扱いではありません。ただ、このダンジョンに入れなくなるだけです。まあ、その首輪は私たちのダンジョンで迷惑行為を働いて追放されたという意味も持ちますが、頑張ってください。私たちとの友好国からは、白い眼で見られることでしょう」

			「「「…っつ！！？」」」

			　彼らがかなり動揺してます。

			　……正直、こんなことが上手くいくと思ってる時点でダメダメです。

			「では、拘こう束そくさせてもらいます。全員逮捕後、罰金、追放となるので頑張ってくださいね」

			「ちょっ……!!」

			　

			「――ということが、ありまして」

			「僕の方は、エルフ族と猫人族のケンカだったな。あれ、種族間の文化の違いみたいな話だったよ」

			「私の方の商店も、窃盗が多少ありますね。ま、レジを通さないと麻痺するので簡単にばれるんですが。スーパーラッツは、特に、あれだけ商品置いてますからね」

			「娯楽施設の温泉も大変ですよ。最近は少なくなりましたが、石せつ鹸けんやシャンプーを持ち出す愚おろか者が多いこと。私、少し本気で怒っちゃいました」

			「……ナールジアさん、手加減はしてください。そのおかげで、フロントが焦こげたんですから」

			　夜、旅館に帰ってから今日の出来事を話すと、どこも同じような感じでトラブルを抱えているようです。

			「ま、世の中そんなもんだ。徐々に住人のモラルを上げていけばいい。すぐに理解できるものでもないからな。一つ一つ積み重ねて、住人の皆がそれを理解していくってことだな。どんどん改善はされているんだろう？」

			「はい、全体的に、リテアからの移住が開始した時よりはトラブルは減っています。むしろ移住者、住人が協力して、このダンジョンにそぐわない不適切な行為を止めてくれて、通報するケースが多くなってます」

			　私はユキさんの話を聞きながら、ここ最近の問題件数を頭に浮かべて返事をします。

			「それはよかった。よくよく考えれば、最初はいろいろありましたねー」

			「だよねー。いきなり、部屋が一緒なんて嫌だ!!　って言うバカもいたからね。僕、唖あ然ぜんとしちゃったよ」

			「ありましたね。酷ひどいのだと、私はパンしか食べない!!　なんてのもいたわね」

			　皆で苦労話をしていると、セラリア様が酷く怒気を放ってやってきました。

			「……どうしたんですか？」

			「今日、巡回していたら、レイプされていた女性を発見したわ」

			「「「！！？」」」

			「……被害者は？」

			「……命に別状はないけど、精神的にはズタズタよ。話せる状態じゃないわ。……加害者は、あい斬ったわよ」

			「「「……」」」

			　今まで、セラリア様が遭そう遇ぐうしたようなトラブルがなかったわけではありません。

			　でも、セラリア様が直接発見されたのは、今回が初めてです。

			「婦女暴行、児童暴行、強姦。その類は斬り捨てるって言ってるわ。まったく、汚いものを見たわ。明日、トーリの方に関係書類が届くわ。処理をお願い」

			「はい」

			「ラビリス。広報はしっかり今回の事件を報道して。非道な犯罪には容よう赦しやはしないと」

			「……分かったわ」

			「たく、どこにでも屑くずはいるわね」

			　セラリア様はそう言って、ユキさんの胸に飛び込みます。

			「ごめんな」

			「……あなたのせいじゃないわ。私がまだまだ甘いのよ。あんなことはどこでも起こってる。それなのに、いざ、その場面を見たら気持ちが抑えられなかった。……女性をあんなふうに」

			　ユキさんが優しくセラリア様を抱きしめてあげます。

			　……最近、セラリア様が、ユキさんにべったりな気がします。

			「と、そこはいいとして。あなたは間違っても、強姦なんてするんじゃないわよ」

			「しねーよ」

			「「「ぶっ」」」

			　そのひと言で、暗かった空気が散逸します。

			「世の中、いろいろあってこそだ。全部上手くいくなんてありえないしな。これからも、皆よろしく頼む」

			　ユキさんの言葉に、皆頷きます。

			　そうです。

			　今回の事件は悲しいですが、これで何もかも終わったわけじゃない。

			　ちゃんと、次に繋げないと。

			　ああ、明日からまた忙しくなりそうですね。

		

	
		
			落とし穴７掘　学校問題

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			　学校もリテアからの移住が始まって、さらに賑にぎやかになってきた。

			　珍しいことに、今では獣人やエルフの子供まで通っている。

			　この子供たちは、なんとクラックがお金を出していた孤児院から来たのだ。

			　わざわざ孤児院にいるのに、なんでこちらに移動したのかといえば……。

			「あそこにいても、子供たちの未来はない。特に獣人やエルフの子供たちは、見世物や愛玩動物のように扱われるだけだ。だから、彼らを優先して連れてきた。その代わり、その孤児院で働いている人たちも何人か連れて来たので、学校でどうか役立てて欲しい」

			　とのこと、クラックもいろいろ大変だったのね。

			　来た子たちのほとんどは酷ひどい栄養失調で、しばらく入院が必要な子もいたし、そのまま亡くなった子もいる。

			　その時のユキの表情は、何とも言えなかったわ。

			　無表情なのに、涙も見せないのに、亡くなった子の亡なき骸がらを大事に抱えていた。

			　その後、ユキが墓地にお墓を建ててた。

			　その子の知り合いか友達なのかは知らないけど、ユキの手厚い弔とむらいに涙を流しながらもちゃんとお礼を言って頭を下げてた。

			　それを見たユキは、とても難しそうな顔をしていたわ。

			　たぶんユキは……いいえ、私から言うべきことじゃないわね。

			　亡くなった子に関することだけど、その時治療に当たっていたエルジュ様が酷ひどく取り乱していたわ。食べ物がなくてお腹だけが酷く膨らんでガリガリになった子を見て、絶句してたし。

			　その子がもう助からないと知っても、必死に何度も回復魔術をかけていた。

			　亡くなっても治療をやめないエルジュ様のことを、付き添っていたセラリア様が宥なだめていたんだけど……タイミング悪く治療院に来た一般の人が、その子の一部分を見て魔物だと思ったらしく、笑ってしまったの。そしたら、エルジュ様は……。

			「笑わないで!!　やめて!!　この子は今日まで必死に生きてきたのに。この体は、その証なのに……笑わないでよ!!」

			　エルジュ様が大音量でその一般の人を怒鳴りつけたの。

			　もの凄すごい睨にらみと共にね。

			　怒鳴られた人は、エルジュ様の発言で事実を知ると、素直に謝って立ち去って行った。

			　その後、エルジュ様は亡くなった子を抱えて泣き続けていたけど、セラリア様が一喝して復帰することができた。

			「いい加減にしなさい!!　その子は亡くなった。あとはユキに任せなさい!!」

			「嫌です!!　私が弔とむらってやらないと……」

			「同じような目にあってる子たちを見捨てるの？」

			「……っつ!?　そんなわけ……」

			「なら、エルジュのやるべきことは泣くことじゃないわ!!　後のことは任せて、救える命を救いに行きなさい!!　皆から聞いたわ。エルジュも私たちと同じ覚悟をもって生きるのに決めたと。ならば、しっかりそれを行いなさい!!　お飾りでないのなら!!」

			「ぐすっ……ユキさん。この子をお願いします。私は、次の患者を治療します!!」

			　エルジュ様はそう言って亡なき骸がらをユキに預けると、すぐさま駆け出して行った。

			「強くなったじゃない……エルジュ」

			　そんなエルジュ様を、嬉しそうな、悲しそうな目でセラリア様が見ていたわ。

			　と、話がずれたわ。

			　今、学校で問題が起こってるの。

			　ああ、訓練所や住民間で起こる問題よりも、幾分マシだけど。

			　だって……。

			「男子、ちゃんと野菜食べなさいよ!!」

			「いやだよー!!　野菜美味おいしくねーもん!!」

			　食事の好き嫌いについてだし。

			　種族間のトラブルはないに等しい。

			　なぜかって？

			「エルフの男子もいるじゃない!!　エルフは菜食主義でしょ!!」

			「同族のくせに、なんて恥!!　さいてー!!」

			「黙れ!!　基本、菜食主義なだけだ!!　ここのごはんを食べて肉が嫌いになんかなるか!!　野菜より美味うまいから食う!!　何の問題がある!!　この草食動物め!!」

			「いいぞ!!　いいこと言った!!　お前らだって肉残してるじゃんか!!　ちゃんと食べろよ!!」

			　こんな感じで、男の子と女の子で分かれて、お互い文句の言い合いをしてるのよ。

			「黙りなさい!!　この肉食動物め!!」

			「ねえ、せんせーだって野菜食べる方がいいよね？」

			　そうやって、質問を振られたのは、私のユキ。

			　皆の視線がユキに集まる。

			「そりゃ、野菜は食べた方がいい」

			「ほら、みなさい!!　せんせーを困らせないようにしなさい!!」

			「っぐ!!　先生、なら肉は残していいんですか!!」

			「無論、お肉も食べた方がいい」

			「ほら!!　お前らも、せんせー困らせるなよ!!」

			「うるさいわよ!!」

			　ぎゃーぎゃーと騒ぎ出してしまった。

			　どうするのよ、ユキ？

			　私が目配せすると、ユキがため息をついて喋しやべり始める。

			「つまりだ。出された物は残さず食べてくれると、先生はとても嬉しい。だから、残さず食べたアスリンやフィーリア、ラビリス、ヴィリア、ヒイロには、後でチョコアイスをあげよう」

			「「「ええええ――――!!」」」

			「無論、今からちゃんと食べた子にもアイスをあげよう」

			「「「やった―――！！！」」」

			　餌を出すと、子供たちはあっさり食事を平らげる。

			　代わりにユキが疲れた顔をしている。

			　うん、先生って大変ね。

			　

			「……ということがあったんだよ」

			「そりゃ、子供なら当たり前ですね～」

			「そうですね」

			　旅館で晩ご飯を食べたあと、学校の話をして、お茶を飲みながら雑談をしていた。

			「まあ、そういうのは、お兄さんが作ったカレーやシチューに野菜もお肉も混ぜればＯＫじゃないですか？」

			　ラッツが解決策を提案した。

			　うん、名案だと思うわ。

			「毎日、カレーやシチューでいいんだな？」

			「あ、いえ、嫌です」

			　うん、私も嫌だわ。

			「そうですね。問題はちゃんと食べるようになることですから、誤魔化すような料理は避けた方がよいのでは？」

			　エリスがそう言って、地道に慣らしていくことを勧める。

			「僕は、ほっといてもいいと思うよ？　大きくなれば、大抵食べられるようになるって。子供ってさ、敏感だから野菜とかは特に味が独特で嫌うんだよ。無理に慣らす必要もないと思うけどな」

			　リエルは、ほっとけばいいと思うらしい。

			　うーん、言ってることは分かるけど、子供の健康のためでもあるのよね。

			「何事も切っ掛けがあれば、大抵のことはどうにでもなるわ。私も剣を持って戦場に紛れたのが始まりだし」

			　セラリア様がそう言うけど……。

			「「「それは違う」」」

			　皆、声を揃えて否定。

			「でもな……切っ掛けね。何かイベントがあれば……でも……」

			「ほら、ユキも私の言ったこと分かるでしょ？」

			「いや、セラリアみたいな、泳げない奴は海に落とせばそれなりに泳ぐってやつじゃなくてな。こう、皆で野菜の収穫とか、肉をさばいて食事すれば、食べたくないなんてことは減るんじゃないだろうか？」

			「いい案だと思いますよ？」

			「……お野菜収穫するなら、私の管理してるいい場所がある」

			「お肉って狩るの？」

			「子供たちにどうやって狩らせるのよ？」

			「僕はよく狩ってたけど？」

			「リエルと同じにしないでよ…」

			　そうやって、いろいろ話が盛り上がっていく。

			「まあ、１回は試してみないとな。ヴィリアとヒイロでも連れて行って、１回やってみよう。あの２人が唯一、いつも残さず食べてくれるからな」

			　……あの２人は、基本、お野菜が嫌いよ。

			　でも、誰かさんにほめられたいからいつも無理して食べてるけど。

			　今度、２人が来るのが楽しみだわ。

		

	
		
			第76掘　重傷者多数色んな意味で

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			　ふう、いきなりダンジョンで死者とか出なくてよかったわ。

			　でも、聞いた限りじゃ、あの冒険者たちのミスみたいね。

			　まったく、どこにでも気が抜けてる人っているのね。

			　ユキも、もう少し気を抜いてみたらいいと思うのだけど。

			　そう思って、私はギルドマスターと話しているユキを見る。

			　彼は、いつもいつも頑張ってる。

			　本人は自覚がないみたいだけど、私たちは皆、頑張りすぎだと思っている。

			　いつか倒れないか、とても不安。

			「……で、どう……はい、ええ。……」

			「それは……で……」

			　でも、頑張っているその横顔も素敵なの。

			　ああ、ジレンマよね。

			　仕方ないから、夜ぐっすり眠ってもらうの。ユキに催眠魔術をかけている理由。

			　ユキも承しよう諾だくしていて、しっかり眠れるって喜んでいるからいいの。

			　いろいろしていることも含めてＯＫなのよ。

			「ねえ、ユキ。彼らはどうなの？」

			　セラリア様がユキに話しかける。

			「ああ、とりあえずエルジュとルルアのおかげで、一命はとりとめたようだ……だが」

			「だが？」

			「いや、それがですね……」

			　ダンジョン内冒険区のギルドマスターのロックさんが、言葉を濁す。

			「普通に話してもよいじゃろう」

			「グランドマスター、よろしいので？」

			　リテアから来ていた冒険者ギルド本部のグランドマスターが、ロックさんを引き継いで説明を始めた。

			　いったい何か問題でもあったのかしら？

			「セラリア様は、此こ度たびのダンジョン評定を楽しみにしていらっしゃるとか？」

			「ええ、それはもちろん。初めてダンジョンを作り、その評価を決める大事な評定ですから」

			「それは、そうでしょうな。訓練用のダンジョンを作る際、わしも声をかけられましたが、年甲斐もなく心が躍りましたぞ」

			「グランドマスターも、まだまだ現役ですわね」

			「ほっほっほ。と、話がそれましたな。実はですな、今回、大ポカをかましてとてもお恥ずかしい限りなのですが、そのパーティーがある要求をしていましてな」

			「要求？　どのような？」

			「いえ、難しいことではございません。ルルア様やお手伝いのおかげで、彼らの怪け我がはほとんど完治しております」

			「それはよかったですわ」

			「で、彼らは怪我が治ったので、今すぐダンジョン攻略を再開したいと言っておりまして。まあ、本人たちも恥だと思っているのでしょう。なにせ、コボルトにやられたんですからな」

			　ああ、なるほど。

			　それは、本人たちはいい赤っ恥よね。

			　治ったのなら、何としてでも相応の実力があるって証明しないと面めん子つもたたないわ。

			　でも、さすがに今日、再度ダンジョンアタックはね……。

			「俺たちは反対です。彼らは、少し興奮し過ぎている」

			「そうですね。私もオーヴィクに賛成します。一度、間をあけるべきかと、せめて１日は」

			「だねー。僕もオーヴィクに賛成。ランク６でコボルトにやられるって……本当にランク６？」

			「普通はしないミスです。ちょっと、ギルドの査定を疑うレベルですね」

			　トーリとリエルのお友達２人の冒険者は、本日中のダンジョン攻略再開は反対と。

			　まあ、当然よね。

			「そういえば、ロックさんにグランドマスター。彼らに対するギルドの対応などは、あるのでしょうか？」

			　そういえば忘れていたわ、あんなミスをしたんですもの。

			　ギルドから何らかのペナルティはあるのかしら？

			「普通は撤退しただけですから、何も処しよ罰ばつなどはないのですが……」

			「でも、今回ばかりはのう。ランク７のオーヴィクたちの証言付きの大ぽかじゃからのう……」

			　２人ともそう言って、悩んでいる。

			　まあ、処罰するには早急すぎるし、かといって、こんなミスをする連中をランク６にしておくのはギルドとしても何とかしたいはず。

			　そんなふうに話していると、件くだんのパーティーが戻ってきて、こちらに頭を下げた。

			「頼みます!!　なんとか!!　もう一度チャンスを!!」

			「お願いします!!」

			「あ、あの、さすがに今すぐは無理ですよ」

			「せめて、今日１日は安静にしてくださいな」

			　エルジュ様とルルア様が、彼らを追うようにこっちにやって来る。

			「うーん、なら、こういうのでどうでしょう？　今日はとりあえずお休みください。私たちダンジョンが誇ほこる最高の治癒魔術師も安静がいると言っていますし」

			「最高ですか……」

			「あら、まあ」

			　エルジュ様もルルア様もどこか嬉しそう……っち。

			「いや、それじゃ……」

			「話はまだです。確かにお話を聞いた限り、ちょっとミスが酷ひどいように見えますが、初めてのダンジョン。さらに、一国の王女様や冒険者ギルドの重鎮たちの前です。多少の緊張に伴うミスは、あって当然です。ですので、このダンジョンの評定は１週間にして、その間の彼らの働きを見て、判断を下すというのはどうでしょうか？　今の状況だけで彼らを処しよ罰ばつするのも、酷でしょう」

			「確かに」

			「そうじゃのう。わしらもそれでよい。お主らに異論はないか？」

			「ええ、もう一度チャンスがもらえるなら……」

			　これで、ひとまずはよしかしら？

			「ちょっと、待ってくれ!!　セラリア様に聞きたいことがあるんだ!!」

			「は？　私？」

			　え、何？

			　セラリア様に何か関係してることってあったかしら？

			「今回のダンジョン攻略をしている冒険者の中から旦那選びをしてるってのは、本当ですか!?」

			　空気が凍った。

			　……っは、なるほど。

			　分からなくもないわ。戦乙女と言われているセラリア様。

			　今まで言い寄ってきた男は、その腕っぷしで排除。諸外国の人々には、自分より強い男としか結婚しないと言われているほど。

			　そして、今回のダンジョン評定。

			　これで、見極めをしていると思われたのね。

			　……でも、現実は非情なの。

			　質問をしている男はいたって真面目で、きっと頑張ろうとしているのだ。

			　だって、真剣だもの。

			「ぷっ、ごめんなさい。そうね……」

			「おっ？」

			　セラリア様はユキの腕を絡め取って抱き着くと……。

			「まだ公表はしてないけど、彼が夫なのよ」

			　満面の笑顔で、その男に告げる。

			「だから、今回は、ただの評定クエスト。私の旦那選びはもう終わっているのよ」

			　ドサッ。

			　セラリア様がそう言い切ると、男はその場に突っ伏した。

			「おい、大丈夫か!?」

			「呼吸が止まってる!?」

			「い、医者を!!」

			　エルジュとルルアが慌てて確認に入る。

			「……止めを刺すな」

			「あら？　ユキ、私は正直に言っただけよ？」

			　……でも、確実にザックリ逝いったわね。

			「あーそうか。まだ、公表してませんでしたな」

			「なんじゃ、ロック。知っておったのか？」

			「はい、このダンジョンに移住してきた時に宣言されていました」

			「なるほどのう。あの戦乙女がのう……ユキとかいうあの御仁、ただ者ではないのかのう？」

			「どうでしょう。私個人としては、知略に富む方と見ていますが」

			「なんじゃ、実際の戦闘や動きなどは見たことがないのか？」

			「ええ、ユキ代表は基本、机の上での仕事が多いですからね。私たちと一緒で」

			「それは、若いのにつらかろう……」

			　ロックさん、残念。

			　ユキは知略だけじゃないわよ。他の分野でも引けをとらないわ。

			　いえ、多分、彼に能力で勝っている人は、この場にはいないのではないかしら？

			　本人は、絶対、真顔で「そんなわけない。俺なんか下から数えた方が早い」って言うでしょうけどね。

			「ともあれ、これで本日は、彼らのダンジョン攻略再開は見送りじゃな。オーヴィク君たちはどうするかね？　君たちは再開しても問題ないが？」

			「いえ、僕たちも今日はやめておきます。コボルトが殺気だってますからね」

			「うむ、よい判断じゃ」

			「まあ、代表に知り合いもいたので、話を聞きたいのが本音ですね」

			「ほほほ、よき友人に恵まれたのう」

			　ラーリィといったかしら。彼女は今、トーリやリエルと仲良く話をしている。

			「……そういえば、他のダンジョンに行った冒険者たちはどうしてるのかしら？」

			「それは、普通のダンジョン攻略と同じで、そのままダンジョン内で過ごし、攻略を継続ですな。まあ、初日です。オーヴィク君たちと同じように、様子見で戻ってくるチームも多数いるでしょう」

			　なるほど、そういう形になるのね。

			　私がロックさんの話に頷いていると、セラリア様がユキの腕を取ったままこちらに来た。

			「グランドマスター、ギルドマスター、丁度いいわ。帰ってくる冒険者には、私の結婚のことを伝えてくださいな」

			「いいのかのう？」

			「先ほどの彼みたいに、期待を持たせるのも可哀想かわいそうですから」

			「そりゃのう。でも、よいのか？　ユキ殿をバカにするわけではないが、それなりの者もいるかもしれませんぞ？　セラリア様のお目に留まるような男が」

			　少し、もったいないと言いたげにグランドマスターがセラリア様に伝えるが、彼女は笑顔を絶やさず……。

			「それは、あり得ませんわ。私の目には夫だけですから」

			「これはこれは。老人の余計なおせっかいでしたな。その件、しかと伝えましょう」

			「ええ、お願いします」

			　そのあと、オーヴィクたちと同じように下見で帰ってきた冒険者のうち、何人か呼吸不全になったとかならなかったとか……。

			　男も、お姫様をお嫁にする夢を見るモノなのね。

		

	
		
			第77掘　決闘だぁ!!

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「いいか、『始め!!』と言ったら開始じゃぞ？」

			　相手が頷く。

			「ユキ殿もよろしいか？」

			　よろしくねーよ。

			　現在、冒険者ギルドの訓練場。

			　そこで俺は、剣を持たされて、決闘をさせられそうになっている。

			「ぐ、具合が……」

			「大丈夫ですよ。私の夫は、どんな状況でも負けません。いえ、この程度の苦境を跳ね除けてこそ、私の夫でしょう」

			　セ、セラリアめ!!

			　逃げ道をどんどんふさいでくる。

			　あ、でもさ、これで負けたらセラリアとの結婚を破棄できるんじゃね？

			「……くだらないこと考えるんじゃないわよ。私にここまで言わせてるんだから」

			「……へい」

			　まあ、セラリア自体は嫌いじゃないし、彼女が持つ権力うんぬんだってありがたい。今、セラリアと縁が切れたら、それこそ問題になるか。

			　しかし、なんでこんなことになったのやら……。

			　原因は、セラリアの夫いますんで、結婚してますんで発言が元。

			　そして、決闘騒ぎになったのは、呼吸不全の冒険者たちが復帰した翌日の朝だ。

			　下見だけして昨日のうちに戻ってきた冒険者は、全員、セラリアの結婚の話を聞いてる。

			　セラリアが公表しろと言ったのが原因な。

			　それで、俺に変な注目が集まってしまった。

			「すまない、今、よろしいか？」

			「はい、何でしょうか？」

			「貴方が、セラリア様の夫のユキ殿で合ってるか？」

			「はあ、まあ、そうですけど」

			　そう答えると、周りの冒険者がいっせいにじろじろと俺を見てくる。

			　上から下に、下から上に……。

			　やだ、男に見られても女に見られても、この視線は痛い!!

			　動物園の動物にストレスがかかりやすい理由がよく分かるわ。

			　多分、ストレスを感じないやつは露出狂だな。

			「……失礼だが、剣など持ったことはなさそうだが」

			「そりゃ、持つわけないじゃないですか。俺、文官ですから。そりゃ、多少、魔術は使えますけどね」

			　俺がそう言うと冒険者たちは驚きの表情をして、嫁さんたちは……。

			「何が、多少よ」

			「……まあ、使えることには違いありませんね。お兄さんの相変わらずな話術ですね」

			「……詐さ欺ぎというか、ルール違反に近いからのう」

			「私たちじゃ、近づくこともできませんからね」

			「だねー。あの時は酷ひどかったよ。僕なんか、一撃でぽーんって退場」

			「……根本的な戦い方が違う」

			「しかし、そういえばユキさんの近接戦闘は見たことありませんね」

			「そりゃ、ユキさんが言ってたじゃない。後方支援型だって」

			「……後方支援が、一撃で妾わらわたちを粉砕できるのか……」

			「……一応、私たちと同じかそれ以上の回復魔術の使い手ですから、間違っていませんけどね」

			「「「……」」」

			　以前、防衛戦の前に訓練をしたんだ。

			　まあ、アスリン、フィーリア、ラビリス以外は戦闘経験があるらしいが、それは常識の範囲でのことだ。

			　大規模な軍での戦闘はわけが違うから、なるべく個々の技能と意識を変えようと、ちょいと訓練をした。

			　その時、一度、俺対嫁さんズでやったが、まあ、一方的に俺が勝ってしまって、その後、それを踏まえて訓練したわけ。

			　こうした準備もあって、皆、頑張って防衛戦では大活躍だったわけだ。

			　まあ、部隊を抑えられなかったけどな。

			「すまない。文官と聞こえたが……」

			「はい、間違いないですよ」

			「……ちょっと待ってくれ。セラリア様、よろしいでしょうか？　少しお聞きしたいことが……」

			「何かしら？」

			「セラリア様のご結婚相手は、自分より強い相手でないといけないと聞いたことがあるのですが？」

			「その通りよ」

			「……あ、えーと。失礼ながらユキ殿は文官で、どう見てもセラリア様に勝てるようなことはないと思いますが……」

			「勝ったわよ。それに命も救われているわ。これ以上ないぐらいの夫だと思うわ」

			　セラリアが普通に答える。

			　まあ、訓練の時のことを言ってるんだろう。

			　あの時しか、セラリアとは勝負していない。

			　ちなみに、嫁さんたちとの勝負の詳しよう細さいは、セラリア、デリーユが真っ向から向かってきて、トーリ、リエル、カヤ、ラッツがそれの支援。ミリーとエリスは弓での牽けん制せい。

			　これに対して、こっちは実験を重ねていた障壁君14号を展開して全員の足を止めた。

			　障壁君14号は多重構造防壁。

			　まず、魔力で物理と魔術の防壁を展開。

			　それを14層の厚さで展開して、間に緩衝材として純水を入れる。

			　表層には電流を展開して、触った物にショックを与えるモノにしている。

			　まあ、その14号でまずはセラリアが痺しびれてアウト。

			　デリーユは耐えたが、そのあと無理して防壁を５枚ぶち抜いて、動けなくなった。

			　その間、支援に当たっているトーリたちのところに炎の爆弾を出現させて、各自ぶっ飛ばした。

			　指定保護で致命的なダメージは入らないから、やりやすいよね。

			　あ、「炎を出現させるって酷ひどい!!」って言われたけど、原理は簡単。

			　なんで魔術は手に出現させて放たなければならないのかってところが肝な。

			　この世界の魔術は魔力を１か所に集めたあと、使う術に応じたイメージによって魔力の使用方法を決めて出すものだ。

			　つまり、イメージができるなら、誰でも魔術が使えるってこと。

			　魔力の量は個人の才能だけどな。

			　と、手に出すことが多いのは、イメージしやすいからに限る。

			　でも、実際はランス系の魔術みたいに、複数の矢を連射するものもある。

			　これが、俺が得た着想ね。

			　このランス系の魔術は、自分の近くの空中にできるんだ。

			　つまり、何らかの方法で、その場所に出現させていることになる。

			　ストーム系も同じ。

			　自分の手からストーム系の魔術を出すと、自分と仲間巻き込むよな。

			　だから、決めた場所に出現させている。

			　それで調べた結果、分かりやすく言うと、ホースのようなものが術者から出現する場所に繋がっていたんだ。なんと言えばいいのか、有線ケーブル的な？

			　まあ、そうやって特定の場所に自分の魔力を流して溜めて、発動した結果、魔術ができ上がるわけだ。

			　だから、俺は思った。

			　自分の近場に出現させる必要なんかなくね？

			　爆弾をプレゼントする方が楽じゃん。

			　と思ったわけだ。

			　それで、トーリたちは爆発で全滅。

			　エリスとミリーは、その場で降参となったわけ。

			　実際、皆に教えると簡単に扱えた。

			　獣人で魔力が少ないトーリやリエルもだ。

			　そりゃ、爆弾なら、固形化して相手を突き刺すために速度が必要だったり、渦まいて持続的な魔力が必要なわけじゃないからな。

			　ただ、その場で「ボンッ」なだけ。

			　まあ、トーリとリエルは魔力が少ない分、威力も小さいけどな。

			　

			「文官だが、セラリア様より強いということですね？」

			「そうよ」

			　冒険者はセラリアの発言を噛みしめるように聞くと、ゆっくり俺に向き直り……。

			「ユキ殿、一度手合わせを願いたい。セラリア様に勝利するほどの腕前、どうか見せてはいただけまいか？」

			　え、嫌ですよ。

			　なんで俺が、手札を晒さらさないといけないんですか。

			　俺は、何もできない文官スタンスを取っているのに!!

			「すいませ……」

			「ええ、構わないわ。夫が相手になりましょう」

			「ちょっ!?」

			「いいでしょう？　あなたが私に相応ふさわしいか証明できるいい場面よ」

			「……本音は？」

			「貴方の接近戦が見てみたいわ。わざわざ昨日から焚たき付けたんですもの。いまさら、拒否はさせないわよ」

			　計算ずくか!!

			　セラリア恐ろしい子!!

			「夫は、魔術を使わずに勝負するわ!!　だって、その程度で十分だから」

			　さらにセラリアが煽あおる。

			　冒険者たちが怒気に包まれる。

			「ほう、魔術使わないと？　それはありがたいですな」

			　怒ってる、怒ってますよ!!

			　ありがたいって顔じゃありませんよね!?

			「ほっほっほ。その決闘、このグランドマスターが見届けよう」

			　うぎゃー、追加で面倒なのが来た!?

			「魔術を使わないのであれば、このギルドの訓練場でいいですな」

			　ロックのおっさんがそう言って、俺は訓練場で戦う羽目になったのだ。

			　

			「お兄ちゃん、がんばって―――!!」

			「兄様は世界さいきょーです!!」

			「お兄様の雄姿……カメラはないですか!!」

			「お姉、落ち着いて。コールの機能を使えばいい」

			　ちびっこの声援も加わって、さらに断りづらい。

			　ヴィリアたちは、今日、子供用ダンジョンに挑戦するからな。

			　しゃーない、やる気出しますか。

			　覚悟を決めると、グランドマスターの爺さんが嬉しそうに笑って手を上げ、振り下ろす。

			「始め!!」

			　目の前の冒険者はどっしりと剣を構えたまま、こちらをしっかり見ている。

			　一瞬の隙も見落とさないって感じだな。

			　コボルトに追い立てられた冒険者たちとは、えらい違いだ。

			「……なぜ、私と同じバスタードを選んだのかは知らぬが……」

			　そう言って、一瞬で目の前に移動してくる。

			「文官や魔術師ごときに扱える剣ではないぞ!!」

			　移動と同時に、振りがぶっていた剣が最大威力で俺に迫る。

			　ちょっと、これ受けると手痺しびれそうだよな～。

			　幾らレベルがあっても、怖いものは怖いもので。

			　びゅん!!

			　小気味いい音と共に、剣が右から左へ振りぬかれた。

			「っつ!?」

			　異変に気付いた相手が、一気に距離をとる。

			　何で距離を取るのか。そりゃ、そうだろう。

			　なにせ、手ごたえがなかったんだから。

			「ほほう。これはまた、すごいのう」

			　グランドマスターが驚いた声を上げる。

			「まさか、ユキ殿がここまでとは……」

			「おや、ロックは知らんかったのか？」

			「彼は魔術戦でしか、今まで活躍してませんでしたから」

			「それはそれは、恐ろしいのう。遠距離でなく近距離もか」

			　俺がとった行動は簡単。

			　ステータスにものを言わせて、後退して少し剣線をずらした。

			　つまり、受け流しだな。

			　武器ってのは、その武器の種類で攻撃手段が限られる。

			　戦いなんてのは基本、手の読みあいだ。

			　俺の相手さんの場合は、バスタードっていう大剣。

			　大剣は基本、その重量で敵を叩き斬る。つまり、ちまちま振るうものではない。

			　この世界はレベルとステータスで無茶はできるだろうが、他の攻撃方法をとるくらいなら、まずバスタードを手に取ったりはしないだろう。

			　連撃で攻めるなら、片手剣や二刀流。突き刺しを狙うならレイピア。手数ならデリーユみたいな手甲を付けた格闘。

			　ま、言うのは簡単で実戦するのは怖いよね。

			　そう思っていたけど、今までキユのレベリングとかで、散々、これ以上の化け物やトンデモ戦闘をしてきたおかげで、俺の中では微ほほ笑えましい戦闘の部類だ。

			　あ、もちろん、トイレに行く振りをして、旅館に戻って中身を入れ替えて来たよ。

			　ごうっ!!

			　ぶんっ!!

			　そんな音が訓練場に響く。

			「くそっ、何という反応。セラリア様のお話は、嘘ではなかったのか……」

			　再び距離を置いた相手が、そうつぶやく。

			「しかし、柳のように避けるだけでは勝てんぞ!!」

			「柳って、この世界にもあるのね」

			「え？」

			　相手が目を閉じて吠ほえる瞬間に近くに寄る。

			　瞬またたきのタイミングを考えような。

			　ガキン!!

			　ここで、初めて剣と剣がぶつかり合う。

			　あら、反応できたか。さすがに高ランクですな。

			　そのままつばぜり合いに入るが……

			「ぬぐぐぐっ…こちらが、力は上のようだなっ……!!」

			「ぐぐっ!!」

			　いや、押し負けてますけど。うん、演技です。

			「押し切って終わりにしてくれる!!」

			　だから、そうやって力を入れるって宣言するなよ。

			　スルッ。

			　相手がいきなりつばぜり合いの力を抜かれ、バランスを崩す。

			　もちろん、俺に倒れ込む形で。

			「ガッ…!?」

			　鈍い音がして、次の瞬間、その男は顔を天井に向けながら、仰あお向むけに倒れ込んでいた。

			　残ったのは、右手を上に掲げている俺。

			　つまりアッパー。

			　顎あごに綺き麗れいに入りました。

			　……あ、顎砕けてねーだろうな。

			「勝負あり!!　勝者ユキ殿!!」

			「「「おおお―――！！！」」」

			　周りは歓声をあげるが、俺はそれどころではない。

			　男は白目でビクンビクンしてる。

			　俺が回復魔術を使うわけにもいかん。多少しか使えないからな!!

			「……ああ、素敵です。旦那様」

			「ええい。頬を染めてないで、さっさと治療しろルルア!!　このままだと不ま味ずいから。綺き麗れいに顎に入ったし!!」

			　ルルアを正気に戻して、なんとかその男は事なきを得た。

			　ちなみに、顎が砕けて頭がい骨までヒビが入っていたのではと、ルルアが診断していた。

			　……こりゃ、キユと同じで手加減する訓練をしないとな。

		

	
		
			番外編　お姫様の気持ち

			　

			　Ｓｉｄｅ：セラリア

			「ふう……」

			　今、私は目の前に広がる光景に満足していた。

			　傍はたから見れば異常だろう。

			　だって、目の前に広がるのは人の屍しかばねの群れ。

			　戦闘後の戦場なのだから。

			　自陣の戦力は５００名を超えるか超えないかで、相手の戦力は５０００名以上。本来であれば、勝敗どころか、まず戦いにすらならずに撤退指示を出すところだろう。

			　だが、この戦いの結果は違っていた。

			　我が方の５００名がほぼ落命せずに、相手の５０００名以上の兵士を文字通り壊滅させた。

			　私が知りうる限り、歴史上最高の完勝である。

			　夫の力を借り、勝てて当たり前の環境を整えたとはいえ、戦場での緊張感は文字通り本物だった。

			　そして、公に知られていることではないが、我がロシュールと友国ガルツに血を流させた愚おろか者共を、この手で始末できた。

			　これで、少しはくだらない争いに巻き込まれ、失われた命に報いることができただろうか？

			　まあ、最後は夫に手痛い指導を受けたけど。

			　私も、まだまだということだろう。

			「セラリア様」

			　感慨に浸りながら戦場を眺めていると、クアルから声がかかる。

			「何かしら？」

			「はっ、重傷者の搬送が終わりました。あとは、あの死体ですが……」

			　クアルが戦場に残された無数の屍を見て言う。

			「ああ、放っておきなさい。見張りはいるけど、後で、アルシュテールたちが回収するそうよ。そこら辺の話は、ちゃんと済んでいるわ」

			「そうですか。それは良かった。放置してアンデッドになられても迷惑ですし、あの数を正式に弔とむらうのは大変ですから」

			「そうよね。いつぞやの盗とう賊ぞく退治の時も、大変だったわね」

			　くそ面倒なことに、この世界は死体を放置するとアンデッド化する可能性がある。

			　無論、１００％アンデッド化するわけではないが、それなりに生前のレベルが高いと、死後、魔物化する確率が高いと言われる。

			　これに対する対処法は、主に２つ。

			　１つ、聖職者を呼んで正式に弔とむらってもらう。

			　２つ、アンデッド化できないように、燃やして骨を砕く。

			　１は、まず論外。５０００名近くの死者に対して、いちいち正式な弔いなんてしていられない。ロシュールもダンジョンも、リテアみたいに坊主の多い国ではないから。

			　２はできなくはないが、この数の死体を集めて燃やして砕く作業をするには、ざっと３００名ぐらい人員が必要だろう。

			　つまり、どっちにしても自分たちで処理するのは面倒なのだ。

			　今回は、リテアが全部後片付けをすることになっているから楽だった。

			　以前、盗とう賊ぞく退治の後処理を自分たちでした時は、盗賊を殺すことより大変だった。

			　戦より戦後処理の方が大変だとは、よく言ったものだ。

			　遺体の処理に加えて、相手との交こう渉しようなど大きな問題も残っているわけだし。

			　ちなみに、ロシュールとガルツの戦で生じた死者については、できうる限り２つどちらかの作業を行って、アンデッドが生まれないようにした。

			　これは、戦争をしている国同士の暗黙了解である。

			　そうしないとアンデッドの群れが現れて、下手すると自国が被害を被こうむるからだ。

			　そういうわけで、アンデッドの群れが現われれば、イコール暗黙の了解を破った証でもあるので、他国の心証は非常に悪くなるのが常だ。

			「まあ、ここはダンジョンだから。リテアが死体を放置しても、ダンジョンに取り込まれるだけなんだけどね」

			　私の言葉にクアルが一瞬、目を丸くして、偽物の空を見上げる。

			「そうでした。ここはダンジョンでしたね。普通に大地があり、空があり、森があり、川もあるので、すっかり失念していました」

			「まったく、夫に嫁いで新しい世界ばかり見せられるわ」

			「同意します。初めてセラリア様がユキ様に嫁ぐと言ったときは、おかしくなったかと思いましたが、今はとっても納得です。ユキ様は、セラリア様でようやく釣り合う相手でした」

			「釣り合うどころか、私自身、今でも足りてないと思うくらいよ」

			「私も、そう思います」

			「……あっさり言うわね」

			「お世辞は嫌いでしょう？」

			「まあね」

			「正直、このダンジョンに迎えられてから、私は自分の世界の小ささを知りました。どこまでも広がる世界に、驚きと興味が尽つきませんでした。セラリア様が自ら嫁ぐと言った意味がよく分かります。あのユキ様相手に、監視などできるわけがない」

			「そうなのよ……。あのバカ共。あと、クソ親父」

			　クアルとの会話で思い出したが、私が夫、ユキに嫁ぐと言った時は大いに荒れたのだ。

			　クソ親父は、まあ娘を嫁に出したくない一心だったのだが。

			　ほかのバカ共がいただけない。

			　夫を、ただの腕っぷしだけの流れ者だと思っているのだ。

			「確か、当初の予定では、ユキ様の結婚相手は侯爵の娘が候補でしたか？」

			「ええ。地方のね。その子自体の資質は、悪くなかったわ。ちゃんと教育も受けているし、私が直接会った際、普通に挨拶をこなせたし、その程度の度胸はある。木こっ端ぱの相手なら、取り込むには十分ね」

			「木っ端、小物、使いやすい相手かと思えば、藪やぶの中身は大蛇を越えていましたからね」

			「大蛇どころか、世界を飲み尽つくせるわよ。ただの武力をもってしてでも……」

			「ですね。わずか短期間で、私たちの実力は倍以上に跳ね上がりました。武力だけで、この大陸を制することも可能。いや、可能どころか片手間ですね、きっと。ユキ様本人は、私たち以上なのですから」

			「加えて謀はかりごとや、政治にも通じている」

			「理解不能ですね。ユキ様は、あれほど才覚を持っていても表舞台に全く出ようとしない。おかげで、こちらから表舞台に引っ張り出すのに苦労しました」

			　そう、私との婚姻の政治的な目的は、夫を下に見させないことなのだ。

			　クソ親父はダダをこねていたが、最後には手のひらを返したから、おそらくここら辺のことを理解していたのだろう。

			　夫の機嫌を損ねれば、あっという間に国が攻め滅ぼされると。

			　だから、私が嫁ぐと言ったときに真っ先に反対しながら、最後には納得することによって、周りの溜りゆう飲いんを下げさせたのだ。

			　バカ共がいらないことをしないために手を打ったわけだ。

			　無論、エルジュをかくまっているのだから、真実を知らない私以外を嫁にやるわけにはいかないのだが。

			　あとはクアルの言う通り、私との婚姻関係を結ぶことで夫の存在をロシュール中に喧けん伝でんし、行動を制限する目的があったのだが、それはほぼ意味をなしていない。

			　まず、夫は出不精。自身がどれだけ重要か理解していて、おいそれと外に出ない。

			　出たとしてもドッペルという影武者。どうせ、私たちにも教えていない秘密の影武者がいるだろうから、行動を見張るのは不可能。

			　たとえ、政治的な圧力や、貴族としての責務を与えてダンジョンを縛しばったとしても、これも意味がない。

			　私が移住者を連れて戻った時には、すでに為政者の卵を育てていたのだ。

			　ということで、夫の行動を制限するどころか、赴おもむいた私が行動を制限されることになった。

			　すでにでき上がりつつあるものを崩すと、反発が強い。ダンジョン内もそうだ。

			　普通なら反発もなんのその、押し切るという選択もあるのだが、妖精族まですでに住人として取り込んでいるので、何もできない。

			　私はダンジョンに着いた時から、いや、ダンジョンに着く前からお飾りの座が与えられていたというわけだ。

			　私でこの有様なのだから、もし侯爵家の娘が嫁いでいたら、まともな対応などできなかっただろう。

			　結局、表舞台に夫を引っ張り出せはしたが、私を隠れミノにさらに自由に動き回る始末だ。

			　恐らく何か別の目的があって、ああいうふうに動いているのだろうが、いまだ夫からその情報は得られていない。

			「セラリア様の個人的な評価はどうですか？　あの時、王位継承権を放ほう棄きしてまでユキ様に嫁ぐと満面の笑みで言った気持ちに、お変わりはありませんか？」

			　クアルは私がどう答えるのかわかっているのか、少しにやけている。

			　クアルの期待に応えて、満面の笑みで返してあげよう。

			「変わりないわ!!　というか、さらに好きになったわ!!　ユキは、夫はこれからも、もっと新しい世界を見せてくれる!!　私の直感がそう言っているのよ!!」

			　正直、私にとって政治的な面はどうでもよかった。

			　ただ、最初は、エルジュを守るためにユキのダンジョンへ赴いたのは確かだ。

			　そしたらどうか？

			　私を見るなり、めんどうくさそうな顔するひょろひょろの体つきで剣も持てなさそうな男が１人。話してみれば無礼な物言い。

			　この時点で衝しよう撃げき的だった。

			　王女である私に、ここまで不敬な態度をとれる者などいなかったから。

			　だが、それは始まりだった。

			　私の世界が変わる始まりの、ほんの小さな１つだった。

			　ロシュールの近衛を自陣の被害ゼロで完封し、あまつさえ、私たちの味方にしてしまった。

			　そして、自分はダンジョンから１歩も出ずに、ロシュールの騒動を収めてしまう。

			　それで終わりかと思えば、ダンジョンで自由にやっていくための布石も打っていた。

			　クソ親父は、どれだけ頭を抱えただろうか？

			　アーリアお姉さまは感心していたが、私はその時、すでに夫に惚ほれていたのだろう。

			　次はどんなことをするの？

			　私はそう聞きたかった。

			　でも、答えてくれるわけがない。

			　あの男は、そう言う男だ。

			　剣の道で国を支えると誓った私には足りない何かを持っている。

			　きっと、ユキは私に足りない何かなのだ。

			　私が共に歩むべき相手であると感じた。

			　だから、誰にも、その隣を譲るわけにはいかなかった。

			　いや、ユキの歩む道を、新しい世界への兆きざしを、バカ共に邪魔されてなるものかとも思った。

			　途中経過報告のコール画面でラビリスと会ったあとは、彼女を通して奴ど隷れいの皆と話し、妻に収まるように手を回した。

			　結果は見ての通り。

			　聞いたこともない代表たちによる統治で、私の仕事はほぼなく軍の統括のみ。

			　適当な報告書を書いては王都に送るだけ。

			　あとは自由時間。

			　その自由時間で、さらに私の世界は広がっていった。

			　妙に強いゴブリンがいて、お遊び半分で決闘をしてみれば、あっさり負けた。

			　というか、私がいない間に魔王まで仲間引き入れていたのだから、ゴブリンが強いぐらい当たり前か。そう思ってしまうほどのでたらめさ。

			　あげく、妙に強いスライムには文字通り手も足も出なかった。

			　最初の１週間は、デリーユやスティーブと訓練三昧だったわね。

			　ああ、家は私がいた時とは比べ物にならないぐらい大きな建物に変わっていたし、ダンジョンはなぜか、今のように大地の上に空が広がっていた。

			「まぶしい笑顔ですね。セラリア様が、ここまで笑ってくださるのは久々です」

			「ふふっ。ええ、自分でも面白いくらい心が晴れ渡って、わくわくが止まらないの」

			　クアルに声をかけられて我に返ったが、今までのことを思い出して、さらに笑みがこぼれる。

			　今の今まで、初めての経験、初めての世界を見続けてきた。

			　……私は、夫の横でまだまだいろいろな世界を見ていける。

			「はぁ、付き合うのは大変そうですね」

			「何言っているのよ。クアルだって笑ってるじゃない」

			「おや。これは失礼いたしました。でも、私もセラリア様と共にユキ様が切り開く世界を見たく思います。セラリア様さえよければ、どうか最後までお付き合いさせてください」

			「ええ、もちろんよ。クアルは私の右腕も同然。命尽つき果てるその時まで、私と共に世界が変わるのを手伝い、見届けなさい」

			「はっ!!」

			　クアルが勢いよく敬礼をする。

			　まったく硬いわね。

			　でも、そう言うクアルだから、今まで一緒にやってこられたのだけれど。

			　ん、そう考えるとクアルって……。

			「あ、と言っても、結婚とかならしていいわよ？　そこまで縛しばるつもりはないわ。夫に側室に入れるよう頼んでみる？」

			「いえ、遠慮します。ユキ様本人に好感は持っていますが、愛ではありませんので。セラリア様を通しての敬愛ですね」

			「本当にガチガチね。行き遅れるわよ」

			「それを、セラリア様に言われたくはありませんね」

			　瞬間、私とクアルの睨にらみ合いに火花が散る。

			「あら。結婚した者へのひがみかしら？」

			「いえ。単に、自分を押し売りしたセラリア様の行為を結婚というのは無理があるのでは？」

			「……どういう意味かしら？」

			「ユキ様も、こんな行き遅れのお転てん婆ば姫ひめをもらって、大変だろうなーと」

			　刀を抜く。

			　クアルも同時に剣を抜く。

			「もう１回言ってみなさい」

			「じゃじゃ馬姫をもらって大変ですよね。ユキ様も!!」

			　ブオッ!!

			　風が巻き起こり、土つち煙けむりが舞う。

			　次の瞬間、土煙の中から、私をめがけて銀線が走る。

			「ちょっ、本気で斬りにきたわね!?」

			「あったりまえですよ!!　お互い結婚、行き遅れうんぬんについては、不可侵と決めたでしょう!!　それを自分から破っておいて、何をいまさら!!」

			　あ、そう言えば、私から仕掛けたようなものかな？

			「あ、あれは話の流れでしょう!!　あなたも結婚に邁まい進しんしていいっていう!?」

			「うるさい!!　幸せ者の言葉は、そうでない人にとって刃になりかねないと自覚してください!!」

			　そんなことを言いつつも、お互い笑って剣を振るう。

			　まったく、夫といると飽きないわね――

			　

			「で、兄さん。アレ、止めないんですか？」

			「ほっとけ。遊んでるだけだろう。ある意味、都合がいい。ほれ、遺体を回収に来たリテアの面々を見てみろ」

			「……口を開けたまま固まってますね」

			「戦の後に、あのお遊び。相手さんに、まだ余力があると思わせるのに丁度いい。いろいろな意味で効果があるだろうよ」

			「はぁ。兄さんはホント、抜け目ないですね」

			「厄やつ介かいごとを減らしたいだけだって。そういえば、ジョンの野菜畑が無事だといいんだが……」

			「ああ、そう言えば、ここで畑を作っているとか言ってましたね。無事だといいですね」

		

	
		
			[image: p_331.jpg]
		

	
		
			　――そんな話声がふと聞こえてきて、私とクアルは同時に剣を止める。

			「「オークが野菜畑を作るって、なに!?」」

			　本当に、まだまだ私の世界は広がるようだ。

			　明後日の方向に。

			　

			〈『必勝ダンジョン運営方法』④へ続く〉

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			一巻からずっと買っている方はお久しぶり、三巻まとめての方はありがとうございます。さて、皆さんのおかげで三巻も出ました。寒い時期ですから、炬燵にでも入って暇つぶしの一環でのんびり読んでください。では、風邪などを引かれぬよう。（二〇一六年二月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一六年二月現在）

		

	
		
			必ひつ勝しようダンジョン運うん営えい方ほう法ほう③
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